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第一章　名も無き依頼人









　カナレイカは仕事机に置かれた、一体の人形を前に頭を抱えていた。

　その人形。一部の魔法使いが使用する魔導人形ドールなのだが、右手が折れ右目は欠け、着ているドレスは酷く焼け焦げている。

「やっぱり、万が一に備えておくべきだったなぁ……」

　がっくりと肩を落とすカナレイカの背後から、一人の男が近づいてくる。

「だから言ったじゃねぇか。〝魔導装身具修理店〟って総合的に名乗るんだったら、どんな魔装具にも対処できるようにしとくか請け負えないモンはそう明記しとくべきだってよ」

　呆れたような声と共に現れたのは、筋肉質の締まった身体つきの男。

　緩くうねった香芹パセリ色の髪は寝ぐせがつき、蜂蜜色の瞳は眠たげに細められている。

　男は大きな『鸛コウノトリ』の刺青が入った上半身を晒し、大欠伸をしながら臍の周りをボリボリと掻いていた。

　男の身体で羽ばたいているコウノトリ。〝赤ん坊を運んでくる〟という言い伝えがあるほど〝祝福の象徴〟とも言える鳥なのに、全身に鎖が巻きつき嘴くちばしに弾丸を咥えているという、どこか不吉な構図になっている。

「おはよう、アイスト叔父さん。何度も言っているけどね、いくら住居兼店舗だからってお店に顔出す時はちゃんと服を着てよ。っていうか、服を着ていてもそんな寝起きのだらしない状態で出てこないでくれない？」

　カナレイカは眉をひそめながら叔父を睨みつけた。

　──アイスト・ピトルーシカ。三十二歳。カナレイカの亡くなった両親のうち、母親の弟だ。元は〝煙管キセル型〟の魔装具を使う軍人だった。この度カナレイカが修理屋を営むということを聞きつけ、わざわざ軍を辞めてまで王都から遠く離れた、火山と温泉しかないこの田舎町の修理屋に従業員として入ってくれたのだ。

「まぁまぁ、そう細かいこと言うなよ。カナ、お前のそういうところはホント姉さんにそっくりだな」

「ありがと。ホント、叔父さんに似なくてよかった。でも叔父さん、せっかく顔はいいんだからもぅ少しきちんとしたら？」

　叔父はヘラヘラと笑いながらも、その言葉には応えない。

　とはいえ、カナレイカにもわかっている。叔父がこうして側にいてくれるのは、自分を心配しているからだということを。

　だからこそ、余計に申し訳ないと思ってしまう。先ほど本人に言ったように、叔父の顔は悪くない。それどころか、かっちりとした軍服を東国の魔導服風に改造し、それをサラリと着こなしていた叔父は姪の目から見ても格好良かった。

　軍人は憲兵や警護官と並んで女性人気が高い職業になる。叔父も当然モテていたし、女性関係も華やかだった。

　けれど高い給料も派手な女性関係も全部捨てて、こうしてカナレイカに寄り添ってくれている。昨日も仕入れのために一日中出かけてくれていた。別に結婚がすべてとは思わないが、このまま姪のお世話で終わらせるにはもったいなさすぎると思わざるを得ない。

「ねぇ、叔父さん。やっぱり──」

「で？　この魔導人形は一体どうしたんだ？」

　叔父はカナレイカの言葉を遮り、机の上の人形を指差した。

「あ、これ。今朝ね、表の掃除に行ったら置いてあったの。看板をしまっている林檎りんご箱の中に、布に包んだ状態で置いてあった。ご丁寧にお手紙までついていたわ。昨日はずっとお店を閉めていたから、とりあえず置いていったんだと思う」

「……ふぅん」

　──昨日、店を開ける前に郵便ポストを確認したところ、軍からの緊急通達が届いていたことに気づいた。

　この田舎町ジャーボロノクには海軍総督の別荘がある。別荘には身体の弱い総督夫人が静養に訪れていた。その別荘が何者かの襲撃を受けたらしい。襲撃犯が町に逃げ込んだ可能性があるので各自で警戒をして欲しい、という連絡だった。

　カナレイカ自身も魔法を使えるが、警護の厳しい別荘を襲撃するような輩に対抗できる自信はない。叔父が留守にしているのもあり、不安になったカナレイカは近隣の店や住民と相談し、一日店を閉めることにしたのだ。

「最初はこんな高い人も形のをこんなところに無造作に置いてくなんて、って驚いたけど、まさか林檎箱の中に魔導人形が置いてあるなんて逆に誰も思わないかもね」

　カナレイカは一緒に置いてあった手紙を叔父のアイストに渡した。

「あー、なになに？　〝申し訳ありませんが　この魔導人形を　修理願えませんでしょうか　出来れば五日後の正午までにお願いします　料金は受け取りの際に言い値で支払います〟……なんだ、この丁寧さの陰に隠れた押しの強さは。魔導人形の修復には最低でも一週間はかかるぜ？　それを五日で直せだと？　無理難題にもほどがあるだろ」

　困惑したような叔父の言葉に、カナレイカも大きく頷く。

「そうなの。でも問題はそれだけじゃなくて」

「それだけじゃない？　他になにがある？」

「修復材料が足りないの。しかも一番肝心な玻は璃り蓑みの虫むしの糸。だって、まさか魔装具の中でも使う人が圧倒的に少ない魔導人形の修理を頼まれるなんて思わなかったんだもの」

　──魔法使いたちは魔力を行使する際の媒体にさまざまな魔装具を使う。だが現代の魔法使いは古代の魔法使いのような杖や本、宝珠を選ぶ者はほとんどいない。仕事や戦いの場では、邪魔になってしまうからだ。

　代わりに主流になっているのは、指輪やブレスレット、ネックレスやピアスといった装身具だ。これらは両手が空くので男女問わず人気が高い。

　背広スーツを着る者などは、カフスボタンやタイピン、ラペルピン型を使う。

　犯罪組織に所属する魔法使いは銃や剣を好む。だが中には叔父のように煙管型や、もしくは懐中時計型を持つ者もいる。

　装飾魔装具は金や銀、白金などでつくられた金具に魔法石を埋め込めばいい。魔杖も先端に魔法石の飾りをつければいいし、魔本も表紙に魔法石が埋め込まれているだけ。もちろん貴金属の純度や魔法石の種類によって値段は大きく異なるが、制作の手間は一般の物と大差ない。

　けれど『魔導人形』は違う。一抱えもある人形の骨格部分には世界樹の枝と龍の骨が必要だし、髪には一角獣ユニコーンの鬣たてがみを使う。おまけに着せる衣服は竜の皮膜翼で作らないといけない。

　更にそれを稀少な『玻璃簑虫』の糸で縫い合わせ、瞳の部分に魔法石を使うことでようやく魔力の媒体として使える。

　当然、そこまでして作製される人形は一体の値段が法外になる。非常に高価ゆえに強力な魔法具だが、それを専用魔装具として持つ者は少ない。言うまでもなく、それは人形の見た目にある。

　──赤ん坊くらいの大きさがある魔導人形は、豪奢なドレスを来たお人形なのだ。見た目は非常に愛らしい。高位貴族の幼い娘が持っていることがままあるが、彼女たちも年頃になれば魔導人形から大人びた魔法装身具へと変えていくのが常だ。

　修理材料も希少な上に人形を使用する魔法使いも少ない。ならば魔導人形店で十分対応できるだろうと、一般の修理店では修理を請け負うことはほとんどない。

　そう考え、ろくに準備をしていなかった。

「お前の認識の甘さが招いた結果だな」

「だって！　こんな田舎町の修理店だよ？　もう、なんで王都に持って行かないんだろう。王都なら魔導人形店があるんだからそこに行けばいいのに」

「王都の魔導人形店は自分のところで作った人形しか修理してくれないんだよ。だからこの人形は別の店で買ったものなんだろ。そういうのもちゃんと調べておけよ、まったく」

「ご、ごめんなさい」

　カナレイカはうなだれた。そして人形を抱き上げ、正面からその顔を覗きこむ。

「肌の質感からすると、十年は経っている感じかな。でも傷みはないし、それに本当に綺麗なお人形」

　髪は濃い橙だいだい色だが、毛先に向かって次第に緑色に変化していく珍しい色。割れずに残った左目は極光オーロラのように揺らめく光を放っている。

「こうやってみると、魔導人形も悪くないって思えるから不思議だわ」

「へぇ、人形を抱く姿、なかなか見栄えするな。お前も魔導人形に変えれば？」

「やめてよ。私だってもう二十一なのよ？　こんな可愛いお人形を持ち歩くなんて無理」

　カナレイカは胸元の、己の魔装具である大切なネックレスに触れながら苦笑した。使われている魔法石は父の形見なのだ。

　亡くなった人の魔装具は近親者が受け継ぐ。父親はかつて魔本を使っていた。

　カナレイカは本の表紙から魔法石のみを取り出し、適切な大きさに研磨してネックレスに造り変えた。

　ちなみに腕輪を使っていた母親の魔法石は、カナレイカが同じく研磨し叔父の予備魔装具の指輪に嵌め込んである。

「きっと、どこかの貴族令嬢の人形だわ……。どうしよう、玻璃簑虫の糸以外の材料なら全部、揃っているのに……」

　カナレイカは困り果てた顔で叔父をチラリと見上げた。案の定、なんだかんだとカナレイカに甘い叔父は顎に手を当て考えている。

「仕方ねぇな。ちょっと伝つ手てを当たってくるか。カナ、お前は折れた右腕の修復と極光石の研磨、それから衣装用の竜膜を裁断してろ。陽炎蜂かげろうばちの蜜蝋はあるか？」

「うん、それはたくさん仕入れたから」

「よし。じゃあちょっと出かけてくる。明日には戻るよ」

「ごめんね、叔父さん、昨日もお使いに行ってもらったのに。でもくれぐれも気をつけてね、まだ襲撃犯は捕まっていないみたいだから」

「はいはい」

　迷惑をかけたくないと思いながら、結局いつもこうなる。カナレイカは慌ただしく出かけていく叔父を、罪悪感に満ちた眼差しで見送った。

　だが、いつまでも落ちこんでいる暇はない。カナレイカはさっそく準備に取りかかった。防刃防火のエプロンと手袋を身に着け、髪を縛って飾りピンで留める。その上から三角巾を被り、目には専用のゴーグルも装着してすべての準備を終えた。

「まずは極光石の研磨から始めようかな。それにしても、極光石を使ってある魔導人形なんてすごい。これ一個でウチの一月分の収入になるんじゃないかなぁ。〝言い値で支払う〟なんて書いてあったけど、修理代はかなりかかりそうなのに。本当に支払ってもらえるのかしら」

　ブツブツと呟きながら、揺らめく光を放つ石を研磨機にかける。幸い、欠けた右目も眼球部分は無事だった。魔力のこもる虹彩部分の損傷のみだったため、磨いた極光石をはめ直すだけで良さそうだった。

「わ、よく見たら眼球に竜の牙が使ってある！　あ、危なかった……！」

　カナレイカの暮らす国ヴィユノークを含め、東側の大陸では蛇に似た細長い胴体を持つ『龍』の素材は比較的手に入りやすい。けれど太い手足に巨大な皮膜翼を持つ『竜』の素材は西側から取り寄せなければならないのだ。

　しかも『竜の牙』はほとんどの魔法具に使用される素材な上に稀少なため、カナレイカの店も半年以上前に発注しているにもかかわらず、いまだに届いていない。

「これで眼球が傷ついていて在庫に竜の牙があったらなぁ。住居部分もお店にして別にお家を買って、従業員を一人雇えるくらいのお金が手に入るわ。そうしたら、叔父さんを軍に復帰させてあげられたのに」

　それでも今回の収入は相当な金も額のになる。上手くいけば、今後も高額な依頼をしてもらえるかもしれない。

「頑張ってお金を貯めて、早く叔父さんを私のお守から解放してあげなくちゃ」

　カナレイカは鼻歌を歌いながら、高価な魔法石を丁寧に磨きあげていった。







　専用の鋏で竜膜を裁断し終えたところで、カナレイカの腹部からぐう、と音が鳴った。

　カナレイカは手を止め、ゴーグルをずらして時刻を確認する。時計の針は、午後の二時を指していた。

「うわ、もうこんな時間」

　思っていた以上に時間が経っていたことに少し驚く。随分と集中していたらしい。

「ちゃんとお昼ご飯は食べなきゃ。でないと怒られちゃう」

　ではなにを食べようか、と少しだけ考える。

　お腹は空いているが、そうしっかりとしたものを食べたいわけでもない。

「黒パンと、昨日の鱸スズキのスープの残りでいいかな」

　貰い物のトマトを潰して混ぜようか、と考えていた時、店の表から聞き覚えのある靴音が聞こえた。それは軍靴が硬い石畳を踏みしめる音。叔父が現役の頃に何度か聞いたことのある特徴的な足音だった。その足音はどんどん近づいてくる。

「アイスト叔父さん、じゃないよね。誰？」

　叔父は動きやすい鹿革の靴を履いて行った。その靴だと足音はほとんどしないし、そもそも叔父はもう軍人ではない。カナレイカは二階に上がりかけた足を止めた。ほどなくして、店に一人の若い男が現れた。

「失礼します」

「い、いらっしゃい、ませ……」

　──背が高い。叔父のアイストも百八十五センチを超える長身だが、さらに大きい。カナレイカの目の前に立つのは、前髪の一房だけが真っ黒の、少し長目の紅色の髪を首の後ろで無造作に縛った端正な顔立ちの若者。瞳も髪と同じ紅色だが、外側に向かうにつれ濃い緑になっていく、珍しい色をしていた。

　男は軍服をきっちりと身に纏まとい、その襟には『飛び魚』のバッジが付けられていた。もちろんただの飛び魚ではなく、飛行に使う鰭ヒレが刃になっている海軍の象徴。

　軍人らしからぬ穏やかな眼をしたその男は、カナレイカを見下ろしながら口元に柔らかな笑みをたたえていた。

「今朝、魔導人形の修理をお願いした者です。黙って置いていくような真似をして誠に申し訳ございませんでした」

「い、いえ。あの、それで本日は……」

　整った顔に見惚れていたカナレイカの背に緊張が走る。約束は五日後ではなかったのか。

（もしかして、依頼を取り下げるつもり？　うわ、どうしよう。もう依頼の人形に合わせて素材を用意しちゃったし叔父さんだって糸を探しに行ってくれているのに）

　それでも世界樹や龍の骨は他の修理にも使える。瞳に合わせて研磨した極光石も宝飾具としてなんとか使えなくもない。けれど、竜膜だけはどうしようもない。

　おまけに、もうドレス用に裁断してしまった。これでは魔本の表紙に使うこともできない。だがカナレイカの予想と異なり、軍人の男は片手を差し出してきた。カナレイカは反射的に手袋を外し、その手をおずおずと握り返した。

「僕はギパールト・アルブースと申します。お預けした魔導人形の持ち主です。改めて依頼書を書かせていただかなければと思い、急いで参りました」

「えっ!?」

（持ち主って、このお人形の!?　こんなにカッコいい人が!?）

　──いや、今そんなことはどうでもいいし、そもそも顔は関係ない。カナレイカは瞬時に我に返った。修復するには、彼の言うとおり正式な依頼書を書いてもらわないといけない。

「あ、はい。少々お待ち下さい」

　カナレイカは引き出しから依頼書を取り出し、万年筆と共に男に手渡した。依頼書用の万年筆には特殊なインクが入っており、取り交わした依頼契約書を一方的に書き換えたりすることはできないようになっている。

　男はサラサラと万年筆を動かしていた。そのペン先が納期期限の欄に差しかかったところで、カナレイカは思いきって声をあげた。

「あの！」

「ん？　なんですか？」

「あの、納期をもう少し延ばしていただけませんか？　魔導人形の修復には最低でも一週間はかかります。五日後の正午に間に合わせるのは少し難しいので……」

　男は優しげな雰囲気から一転、凍りついたような冷たい眼差しを向けてきた。

「この魔導人形は以前も戦闘時に大きく破損し修復に出したことがありました。その時は魔導人形店にお願いしましたが、三日ほどで修復していただきました。こちらは専門店ではないので少し余裕を見たのですが、それでも間に合わないと？」

　纏う空気を一変させた男に、カナレイカはたじろぐ。

「い、いえ、でも、専門店は職人さんがたくさんいらっしゃいますが、ウチはその、叔父と二人で細々とやっていますから」

　そう弁解しながら、カナレイカはさりげなく仕事机のほうに身体をずらした。

　机の上には準備した材料とまったく手つかずの人形が置いてある。それを隠すためだ。

　この流れで修復作業に取りかかってもいない人形を見られるのはよろしくない、と素早く判断をした。

　男は少し考えるような顔をしている。カナレイカは祈るような気持ちで返答を待った。こんな時に口の達者な叔父がいれば、と切実に思う。

「わかりました。赴任してきたばかりでいきなり武器を失った無様な姿をさらすのは腹立たしいですが、どうやら焦っても仕方がないようですね。では一週間後に取りにうかがいます。朝の早い時間でも大丈夫ですか？」

「あ、ありがとうございます！　必ず、元どおりに仕上げてみせますから！」

　カナレイカの力強い頷きを横目で見ながら、男はやれやれ、というように肩を竦め、再び書類に記入を続ける。カナレイカはホッと胸を撫で下ろしていた。

（良かった、依頼を取り消されなくて。今後の信用問題にもかかわるものね）

　それどころか、期日を延ばしてもらえた。叔父のアイストはなんとしてでも糸を持って帰ってくれるだろう。ならばどうにかなる。先行きが見え、安堵すると同時に気持ちに余裕が戻ってきた。

「あの、この魔導人形はどちらで購入されたものなんですか？」

「キート市です。僕はそこの出身なので」

　男の声音は穏やかだ。だがこちらを向くこともなく、当初の笑みはもはやない。

　だが、会話をしてはくれるらしい。

「キート市っていうと、大きな海上都市ですよね。ジャーボロノクは温泉が湧いているおかげで別荘地として成り立っていますけど、やはり小さな町ですから大都市にはちょっと憧れます」

「貴女はここの生まれなのですか？」

「はい、そうです。……あの、赴任してきたばかりとおっしゃっていましたけど、以前はキート市でお仕事を？」

「えぇ。そこで機水戦艦に乗っていました。今回、総督閣下の奥方さまがこのジャーボロノクの別荘で静養なさるために長期滞在することになったので、僕もその護衛としてキートからこちらに来たんです」

　カナレイカは頷きながら、内心で少し同情をしていた。海軍総督の妻の護衛。それは名誉なことなのであろうが、大都市キートからこの田舎町ジャーボロノクに赴任ではさぞかし物足りないだろう。

（それでちょっとイライラしているのかしら？）

「別荘に温泉が通っているなら、奥様の療養にはとってもいいと思います。ここの温泉は怪我にも病にもよく効きますから」

　──総督夫人の具合が良くなれば、またキートに戻れるのだ。どうやら継続しての依頼は見込めなさそうだが、少しでもジャーボロノクにいい印象を持って帰ってもらいたいな、とカナレイカは思っていた。

「こちらでよろしいでしょうか」

　軍人男が差し出してきた記入済みの書類を確認し、カナレイカは同じ内容を店側の控えに記入した。

「はい、これで正式な依頼を承りました。では一週間後にお待ちしていますね」

　男は依頼書を懐にしまいながら、今さらのように物珍しげな顔で店内を眺めている。

　今までは修理も定期検査も魔導人形店に頼んでいたのだろう。一般の修理店の中を見るのは初めてなのかもしれない。

　そう考えた所で、カナレイカはふと男が発した言葉を思い出していた。

『武器を失った無様な姿をさらすのは腹立たしい』

　そして気づいた。基本的に、魔法使いは予備魔装具を必ず持つ。叔父も主な魔装具は煙管キセル型だが予備に指輪型を持っているし、カナレイカも主装備のネックレスの他にピアス型を持っている。普段はネックレスだけだが、素材採集の時や遠方に買いつけに行く場合などは、必ず二つの魔装具を装備しておく。

　主装備を破損してしまったら、戦う手段も治癒の手段も失うからだ。

　最悪、魔法陣を描きこめば魔法の発動は可能だが、装備を失うような緊急事態に複雑な魔法陣を描いている余裕が果たしてあるのだろうか、という話になってくる。

「……あの」

「はい？」

「あの、アルブースさんはひょっとして予備魔装具をお持ちではないんですか？」

「えぇ。そうですが、それがなにか？」

　──男は眉根に皺を寄せ、胸元に手を置き端正な顔を歪めていた。けれど、こちらに対して不快な思いを抱いた表情ではないように見える。

　どちらかと言うと痛みをこらえている表情に近い気がする。よくわからないがマズい、と顔を引き攣らせたカナレイカをよそに、男はポツリと呟いた。

「依頼した魔導人形は、僕の六歳の誕生日に婚約者の家から贈られた人も形のなんです。生まれたばかりの婚約者は、まるで天使のようで本当に可愛らしかった。彼女はいつも眠っていたので顔をまともに見たことはありません。けれど、僕は彼女と話ができるようになる日を心待ちにしていました」

　過去形で語られる内容に、カナレイカは一気に胃が痛くなるのを感じていた。

　彼の歪んだ顔。きっと心の痛みに耐えていたのだ。なぜ、余計なことを言ってしまったのだろう。依頼人が予備魔装具を持っていようがいまいが、自分には関係のないことだったのに。

「す、すいません！　差し出がましいことを……！」

　男はフッと、どこか乾いた笑いをこぼした。

「まったくです。こちらの条件通りに修復を引き受けてもらえない上に僕のことを色々と訊いてくる。おまけに、髪を覆っている布もゴーグルも外さない。そのゴーグルは透水晶のレンズを使っているようですね。貴女からはなんの違和感もなく僕が見えているのでしょうけど、僕は入店してから一度も貴女の顔を見ていない」

　その言葉を聞き、カナレイカは瞬時に青ざめた。そうだ。依頼書を渡す時にかろうじて手袋は外したものの、無造作に縛った髪もそれを覆った三角巾も、なによりゴーグルを外していなかった。

「……っ!?　た、大変失礼いたしました！」

　急いでゴーグルを外し、髪紐ごと三角巾をむしり取る。髪を手早く手櫛で直しながら、男に向かって改めて頭を下げた。

「本当に失礼いたしました。私、この修理店の主でカナレイカ・ピトルーシカと申します」

「カナレイカ、ピトルーシカ……」

　深々と頭を下げたカナレイカの頭上から、どこか呆然としたような声が降ってくる。

　さらなる罵倒を覚悟していたカナレイカは、拍子抜けしたようにそっと顔を上げた。

　大きく見開かれた、まるで二つに割った西瓜スイカみたいに見える両目がカナレイカを見下ろしている。カナレイカもつられて男をじっと見上げた。

「あの、どうかなさいました？」

「あ、す、すいません！　貴女の髪と目の色が珍しかったものですから……！」

　──カナレイカの髪は緑だが、側頭部の髪が一房ずつ金色になっている。瞳は濃い橙色だが、外側に向かっていくほどに薄い緑になっていく変わった目の色をしていた。

「はい、時々言われます。でも母が緑髪で紅茶色の目でしたし、祖母も人参にんじん色の瞳をしていましたからその辺りが上手く混ざったのかもしれないですね。でも私だけじゃなくて、弟もあれこれ混ざった色をしているんですよ」

「そう、ですか。お母さまは緑の髪ですか。それに、弟さんがいらっしゃるんですね」

「はい。今は王都の医師学校に通っています。寮に入っているのでここには住んでいないんですけど」

　自分自身も随分と珍しい髪と目の色なのに、と思いつつカナレイカは再度頭を下げた。

「あの、本当に失礼いたしました。この人形は必ず一週間後にお渡しします」

「僕の婚約者は、誘拐されたんです」

「はい？」

　まだ話が続いていたことにも驚いたが、その内容にはもっと驚いた。そして同時に納得をした。おそらく、この魔導人形はその婚約者の形見なのだ。

「婚約者が生まれてからちょうど半年後のことです。彼女は父親と一緒に馬車に乗り、僕の屋敷に来る途中でした。道中で強盗に襲われ、彼女の父親は亡くなりました。馬車ごと崖の下に落とされたあとで岩に潰され、遺体はいまだ回収できていません。あの人形は、婚約者の色を使ってあるんです。ですから、他の魔装具を使う気にはどうしてもなれなくて」

「そうだったんですね……」

　カナレイカは痛ましげに男を見つめた。男は『誘拐』と言っていたが、それはそう思いたいだけなのだろう。強盗が金品を奪って逃亡する際、足手まといになる赤ん坊を連れて行くとは到底思えない。どう考えても父親と共に殺されたと思うのが普通だ。だが、それを口にするほど愚かではなかった。

「彼女の名前はエリエーニ。エリエーニ・ドゥイーニア。現海軍総督、ナサローク・ドゥイーニアの孫にあたります。ですから今回、夫人の滞在する別荘が襲撃された時には焦りました。なにしろ、巨大な火球を無差別に打ちこんでくるのですから。そこで冷静さを失った結果がこれです」

「火球を無差別って！　総督夫人はご無事だったんですか？」

「はい。ですがご心配なさった総督が静養地を変更するようにおっしゃっているので、僕の人形が直り次第キートに帰る予定になっています」

　──うんうん、と何食わぬ顔で頷きながら、カナレイカは滝のように汗をかいていた。

　これは不眠不休で修復作業に取り組むべきかもしれない。

　このアルブース氏の人形が直ればキート市に戻る、ということは、人形が直らないとこのジャーボロノクを離れることができないということだ。いまだ、襲撃犯が捕まっていないという状況なのに。

（もし、その間に再襲撃があったりしたら私、責任を問われたりする？）

　さすがにそれはないとは思うが、人はなにかが起こると誰かのせいにしたがるものだ。

　その〝誰か〟に自分がならないとも限らない。

「で、できるだけ早く修復できるように頑張ります」

「えぇ、よろしくお願いします」

　男はなにやら考え込むような素振りを見せながら、店の外に向かって歩き出した。

　カナレイカはその場から見送る。と、男が不意に振り返った。

「な、なにか？」

「失礼ですが、貴女は今おいくつなのですか？」

「？　二十一歳ですが」

「…………そうですか。では僕の六つ下ですね。あの、人形の受け取りについて一つお願いがあるのですが」

「はい、なんでしょう？」

　男は顎に手を当てながら、カナレイカの目を見つめて言った。

「修復が完了したら、僕がこちらにうかがうのではなく貴女が人形を別荘まで持って来ていただけませんか？　襲撃犯はまだ捕獲できていません。軍服を着た僕がこちらにうかがうのは、この店や貴女にとって危険なことかもしれません」

「では私服でいらっしゃればよろしいのでは？」

　カナレイカはさらりと告げた。別に届けるのが面倒なわけではない。ただ、魔装具の修復後はきちんと魔力が通るかどうかの動作確認をしなければならないのだ。

「いえ、僕達は常に軍服を身につけていないといけないので」

「そうなんですか？　でも基本的には奥の試技室できちんと修復できたかを確認してからのお支払いになるんです。ですから、アルブースさんがいらしていただいた方が良いと思います。大丈夫ですよ、その時は叔父もいますし」

「し、しかし僕には夫人の警護もありますので」

　男は妙に食い下がってくる。カナレイカは段々とイライラし始めた。

「武器がないのに、ですか？」

「そ、そういう問題ではないんですよ、軍人は！　貴女にはわからないでしょうけど！」

　──しばらく繰り広げられた押し問答の結果、カナレイカが折れることになった。

　魔導人形の修復ができ次第、別荘に持って行く。試技は別荘の裏にある林でおこなう。そこまでを約束し、ギパールト・アルブースはようやく帰って行った。

「なんなの、あの人」

　せっかく顔は素敵なのに、武器は魔導人形だしいきなり態度を変えてくる。

　意味不明なわがままも言うし、なんだか変な人だ。

「まぁ、お金さえきっちり払ってくれればどうでもいいけどね」

　カナレイカは大きく伸びをしながら、時計を確認した。

「あー、この時間ならもうお茶にするしかないな」

　時計の針は十五時半過ぎを指していた。今から食べてしまうと、夕食が食べられなくなってしまう。カナレイカは仕方なく、紅茶を淹れるために立ち上がった。







　翌朝、カナレイカは叔父と共に食卓を囲んでいた。

　叔父は昨日の時点で『明日』、つまり今日帰宅すると言っていたが、どうやら夜遅くに帰って来ていたらしい。

　カナレイカが起きた時、テーブルの上に宝石のように煌めく玻璃蓑虫の糸が二束置いてあった。

　カナレイカはパンを千切りながら、叔父に昨日の報告をする。

「昨日ね、依頼主さんがいらっしゃったの。男の人……っていうか軍人さんだったからびっくりした。海軍の紋章をつけていたわ。そうそう、その人ね、海軍総督のお孫さんの婚約者なんですって」

「……海軍総督の、孫娘の婚約者？」

　叔父、アイストの片眉がピクリと動いたことにカナレイカは気づいていない。

「そう。名前はギパールト・アルブースさん。叔父さんよりもずっと背が高いの。あれ、どれぐらいあるんだろう。二メートル近いかもしれないわ、最初お店に入って来た姿を見た時にびっくりしちゃったもの」

「ソイツが、魔導人形の持ち主だっていうのか？」

「うん。割ったスイカみたいに赤から段々緑に変わっていく変わった目をしてた。それにね、すごくカッコいい人だったの。ちょっとドキドキしちゃった」

「…………へぇ」

　叔父は行儀悪く、肘をつきながらサラダを突っついている。その声は普段より幾分か低く、カナレイカはおや、と顔をあげた。

「アイスト叔父さん大丈夫？　疲れているの？　ごめんね、無理させちゃって」

「別に、これくらいなんともねぇよ。それよりもソイツ、他になにか言っていたか？」

「〝ソイツ〟じゃなくてお客さま。うん、あの魔導人形ね、婚約者さんのお家から贈られた物なんだって。あ、婚約者は赤ん坊の頃に誘拐されたらしいんだけど、聞いた感じだと状況的に誘拐というのは厳しいと思う。ご本人は信じていないっていうか、信じたくないみたいだったけど。お気の毒よね」

「お気の毒だな」

　カナレイカは顔を歪める叔父を見て、内心で苦笑していた。叔父はこれで案外と子供好きなのだ。本人は認めたがらないが、近所の悪ガキたちにもよく懐かれている。

　よりにもよって、小さな赤ん坊が犠牲になったという話は聞くに堪えないに違いない。

「それでね、総督の別荘が襲撃された事件があったでしょ？　だから早く別の静養地に移らないといけないらしいんだけど、アルブースさんの魔導人形が直らないとどこにも移動できないんですって。だから私、なるべく早く直そうと思うの」

「あぁ、それがいいだろうな。そうしてやれよ、俺も手伝うから」

　カナレイカは頷きながら、叔父のカップに珈琲を注ぐ。

　そこで、肝心なことを伝えていなかったことを思い出した。

「あ、そうだ。修復が終わったら私、総督夫人の別荘に人形をお届けに行ってくるね」

「……は？」

　強張った叔父の声に気づかないまま、カナレイカは続ける。

「アルブースさんに頼まれたの。武器がない状態でお店まで来るのが不安だから私に届けに来て欲しいって。でも形見のお人形以外は持ちたくないらしくて、予備の魔装具を持っていないんですって」

「なにを言ってるんだ、馬鹿かソイツは。そもそも昨日は丸腰でウチに来たんだろうが」

「まぁ、そうなんだけどね？　軍服じゃなくて私服で来ることも提案したんだけど、軍服はずっと着ていないといけないみたい。真面目な人よね、叔父さんたちみたいに軍服を改造している人だっているのに」

「なんだよ、叔父さん〝たち〟って」

「な、なんでもない。それでね、試技は別荘の裏手の林でやることになったから」

　自らの失言にカナレイカは少し焦る。だが叔父は気づいていないようだった。その代わり、なにかを考え込むような顔をしている。

「叔父さん？　どうしたの？」

「……あ？　いや、なんでもない。なんでもないが、そうだな、人形は俺が届けてやるよ」

「え、叔父さんが？　なんで？」

　カナレイカは驚く。これまでも修復する魔装具を引き取りに叔父と共に出向いたことは一、二度あるが、叔父が単独でお客の元に行くことはほとんどない。叔父は基本的に素材の仕入れを担当し、あとは店の用心棒のような仕事をしている。

「なぁ、カナ。この人形を直したら、しばらくアリオールの世話でもしに行ってやれば？　この前電話がかかってきた時、寮の飯が不味いって文句を言ってたぜ？」「アリオールのところ？　なんで急に？　それにお世話っていったって、寮なんだから私にできることなんてないわよ」

　急に妙なことを言う、とカナレイカは不審な眼差しで叔父を見つめた。なぜか、叔父は目を合わせようとしない。

「あ、わかった。もしかして叔父さん、女の人を家に呼びたいとか？」

　実は、カナレイカは叔父の情事を偶然見かけたことがある。自宅を修理店に改装するために、工務店との打ち合わせをした帰り道でのこと。

　叔父が女性と歩いていた。緑がかった赤の、熟した蕃茄トマトのような髪の美女。

　美女の髪は膝辺りまで長く伸ばされ、腰は折れそうに細い。

　履いているスカートは長く、身体に密着しあり得ないほど深い切れ込みが入っている。

　かつての叔父と同じく東国風に改造した軍服の襟には、空軍であることを表す『蜻蛉とんぼ』のバッジが付けられていた。

　──海軍の『飛び魚』と同じく普通の蜻蛉ではなく翅が銃筒になっている蜻蛉。

　もちろん、邪魔をするつもりなんかなかった。だからそのまま気づかれないように帰路についた。けれど、途中でふと思ってしまったのだ。

　自分や弟の前ではいつもヘラヘラと軽薄そうな顔をしている叔父。

　その叔父が、つき合っている女性の前だとどんな顔をするのだろう、と。

　そして軽い気持ちで引き返し、叔父たちを探した。

　人気のない路地裏で二人を見つけた時、叔父とその女性はすでに行為に耽っていた。

　女性は白い喉を反らしながら、長い足を叔父に絡みつかせている。叔父は女性を軽々と持ち上げ、腰を叩きつけるように動かしている。その眉は、きつく寄せられていた。

　かすかに歯を食い縛り、荒い息を吐く叔父が妙に色っぽく見えカナレイカは慌ててその場から逃げ出した。

　思い出すだけで気恥ずかしさと罪悪感に苛まれる。

　そんなカナレイカの葛藤も知らず、叔父はぶんぶんと音が出る勢いで首を振った。

「そんなわけないだろ！　そうじゃなくって、その、アレだ、別荘には総督夫人がいるだろ？　俺の元上官、夫人の従兄弟なんだよ。だからまぁ、挨拶しとくのもいいかな、なんて思っただけだ」

「なんだ、そうだったの。じゃあ、私と一緒に行けばよくない？」

「いや、駄目だ。俺が一人で行く。それとアリオールの寮には同じ敷地内に外部の人間が泊まれるゲストハウスがあったはずだ。だから二、三日ほど行ってこい」

　それだけ言うと叔父は立ち上がり、素っ気なく部屋に戻っていく。その横顔を見たカナレイカの胸にふと不安が過った。それはカナレイカの両親が亡くなった時に一瞬見せた、凶暴な色を宿した叔父の顔にとてもよく似ていたからだ。









　カナレイカは玻璃蓑虫の糸を針に通した。幸い、人形のドレスは橙色の髪に合わせて竜膜本来の少しくすんだ紺色をしている。この分なら、特に染色をしないで済むだろう。

「うーん、首回りは全部焼け焦げているから形がわからないなぁ。レースの襟でもつけておいてあげようかしら。魔力を通すのには関係ないけど、このお人形の雰囲気にもあっているし。うん、そうしよう」

　依頼人のギパールトには『以前とまったく同じ服装にしろ』とは言われていない。そう思いつき、カナレイカは人形の首回りを測ろうと橙色の髪を持ち上げピンで留めた。

　そこでカナレイカはふとあることに気づいた。

「この魔導人形の髪色、私の目の色に似てない？」

　──頭頂部が濃い橙色で毛先に向かうにつれ緑になっていく人形の髪。

　中心が濃い橙色で、外側に向かうにつれ緑になっていくカナレイカの瞳。

「確か、婚約者さんの色で作られているんだったっけ。そうすると私の目、それなりに珍しい色だと思っていたけど案外珍しくないのかも」

　ぶつぶつと独り言を呟いていると、頭がポコンと叩かれた。見上げると、煙管を持った叔父が冷ややかな眼差しで見下ろしている。

「カナ。くだらないことを言ってねぇでさっさと手を動かせ。そんなんじゃ、いつまでたっても終わらないだろ」

「わかってるってば。なによ、怒んなくたっていいじゃない」

　苛立たしげな叔父の声に頬を膨らませながら、切った竜膜を手に取る。カナレイカだってわかっているのだ。叔父の言うことは間違ってはいない。

　このドレスは凝った造りになっている。ドレスだけで四日はかかりそうだった。

　カナレイカは無心に針を動かす。無残に焼け焦げたドレスが段々と元の形を取り戻していく様子は、見ていてやはり嬉しい。カナレイカは手を止めないまま、小さく笑みを浮かべた。







　魔導人形修復を引き受けてからちょうど六日後。

　カナレイカは、王都タラカーンにある弟の寮に訪れていた。

　正確には、学校所有のゲストハウスにいた。ソファーにぐったりと横たわるカナレイカの前では、弟アリオールが甲斐甲斐しくお茶の支度をしている。

「あー疲れた。もう、叔父さんったらホント強引なんだから」

　──人形修復は結局、最初に要求された五日で完成させることができた。

　ほとんど眠らずドレスを縫ったおかげで、三日目の時点でほぼ完成形に近づいていた。

　元のものより凝ったレースの襟をつけ、ついでに胸元へ宝石の欠片で作った小さなブローチもつけておいた。

　我ながら会心の出来だったのに、達成感を得る間もなく叔父に押し切られる形で王都に追いやられてしまった。魔導列車を乗り継ぐこと九時間。ようやくタラカーンに到着した時には、もうくたくたになっていた。

「しかもリオったら迎えに来るのが遅いし」

「仕方ないでしょ、実技試験が長引いたんだから。はい、紅茶。お砂糖と蜂蜜どっちがいい？」

「蜂蜜」

「かしこまりました、お姉さま」

　おどけた様子で蜂蜜をたっぷりと掬う弟の姿を眺めながら、カナレイカはぼんやりと考えていた。

　両親が亡くなった日のことを。弟がその出来事をきっかけに、警護官になる夢を捨てて医師になると宣言した時のことを。

　──カナレイカが十二歳、弟アリオールが九歳の時。

　ジャーボロノクの象徴とも言えるヴァローナ火山。

　それが小規模の噴火を起こしたのだ。規模は小さいとはいえ予想外の噴そ火れに町中が動揺に包まれていた。

　そして火山を研究していた父はその調査のため、小学校の教師をしていた母は通学路の安全を確認するために町の憲兵達と共に火山へと向かった。

　出かけていく両親を、カナレイカとアリオールは手を振って見送った。通学路の安全が確認できるまでの間、学校が休校になったからだ。

　その時はカナレイカも弟アリオールも、当の両親ですらまったく思っていなかった。

　──それが、互いの姿を見た最後の時になるなんて。

　姉弟が次に両親に会うことができたのは翌日の深夜だった。正確には『両親の遺した物に会えた日』になる。

「……狂きょう竜りゅう病？」

　カナレイカを見下ろす、真っ白な防護服を着た男が頷く。

　腕には『環境局』と書かれた腕章がつけられていた。

「そう。龍にはかからないけど、竜はかかる病気。他の動物には一切うつらないのに、なぜか人間には感染する。狂竜病になった竜に触ったり近づいたりすれば、簡単にかかってしまう。その場合、半日もたずに亡くなるんだ。……ご両親のように」

　呆然とするカナレイカと泣きじゃくる弟に手渡されたのは、母、インジェイカの魔装具である腕輪と、父、クルイークの魔本だけだった。

「ごめんね。狂竜病にかかった人は遺体も持ち物もすべて焼却する決まりになっているんだよ。魔装具は浄化ができるから、今それだけを皆さんにお返ししているところなんだ」

「なんで？　なんで狂竜病？　竜にかかる病気って、だってヴィユノークに竜はいないでしょ？」

　環境局の職員を真っすぐに見つめながら、カナレイカは震える声で聞いた。火山の噴火と狂竜病の関連は知る由もないが、狂竜病が西の大陸にしか発生しないことは知っていた。

　環境局の職員は迷っているような素振りを見せている。

　子供のカナレイカにもわかるように丁寧な説明をしてくれたことから、目の前の大人が心優しい人だということがわかった。そんな人を困らせたくない。カナレイカは涙をこぼすまいと、必死に唇を噛み締めていた。

「どこかの犯罪組織が密輸した竜が狂竜病にかかっていたんだよ。で、その竜を部位パーツごとに解体している時にそれに気づいた。そこで本体の竜と感染した仲間の何人かを殺し、氷晶石で封印して火山の横腹辺りの地中深くに埋めた。今回ちょうどそこが爆発によって大穴が開いたせいで、狂竜病の病原菌が外に漏れ出たってとこだろ」

　──職員の背後から現れたのは、軍服姿の叔父、アイスト・ピトルーシカだった。

　カナレイカの頭をポンと撫でたあと、香芹色の髪を気怠そうにかき上げながら管理局の職員の前に立つ。

「だよな？」

「はい、おっしゃる通りです。すでに感染した諸々の焼却処分と周囲の空間浄化は終わっています。お嬢さまにもご説明しましたが、今は町の皆さんに説明と遺品の返却をしている所です」

「しょうきゃく、しょぶん……」

　環境局職員の言葉に、カナレイカの両目から必死でこらえていた涙が一気に溢れ出していった。

　──優しくて料理が上手で、いつもニコニコと微笑んでいた母。

　父はあまり表情が豊かではなかったし、時折ひどく厳しい時もあった。

　だが、カナレイカは父のことを尊敬していた。

　そんな両親を『処分』の一言で片づけられて、張りつめていた気持ちがポキリと折れてしまったのだ。

「あっ……！　いえ、申し訳ありません、そんなつもりじゃ……！」

　焦ったような職員の声が聞こえたと同時に、弟と手を繋いだままえぐえぐと泣いているカナレイカの頭にバサリとなにかが被せられた。香水と煙管の煙が混じり合ったような香り。叔父が軍服の上着をかけてくれたのだとすぐにわかった。

　泣いている姉弟の前で、叔父は長いこと環境局の職員と話をしていた。

　話の内容はわからない。渡された紙束のようなものを持って一瞬どこかに行ってしまった以外は、離れることなくずっと側についていてくれた。

　後日、叔父はそれが町民名簿だったと教えてくれた。被害者は両親を含め二十数人にも及んだらしい。

　それからというもの、叔父は頻繁に姉弟の様子を見に来てくれるようになった。

　幸い、町の人たちが食事や生活の面倒をみてくれたおかげで暮らすのにはほとんど困らなかった。

「貯金だけは絶対に使うんじゃねぇぞ？　それはもっと先のために取っておけよ」

「で、でも、カナたちはまだ働けない……」

「お前ら二人くらい養うのは簡単だよ。こう見えて俺はかなり稼いでいるからな。だからお前らはなにも心配しなくていい。それより、ちゃんと学校には行けよ」

　そんな叔父の言葉に素直に甘え、カナレイカは『魔装具修復師』になるための学校に入学をした。そしてカナレイカが十六歳になった時、弟は医師学校に合格をした。

　てっきり警護官を養成する『騎士大学校』を目指していると思っていたカナレイカはひどく驚いた。

「どうして!?　リオ、警護官になりたいんじゃなかったの？」

「姉ちゃん。狂竜病はまだ予防薬も治療薬もない。もしあの時、どっちかでも薬があったらお父さんたちも死ななかったかもしれない。だから僕、医者になろうと思うんだ。別に、言っちゃえば警護官と変わらなくない？　悪い人から皆を守るのと、悪い病気から皆を守るのと。うん、同じだよ」

　──そう穏やかに微笑む弟の顔は、在りし日の母を彷彿とさせた。







「姉ちゃん、叔父さんと仲良くやってる？」

　弟に訊かれ、カナレイカは肩を竦める。

「やってるよー？　でも、一緒に暮らすのもそう長くはないと思うけどね」

「な、なんで!?」

「え、どうしてそんなに驚くのよ」

　何気ない問いに何気なく答えただけなのに、前のめりになって詰め寄ってくる弟に少し驚く。カナレイカはさり気なく身体を引きながら、ここのところずっと思っていたことを口にした。

「叔父さん、最初はしょっちゅう顔を見に来てくれていたのに、段々と来なくなったでしょ？　最後に会ったのって、リオの入学祝いの時じゃない？　そこから三年近く音信不通だったクセに、私が修理店作るってなった時にいきなり帰ってくるからびっくりしたの。おまけに軍も辞めてきちゃったって言うし。最近は来なくなったけど前は軍の人たち、しょっちゅう叔父さんの説得に来てたんだよ？　私を心配してくれているのはわかるけど、修理店もなんとかやっていけるし、叔父さんにはなるべく早く軍に復帰してもらおうと思ってるの」

「軍に復帰しろって、叔父さんに言ったの？」

「ううん、まだ」

「言わないほうがいいと思うよー？」

　カナレイカは首を傾げた。今、叔父は店でほとんどなにもしていないのだ。

　確かに今回の玻璃蓑虫の糸は助かったが、それ以外の仕入れはカナレイカ一人でも十分対応できる。むしろ、叔父は退屈な毎日にうんざりしているはずだ。

「でも、叔父さん的にはやりがいのない毎日だと思うんだけど。前だって、リオも寮に入って私が十分一人でやって行けると思ったから来なくなったわけでしょ？」

「僕がいないから来なくなったっていうのは、確かかもね。怖かったんだよ、きっと」

「どういう意味？」

「今はむしろ、開き直ったんだろうなぁ。僕としてはどうなったって家族のままだから構わないけど」

「ねぇ、なんの話？」

「なんでもない。ともかく、叔父さんは嫌なことを無理してやる人じゃないし逆に他人に強要されて考え方を変える人でもない。姉ちゃんがあれこれ考えなくていいと思うよ？　もし叔父さんと一緒に暮らすのが嫌ならそう言えば？　叔父さん、黙って出て行……かないかもだけどなにかは言ってくれると思う」

　カナレイカは少し考えた。別に、叔父と暮らすのは嫌ではない。なんと言っても血の繋がった家族なのだから。

（……でも）

　──脳裏に浮かぶのは、魔導人形の持ち主であるギパールト・アルブース。

　最初の印象は今一つだったが、あの個性的な瞳は忘れられない。

　それに彼は、非常に整った顔立ちをしていた。だから別荘に人形を届けて欲しいと言われた時、ほんの少しだけ胸が弾んだのは確かだった。

（悪い人では、なさそうだったし）

　もちろん、特別な関係になれるなどとは思っていない。どういう人間なのかよく知らないし、そもそもギパールトはいずれこの町からいなくなる人間だ。彼に向ける感情は舞台俳優に向けるような憧れに近いものなのだろう。

　けれど、今後カナレイカが真剣に恋人が欲しいと思った時、共に暮らす叔父の存在がはっきり言って邪魔になる。

「姉ちゃん、お土産に持ってきてくれたバターケーキを切ったよ」

「ありがと。あのね、リオ。私だってそろそろ、彼氏が欲しいの。叔父さんだって私がいると彼女とか呼びにくいと思うのよね」

　ゆくゆくは別々に暮らす。

　それがお互いにとって一番いい選択だと、カナレイカは思っている。
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　アイスト・ピトルーシカは町外れにあるお屋敷の、大きな門の前に立っていた。

　その腕には、魔導人形の入った箱が抱えられている。

「クソ面倒くせぇな、なんでこんな胸糞悪い場所に二回も来ないといけないんだよ」

　そうぶつぶつと文句を言いながら、門に刻まれているドゥイーニア家の家紋『牙持つ蝶』に手をかざす。アイストはその紋章を冷めた目で見つめながら、王都に追い払った姪のことを考えていた。

（カナのやつ、怒ってるだろうな。帰ってきても口利いてもらえんのか、俺……）

　──小鹿のように大きくて、珍しい色の瞳を持つ姪。可愛らしい顔立ちに似つかわしくない、頑固で短気な一面を持つ。けれどあの子に不愉快な思いをさせてでも、ここに来させるわけにはどうしてもいかなかった。

『どちらさまでしょうか』

「あー、修理店のピトルーシカです」

『かしこまりました。しばしお待ちを』

　紋章に埋め込まれている魔石から、低い男の声が聞こえた。

　アイストはひとまず姪のことを頭から振り払い、開門を辛抱強く待つ。

　やがて、門がゆっくりと開いた。

「さっさと終わらせて、こんなところからは一刻も早く離れないとな」

　視線の先に、執事とおぼしき初老の男が歩いてくるのが見えた。アイストは張りついたような笑みを浮かべながら、執事に向かってゆっくりと会釈をする。

「ようこそお越しくださいました、ピトルーシカさま。どうぞこちらへ」

　執事に案内され、屋敷に入ったアイストは広い客間に通された。

「すぐに我が主がお越しになります。なにかお飲み物でもいかがですか？」

「じゃあ、紅茶でももらおうかな」

「かしこまりました」

　執事が客間から退室したあと、アイストはソファーにだらしなく座ったまま目線だけを素早く動かし部屋の中を確認した。高価な調度品に絵画。それらが品よく飾られている。

　ドゥイーニア家は、元は由緒正しい貴族家の血を引く家柄なのだ。

「とはいえ、今はすっかり軍人一族だ。生粋の貴族家に敵うわけがないんだよな」

　客間には現海軍総督のナサロークとその夫人。夫人によく似た面差しの、優しげな瞳をした若い女性。肖像画は彼らのものしか見当たらない。確かナサロークには、男子が二人いたはずだ。

「なかったことにするのがすげぇよ」

　──長男は不幸な出来事に遭い亡くなった。次男は不始末の責任を取らされ、後継ぎから外された上に妻子共々、辺境の地に追いやられた。

　今、ドゥイーニア家は末の娘が婿を取り、それでなんとか存続している状態なのだ。

「ともかく、さっさと出ていってもらうにこしたことはないからな。どれだけ準備があっても三日以内には出ていくだろ」

　アイストは腰に挟んでいた、魔装具でもある愛用の煙管を取り出した。さすがに許可を得ないで煙管をふかすことはできない。

（執事が飲み物を運んできたら訊いてみるか）

　そう思っていた矢先、部屋の扉がコンコンと叩かれすぐに開けられた。

「失礼します。わざわざ申し訳ございませんでした、カナレイカさ──」

　待ちかねたように入ってきた男は、アイストの顔を見るなりぴたりと足を止めた。

「カナレイカじゃなくてすみませんね。ご依頼の人形修復は無事に終わりましたのでお届けにあがりました。ご依頼どうもありがとうございました、アルブースさん」

「あぁ、貴方が一緒に店をやっているという叔父さまですか。このたびはどうも。で、カナレイカさんはどうしたんですか？」

　穏やかな顔つきから一転、剣呑な表情になった男を前にアイストは素知らぬ顔で肩を竦めた。

「叔父のアイスト・ピトルーシカです。カナレイカは弟の世話をするためにちょっと留守にしているんですよ。まぁ色々、家庭の事情で」

「そうですか……」

　ギパールト・アルブースは顎に手をあて考えながら、背後をチラリと見た。

　開け放したままの扉の向こうに、紅茶を乗せたワゴンを押す執事がいる。執事は瞬時になにかを悟ったのか、そのまま一礼して去っていった。

「残念です。総督夫人にカナレイカさんを紹介したかったのですが」

「なぜ姪を？　ただの小さな修理店の店長っていうだけなのに？」

「その前に、僕の人形をお預かりしてもよろしいですか？」

「どうぞ」

　アイストは箱ごと人形を渡した。背中に冷たい汗が流れていく。ギパールトは箱から人形を取り出し、その特徴的な髪を愛しげに撫でていた。

「あの、さっさと動作確認をしてもらってもいいですかね。俺もこのあと、まだやることがあるんで、そう長居もできないんですけど」

　苛立たしげに髪をかきあげるアイストに向かい、ギパールトは微かに笑みを浮かべた。

「この魔導人形は僕の婚約者の色を使ってあるんです。髪は瞳を、瞳は髪を。……ところで、カナレイカさんは人形と真逆の色を持っていますね」

「気のせいじゃないっすかね。あの子の母親である俺の姉も似たようなもんでしたし」

「母親、ね。確かに婚約者の母親は金髪に青い目でした。けれど、僕のあの子は甜瓜メロン色の瞳をしていたそうです。僕は彼女の、エリエーニの目を見たことはないけれど、父親の目は見たことがある。カナレイカさんの目は彼にそっくりだ。だから、総督夫人にカナレイカさんを会わせたかったんですよ」

　アイストはくだらない、とでもいうように鼻で笑った。

「それで会わせてどうするつもりだったんですか？　死んだ孫と似た顔の女を見せることになんの意味が？」

「婚約者は絶対に生きています。僕にはわかる。身内ならなおさらわかるでしょうね、あんな瞳は他に見たことがありませんから。はっきりとうかがいますが、彼女とご両親は本当に血の繋がった親子なのですか？　どうなんです？　ピトルーシカ少佐」

　アイストは手にした煙管を弄びながら、頭を素早く回転させていた。このギパールトという男が侮れない相手だということはわかった。

　自分のことを知っているのに知らないフリをしていたところからも、その腹黒さが窺える。だが、先ほどの言い方。ギパールトは〝あのこと〟までは気づいていない。ならば、ここで取る対応は一つしかない。

「元少佐、だけどな。貴官は確か中尉だったか？　さすがドゥイーニア家と並ぶ名門アルブース家だな。元とは言え階級が上だった相手にもまったく臆することがない。まさか身内を、誘拐犯呼ばわりされるとは思いもよらなかったが」

　冷たく発せられたアイストの声に、ギパールトのスイカ色の両目が大きく見開かれた。次いで、その目が恥じるように伏せられる。

「大変、失礼いたしました。つい……」

「婚約者のことは姪から聞いた。ま、思い詰めるのも無理ないよ。お気の毒に」

　ひとまず謝罪を口にしたものの、ギパールトは悔しげな顔をしている。

「で、動作確認は？」

　アイストは苛立ちを押し隠しながら、ギパールトをうながす。ギパールトは渋々、といった顔で扉の方に向かい、そして勢いよく振り返ってきた。

「カナレイカさんはいつ戻られるのですか？」

「は……？」

　ギパールトはアイストの戸惑いを意に介さず、グイグイと迫って来る。他人から見下ろされることがあまりないアイストは、知らず後ずさりをしていた。

「いえ、修理のお礼にお食事でもと思いまして」

「はぁ!?　あー、いや、気にしなくていいよ。こっちは仕事、仕事なんだし」

「いいえ、色々と無理を言いましたし。おまけにほら、人形にレースの襟や可愛いブローチまでつけてくれています。是非ともお礼をさせていただかないと。それに、他にも話ししたいこともあるので」

「話ししたいことってなんだよ」

「それはカナレイカさんに直接お伝えします。お誘いしてもよろしいですよね？」

　努めて冷静な風に装うものの、アイストの内心には吹雪が吹き荒れている。

　この場面で反対を続けるのは不自然だ。ここは食事くらい許すしかない。カナレイカには、夜遅くならないうちに帰ってくるよう、言い聞かせておけば大丈夫だ。

　──だが頭ではわかっていても、心のほうがどうしようもない。

「駄目に決まっているだろ」

「なぜです？　ご安心下さい、あまり遅くならないようにしますから。帰りもちゃんとお送りいたします」

　どこか挑戦的な光を宿す、二つのスイカ。それらが並ぶ整った顔を全力で殴りつけたい衝動を必死でこらえながら、平静を装う。

「いや、姪はアレでアレな性格なんでちょっとアレだと思うよ？　それに総督夫人を早く避難させないといけないんじゃないのか？　女を誘っている場合じゃないだろ」

「なんですか、〝アレでアレ〟って。こう申し上げるのもなんですけど、カナレイカさんはもう大人ですよ？　いつまでも叔父が干渉するのも変じゃないですか？」

「俺は亡くなった姉の代わりに、カナレイカの面倒を任されているんだよ」

　ギパールトは不意にクスクスと笑った。アイストは眉をひそめる。

「フフ、いえ、なんだか僕に嫉妬しているみたいだなと思いまして。あぁ、すいません。そんなことあるわけないですよね、ピトルーシカ少佐はカナレイカさんとは血が繋がっているのですから。僕、なにを言っているんでしょう」

「……〝元〟だって言ってるだろ」

「そうでした。申し訳ございません。では、動作確認に参りましょうか」

　ギパールトはさっさと歩き出して行く。アイストは舌打ちをしながらその背中をじっと見つめた。そして少し考えた。動作確認。修復した魔装具が正常に起動するかどうかの試技実験。

　修復師はこの動作確認を怠ることはまずない。

　魔装具の修復で真っ先にやることは、一度持ち主の魔力を完全に抜くことから始まる。

　ギパールトの魔導人形は魔法攻撃によって損傷していたため、魔力は循環していなかった。

　そこに再び、持ち主の魔力が一気に注がれると誤作動を起こすことも少なくはない。

「いや、それは駄目だな。カナレイカが過失に問われる可能性がある。となると、もう手段は一つしかない」

　あの魔導人形を持ったギパールトの実力はもうわかっている。別荘内に案内された時、一通り周囲を探ったが建物の損壊はほとんど見られなかった。

　──攻撃のほとんどを防いだのだ。あの優男が、一人で。

「今度は全力で行くかー。総督夫人を守っての殉職だと二階級特進の上に勲章までもらえるだろうからな、それでいいだろ」

　アイストは手にした煙管を口に咥えながら、左手の中指に予備魔装具の指輪をそっとはめた。

　大切なものを失わないためには、なりふり構ってなどいられない。アイストはそれを誰よりもよく理解していた。







　別荘の裏側。

　日があまり差さないこの場所は、昼間にも関わらずほんの少し薄暗い。ギパールトは魔導人形を片腕に抱き、煙管を咥えたアイスト・ピトルーシカと対峙していた。

（一体、なにを考えている……？）

　──自分の後ろを無言でついて来たアイストが、裏の林に到着した途端、急にこう言い出したのだ。

『俺が実戦形式で相手してやるよ』と。

　海軍所属の自分ですらその名前を知っていた、空軍のエースだったアイスト。そんな男に実戦の相手をしてもらえる。本来ならば、軍人として喜ぶべきところだ。

　だが、なんとなくあまり良い雰囲気は感じない。

　けれど断ったら断ったで『そんな弱気な男にカナレイカを会わせるわけにはいかない』と言われるかもしれない。

　ギパールトは腕の中の魔導人形を見つめた。婚約者、エリエーニを模して作られた人形。そして、この人形と正反対の色を持っていた魔装具修理師。彼女はエリエーニの色を正しく持っていた。

　彼女は二十一歳だと言っていた。年齢だって合致する。

（あの子は死んでいない。絶対に生きていると、僕は信じている）

　そして目の前のこの男は、確実になにかを知っているような気がする。それをはっきりとさせるためには、動作確認にかこつけて多少痛めつけてやるしかない。

　そのあとで拘束し、弟のところから帰ってきたカナレイカ・ピトルーシカを総督夫人に会わせる。

　空軍の元エースを意味なく拘束したことが総司令部に伝わりでもしたら、当然厳罰は免れない。だがそれで彼女がエリエーニであることが立証できれば事のすべてはくつがえる。海軍総督の孫を救い出した自分が罪に問われることはない。その代わりアイスト・ピトルーシカは逮捕。最悪の場合は処刑される可能性だってある。

（別に殺したいなんて思っていない。それに、僕はただ……）

「おい、準備はいいか？」

「え？　あぁ、はい。すいません」

　考え事に没頭する余りに、相手がいることを一瞬忘れてしまっていた。

　ギパールトは苦笑いを浮かべながら、魔導人形を改めてしっかりと抱き直す。

　──人形の両眼が淡く光る。金色に揺らめいたかと思うと、今度は薄い緑になり濃い緑になりまた金色に戻る。まるでオーロラのように繊細で柔らかな光。

　ギパールトは右手を前方にかざし、『雷らい刃じん』の魔法陣を紡ぐ。一瞬にして展開された魔法陣にギパールトの果実色の瞳が驚愕に見開かれた。

「展開が速い……！」

　修復以前よりも格段に向上した魔導人形の性能。それに気を取られたギパールトは、眼前に迫る火球に対する反応が少し遅れた。

「うわっ!?」

　反射的に横へ飛びながら、咄嗟に防御魔法を展開する。

　雷刃の魔法陣は瞬時に霧散し、代わりに紡がれた魔法障壁はギパールトのほぼ全身を覆った。

「ちょっ！　なんなんですか、いきなり！」

　身長が百九十八センチもある自分を完全に飲み込むほどの大きさの火球。こちらに対して声かけすることなく放たれたそれを防げたのは奇跡に近い。

　自分の実力的に魔法の多重展開は十分に可能だ。だが多重展開は魔装具一つに対し、基本的には同一魔法か同系統の魔法に限られる。

　今、ギパールトは攻撃魔法『雷刃』をすでに展開していた。それを一度打ち消して即座に防御魔法を紡げたのは奇跡に近い。いや、魔導人形が以前のままなら確実に防げなかった。

　そんなことより、今の火球の威力は。

「クソッ……！　相手も同じことを考えていたってことか！」

　──ギパールトは舌打ちをしながら前方を睨みつける。障壁に阻まれた炎が消える瞬間を見計らい、身構えながらすぐ後ろの木の幹に身体を隠した。

　だが、予想に反して追撃が来ない。ならば、と自らが身を隠す木の横に氷の鏡を出現させた。

「ピトルーシカ少佐がいない？」

　前後左右を映し出す氷の鏡面に、香芹色の男は映っていない。どこだ。彼は一体どこに隠れた。

「少佐！」

「この程度で焦っていたら駄目だぜ？　それと、俺は〝元〟だって何度言えばわかる？」

　突如として聞こえた声に、ギパールトは弾かれたように声が聞こえた方を向いた。

　すなわち〝上〟。だが次いで目に入った光景に、背筋が瞬く間に凍りついていく。

「な、これ、は……」

　──空に浮かぶのは、十数本の炎の槍。その先端は、すべてギパールトのほうを向いている。ゆっくりと空中を旋回する炎は、いつの間にかギパールトの周囲を取り囲んでいた。

「う、嘘だろ!?」

「いいや？　嘘じゃない」

　どこか笑いを含んだような声と共に、炎槍が一斉にギパールトに向かって飛んでくる。

　咄嗟に前方に向かって全力で走った。それが正しい選択だとは思っていないが、他に進むべき方向がなかった。

「クソッ！」

　案の定、木々を焼き払いながら炎槍の群れが追ってくる。とにかく広い場所に出ないと全方向から襲ってくる槍に対処ができない。

　だがどれだけ走っても、開けた場所がなかなか現れてこない。進む方向を、操作されている。

「これも計算のうちかよ！」

「はは、そんな口の利き方もできるんだな。ま、あのうさんくせぇ敬語よりはいいんじゃねぇの？」

「貴方は一体なにがしたいんだ！　これは明らかにやり過ぎだろ！　これじゃまるで僕を……！」

　──走るギパールトの右肩を、炎の槍が掠めた。襲い来る痛みと熱さを堪えながら、魔導人形に魔力を注ぐ。そして右手に宿した『風ふう輪りん』で前方の木々を切り倒した。強引に空間を空けたところで真新しい切り株に飛び乗り、全身を覆う球状の魔法障壁を素早く展開した。

　直後、凄まじい爆発音をあげながら炎の槍が降り注ぐ。ギパールトは用心のために障壁を三重展開した。身の安全を確保すると、段々と冷静さを取り戻してくる。

　ギパールトは障壁の内側から未だ襲い来る炎の槍『火龍爪』を観察した。先ほど喰らった火球は『龍りゅう炎えん弾だん』。

「まさか、とは思いましたが」

　ギパールトは溜め息を吐きながら額を押さえた。間違いない。先日、この別荘を襲って来たのは十中八九アイスト・ピトルーシカだ。

　あの時は龍炎弾の上位魔法『爆ばく龍りゅう炎えん弾だん』を使ってきていた。

　だが、今思えばあれはただの脅しだったのだろう。アイストが本気を出していたら、いくら自分でも建物に傷一つつけずに守り切るなどできなかったはずだ。

「襲撃の理由は、やっぱり彼女のことでしょうか」

　実際、海軍総督ナサロークは襲撃のあと顔色を変えて静養地を変えるように言ってきた。アイストはそれが目的だったのではないだろうか。そしてそれは、裏を返せば自分の推測が正しいことを証明している。

「だから、僕をこうして殺しにかかってきたってわけですか」

　動作確認につき合うと見せかけ、奇襲を仕掛けてきた。おまけにここまでの事態になっているのに他の護衛が誰一人として駆けつけて来ない。恐らく、広範囲に隠蔽結界を張っているのだろう。

「攻撃しながら隠蔽もする。ということは、彼は複数の魔装具を使っている。準備万端じゃないですか、まったく。僕を殺す気満々ってことですね」

　自分とて同じようなことは考えていた。けれど、殺すつもりは一切なかった。その部分の差が、今のこの状況を招いている。

「とはいえ、僕もそう易々とやられはしませんけどね？」

　魔装具を一つしかもたない自分は同一系統しか多重展開できない。つまり、攻撃か防御。あるいは補助。

　ギパールトはひたすら考えた。そして一つの作戦を思いついた。

　──防御魔法に絶え間なく襲いくる火龍爪。周囲はもはや焼け野原になっているだろう。だが、さすがのアイストといえども魔法が途切れる瞬間は必ずある。ギパールトはその瞬間を辛抱強く待った。

　そして、ようやくその瞬間が訪れた。

　炎の槍が途切れた僅かな時。ギパールトは三重の防御魔法を一瞬で解除し、空に向かって渾身の大声で叫んだ。

「危ない！　カナレイカさん！」

「なっ！　カナ!?」

　慌てたような声と共に、アイストが高所から飛び降りてきた。思っていた通り、高い木の上に身を隠していたらしい。

「申し訳ありません……！」

　ギパールトの腕の中で、魔導人形の瞳が一際強く輝く。そしてあっという間に紡がれた『風輪』の上位魔法『嵐華円斬』をアイストに向けて全力で放った。







　十数分後。

「汚い手を使いやがって、この野郎」

「いや、貴方に言われたくないです」

　捕縛魔法で拘束されてもなお、悪態を放つ男をギパールトは呆れた眼差しで見下ろしていた。作戦と呼ぶのすらおこがましい作戦だったが、カナレイカの名前を出せば絶対にこの男は動揺すると思っていた。

「貴方だって奇襲をかけてきたじゃないですか。しかも二度にわたって」

「なんのことだよ」

「とぼけないでくださいよ。先日、別こ荘こを襲ってきたのは貴方でしょう。細かい理由はまぁ、あとでうかがいますが一つだけ聞かせて下さい」

「聞かせてくれって、なにを？」

　飄々とした男の顔に、初めて浮かぶ怯えのような色。もはや答えは出たようなものだが、それでもあえてその言葉を口にする。

「ピトルーシカさん。貴方とカナレイカさんの間に血縁関係はないですよね？　貴方のカナレイカさんに対する感情は、叔父が姪に対して向けるものとは到底思えません。貴方は彼女を姪ではなくて女性として見ているのでは？」

「は、はぁ？　なに言ってんだ、お前。そんなわけないだろ。ったくカナのやつ、気合い入れて修復しやがって……！」

　──アイストは右腕を骨折しているものの、そこまで重症ではない。渾身の魔力で放った魔法も『爆龍炎弾』で相殺されてしまった。

　だが、今の彼は苦痛をこらえるような表か情おになっている。

「そうですか。わかりました。じゃあ今度カナレイカさんにお話しして差し上げましょうか、元空軍エースの華麗なる女性遍歴を。カナレイカさんは少々驚かれるかもしれませんが、別に構いませんよね？　お二人はただの叔父と姪なのですから」

「て、てめぇ……！」

　ギパールトはクスッと笑った。あまりイジメるのもどうかと思うが、さっきまで自分は殺されかけていたのだ。これくらい仕返ししたところで罰は当たらないだろうと思う。








第二章　秘めた想い









　アイストは拘束を解かれ、執事に骨折した右腕の手当てをしてもらっていた。

　今さら手当てなどいらないと言ったのに、ギパールトは強引に執事を呼びつけて治療を言いつけていた。そのギパールトは今、総督夫人へ報告をするために席を外している。

「ったく、どうせ俺は処刑されんだからどうだっていいじゃねぇかよ」

　──残されるカナレイカとアリオールのことは心配していない。あの二人に咎が及ぶことは絶対にないからだ。

「カナレイカ……」

　アイストは口の中で小さく呟いた。

　誰よりも大切に思い、初めて心から愛した、ただ一人の女の名前を。







　子供の頃、アイストは年の離れた姉インジェイカと二人で暮らしていた。父親はアイストが三歳の時に他に女を作ってどこかに行ってしまったし、母親はその五年後に病気で亡くなってしまったからだ。

　アイストが十歳になった時。

　教員免許の申請をするために王都に行っていた姉が三日ぶりに帰宅した。驚いたことに、姉は若い男と赤ん坊を連れていた。

　男の身なりはごく普通だったが、どこか上品な雰囲気をしていた。顔や手は傷だらけでひどく疲れた様子だったが、顔色は悪くなかった。

　男の髪は平凡な薄い緑色。けれど、その両目は見たこともない珍しい色をしていた。

　中心が橙色で外側に向かうにつれ緑に変化していく、まるでメロンを真っ二つにしたような不思議な色。姉はその男の顔を拭いたり傷の手当てをしたり、合間に赤ん坊へ声をかけたり、と甲斐甲斐しく世話をしていた。

「ね、姉ちゃん、ソイツ誰？　ってか、その赤ちゃんは？」

「ほら、町外れに大きなお屋敷があるでしょ？　ドゥイーニア家の別荘。今は時々掃除の業者が入るくらいで誰も来ないけど、昔は春と夏、あの家に彼の家族が来ていたわ。彼はしょっちゅうお屋敷を抜け出してきてね、その時に私達は友達になったの。滞在中は毎日のように一緒に遊んでいたのよ？」

　姉は現在十九歳。その姉が〝子供の頃〟ということは、下手したら自分はまだ生まれていないか生まれていても記憶がない年齢だろう。まさか、姉が別荘の関係者と子供の頃に顔見知りだったなんて。

　だが、それがこの事実とどう繋がるのかがわからない。

「すまない、君はインジェイカの弟さんだね。僕はクルイーク。クルイーク・ドゥイーニア。その、なんていうか……」

「彼はね、お子さん共々、奥さまに殺されかけたのですって。なんとか暗殺者を撃退して、馬車を崖に落として自分と赤ちゃんが死んだことにしたらしいの。それで赤ちゃんを連れて王都まで逃げてきたところで、偶然私と再会したってわけ」

「そ、そうなの……？」

　──その時は、姉の言っていることの意味が今一つわかっていなかった。

　けれど、姉と男の間に流れる雰囲気はアイストにとって嫌なものではなかった。だから男が自分たちの名字を名乗り、姉が赤ん坊に『カナレイカ』と名前をつけ二人の子供として育て始めた時も特に異論は持たなかった。

　のちに義兄が教えてくれた。義兄は子供の頃、一緒に遊んでいた姉に婚約を申し込んでいたのだそうだ。〝すぐに断られてしまった〟と言っていたけれど、当時の姉はまだ九歳だったのだ。義兄は生活環境から精神年齢も高かったのだろうが、姉は違う。

　ゆえに、婚約の意味もわからずその時は断ってしまったのだろう。

「けれど、どちらにしてもあの頃の僕らは結局どうにもならなかった。今、貴族の存在はどんどん廃れていっている。残っているのはひと握りの古い家だけだ。そんな中、キート市で随一の公爵家ご令嬢が僕と婚約したいと言ってきた。ドゥイーニア家は古い家ではあるがもはや軍人一族として名を知られている。そして武力だけじゃなく、血筋でも名を馳せたいと企んでいた父がその話に飛びついた」

「くだらねぇ。政略結婚ってヤツか」

「そうだね。でも、彼女は僕を愛していたわけではなかった。僕の身体に流れる〝悪くない血筋〟と軍に携わり国の中枢にある父。それらに付加価値を見出していたに過ぎなかったんだよ」

　──結局、ドゥイーニア夫人の名と遺産を引き継ぐ権利を手に入れたところで、奥方は愛人と共に夫と子供の謀殺を企てた。

　だが、その奥方と愛人はもうこの世にいない。息子と孫を暗殺されたことに気づいたナサロークが事故に見せかけ、公爵家の一族もろとも皆殺しにしてしまったからだ。

　アイストはその事実を、士官学校に入ってから知った。

「義兄さん、ドゥイーニア家に戻らなくていいのか？」

「なぜ戻る必要が？　父は今どき政略結婚なんて強いてくる人だ。僕のことを思っていたわけじゃない。そんなところに戻る意味もないし、僕の家族はここにいる。大体、僕はクルイーク・ピトルーシカだよ」

「……そうか。そうだよな」

　その頃にはアリオールも生まれていた。カナレイカは血が繋がらないながらも、とても可愛い姪だった。姉が気を遣い、自分がカナレイカのおむつを替えたり風呂に入れたりなどしたことは一切なかった。だが士官学校の休暇で実家に帰る時は、必ず髪飾りなどの土産を買って帰っていた。

「ありがとう、おじさん！　どう？　可愛い？」

「可愛い可愛い。俺の周りでも、お前くらい可愛い女はいないかもな」

「本当？　やったぁ、叔父さん、大好き！」

「はいはい、俺も愛してるよ」

　無邪気に微笑む愛らしい少女。その頃は、確かにカナレイカは〝姪〟だった。

　だがその思いは、姉と義兄が『狂竜病』に罹って亡くなった頃から緩やかに変化をし始めていた。

　軍での仕事が忙しく、親代わりとまではいかなかったがそれでも時間が許す限り実家に帰っていた。二人と会うことで、自分自身も癒やされているのがわかった。

　カナレイカはどんどん愛らしくなっていく。アイストはそんな姪を見るたびに、おかしな気持ちになる自分に気づき始めていた。

「いや、ないないない！　血の繋がりがないっつっても、十一も年下なんだぜ？　ヤバいだろ、俺」

　だが、決定的にマズいと思ったのはアリオールが全寮制の医術学校に合格が決まった時だった。

　弟がいなくなる寂しさに耐え兼ねたのか、合格の知らせにずっと笑顔を浮かべていたカナレイカが大きな瞳に涙をいっぱい溜め、アイストにしがみついてきたのだ。

「お、おい、カナ」

「うぅ、どうしよう叔父さん……。カナレイカ、この家で一人ぼっちになっちゃう……」

　──アイストはその時二十七歳。そしてカナレイカは十六歳。

　そしてヴィユノークでの成人は十五歳。つまり、カナレイカは何歳下だろうが、世間的には立派な大人の女性なのだ。

　そして鼻先に香る甘い女の香りに、身体に押しつけられる形良く膨らんだ胸。

　東国風に改造していた軍服の丈が長かったお陰でごまかすことはできたものの、その時アイストは激しく勃起していた。

「なにべそかいてんだ、みっともねぇな。お前がここで泣いたらアリオールが気にするだろうが」

「だってぇ……」

　涙目の上目遣いを極力見ないようにしながらいささか乱暴に身体を引き剥がし、その場はなんとか凌いでみせた。そのまま逃げるように部屋に戻り、急くあまりに震える指先を必死で抑えながら己の性器をつかみ出す。そして、ガチガチに勃ちあがった性器を夢中になって扱いた。

「カナ、カナ……ッ」

　姪の名前を呼びながら、ドロドロの性器を何度も扱き幾度も欲を吐き出した。

　床に飛び散る罪の白濁を呆けた眼差しで見つめながら、この家には当分寄りつかないでおこう、と心に固く誓った。

　それからカナレイカの元にはまったく行かなくなった。油断すると、ついカナレイカのことを考えてしまう。身近な相手で適当に性欲を発散しつつ、甥のアリオールのところには時々様子を見に行っていた。薄緑と濃緑、二色の髪色に薄い橙色の瞳。

　真っすぐな姉と聡明な義兄の血を引く甥は、そんなアイストの葛藤をあっさりと見抜いていた。

「ねぇ、アイスト叔父さん。叔父さんってさ、姉ちゃんのことが好きだよね」

「な……っ!?　いや、お前はなに言っ……！　あ、うん、そりゃそうだろ、だって姪なんだし」

「本当に？　叔父さんが姉ちゃんを見る目、今思えばすっごくエロかったよ？」

「エロくねぇよ！　妙なことを言うんじゃねぇ！」

　ふぅん、と半目でこちらを見つめるアリオールの目つきは、明らかにアイストの言葉を信じていないと語っている。

「なんなんだよ、お前は。そんなに俺を変態野郎にしたいのか？」

「そんなことあるわけないじゃない。姉ちゃんは成人しているからロリコンにはならないし、近親相姦が気になるならシールウィンデにでも移住すれば？　あの国は同性婚も近親婚も合法だから」

「ちょ、ちょっと待て！　俺とカナは近親相姦にはならねぇよ！」

「え？　どういうこと？」

　──結局、アイストはアリオールになにもかも話さざるを得なくなった。

　アリオールはうんうんと頷きながら話を聞き、すべてを聞き終わったあとはどこかスッキリとしたような顔をしていた。

「なるほどね。はぁ、やっと腑に落ちたよ。いや、僕は近親婚でも構わなかったんだけどね。もちろん両想いなら、だけど」

「今の話、カナには絶対に言うなよ？」

「うん、わかった。でも叔父さん、そうしたらずっと姉ちゃんに告白できないよ？」

「だから、俺は別に──！」

「あっそ。わかった。じゃあ今度、姉ちゃんに僕の学校の先生でも紹介してあげようかな。二十九歳で独身の医術師。叔父さんほど顔はよくないけど」

「…………アリオール」

「冗談だよー。ったく、僕は実の甥っ子だよ？　そんな殺しそうな目で見ないでよ」

　そんなアリオールに対してですら、カナレイカへの感情を口にすることはできなかった。だが、身体も心もどうしようもなく、常に渇いていたように思う。

　それでも一応、恋人と呼べる存在はいた。部下のジズ・パミドール。

　母親がチアンニウファの出身で、抜群のスタイルときめ細かい肌、美しい蕃茄色の長い髪を持つ美女。

　けれど結局、アイストの飢えは満たされることはなかった。

　それでも、そんな身勝手な想いをジズが理解し寄り添ってくれたから、昔ほど無茶な女遊びはしないようになっていた。

　──このまま一生、想いを秘めたまま生涯を終えるのだと思っていたのに。

　その気持ちが変わる瞬間は、ほどなくして訪れた。

「カナが修理店を開く!?」

「うん。自宅を改装して店にするって言ってた。僕に叔父さんへ伝えておいてくれって」

　アイストは突然の話に混乱をしていた。この三年近く、カナレイカには一切会わないようにしていたせいで彼女の近況はアリオールから聞いた話の範囲でしか知らない。

　だが、こんな大事な話が昨日今日で決まるわけがない。

「お前、わざと俺に黙っていたのか」

「あれ、なんで怒るの、叔父さん。姉ちゃんのことが知りたかったら姉ちゃんに会いに行けばよかったじゃない。僕から情報を聞き出して、それで姉ちゃんを把握したつもりになっているなんて甘いよ」

「お、俺は……！」

「僕が一回、叔父さんのとこへ遊びに行った時に見かけたすごい美人。あれ、叔父さんの恋人でしょ？　自分はちゃっかり彼女を作っているクセに姉ちゃんのことも見張っておきたいって、自分勝手過ぎない？　僕は叔父さんとは血が繋がっているけど、姉ちゃんとも半分繋がっているんだよ？　その僕が、姉ちゃんの味方にならないと思う？」

　アリオールは見たこともない冷めた視線を向けてくる。その意思の強い眼差しは、亡き義兄によく似ていた。

「わかった、認める。認めればいいんだろ。俺はカナレイカを、一人の女として愛している」

　アイストは甥から目を逸らし、絞り出すようにして呟いた。

　ずっとずっと、胸に秘めていた想いをついに口に出してしまった。もう取り返しがつかない。だが、同時に胸の奥に渦巻く黒い霧が晴れていく気がした。

「うん。知っていたよ」

　耳を掠める、静かで穏やかな甥の声。

　その声が、どこか呆れたような姉の声と一瞬重なって聞こえた。
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　ギパールトが部屋の手前に差しかかったところで、ちょうど執事が出てくるのが見えた。

「ありがとう。ご苦労さま」

　ギパールトの労いの言葉に、執事はワゴンを押しながら一礼をする。

「手当ては無事に終わりました。終始不機嫌そうでいらっしゃいましたが、大人しくして下さっていました」

「やっぱり不機嫌だったか。悪いけど、後でお茶を持ってきてくれるかな」

「かしこまりました」

　──部屋に入ると、香芹色の男は不貞腐れた顔でソファーに座っていた。長い足を組み、背もたれにだらしなくもたれかかっている姿は実にふてぶてしい。

「総督に連絡を入れておきましたよ。それと、総督夫人にも」

「……あっそ」

「一つ聞かせて下さい。なぜ別荘を襲ってきたのですか？」

　アイストは目を伏せたまま答える。

「身体が弱い総督夫人がそうフラフラと町に出歩くとは思えないが、この町は小さい。万が一、カナと顔を合わせることにでもなったら厄介だ。ドゥイーニア総督は愛妻家だからな、別荘が襲われたらすぐに夫人を避難させると考えた」

「ということは、やっぱりカナレイカさんは……」

　アイストは肯定も否定もしない。ただ、薄ら笑いを唇の端に浮かべていた。その表情を見たギパールトは気づいた。理由は、おそらくそれだけではない。

「あとは？」

　答えたくないならそれでもいい。そう思っていたギパールトの耳に、感情の窺い知れない淡々とした声が聞こえた。

「アイツの両親は狂竜病で死んだ。つまり俺を、ガキの頃からたった一人で面倒見てくれていた姉貴が、ってことだ」

　ギパールトの喉がひゅ、と鳴る音が聞こえた。そうだ。この男なら〝あのこと〟を知らないはずがない。

「あの、ピトルーシカ少──」

「それで？　いつなんだ？」

「なにが、ですか？」

「処刑。俺の」

　ギパールトは肩を竦めながら軽く息を吐いた。どうやら元少佐はこの話題を打ち切りたいらしい。あるいは、〝あのことを知っている〟ことを暗に示し、こちらの出方をうかがっているというべきか。

　どちらにしても、自分は〝彼女〟の不利益になることをするつもりはなかった。

　ならば、この流れに乗るのが一番だろう。そう判断したギパールトは、なに食わぬ顔で話を進めた。

「その前に。なにか言い残すことはありませんか？」

「頼める義理じゃあないが、カナレイカとアリオールには咎が及ばないようにしておいてくれ。いや、カナは大丈夫だよな。だがアリオールも──」

　アイスト・ピトルーシカはそこで一瞬口を噤んだ。香芹色の髪をかき上げながら、なにをどう言おうかと迷っているように見える。

　ギパールトはその様子を黙って見ていた。先ほど殺されかけた仕返しをもう少ししてやろうか、と思わないでもない。けれど、どこか強張ったその顔を見ているとそんな気持ちはどこかに飛んでいってしまった。

（この人の顔に浮かんでいるのは死ぬことへの恐怖じゃない。大切な人に二度と会えないことへの怒りと怯えだ）

　二十年前、自分が浮かべていた表情もきっと似たようなものだったのだろう。

　当時は自分もまだ子供だったし、相手に至っては目も開いていない赤ん坊だった。

　そこに男女の愛は存在していなかったが、自分にとって婚約者は確かに『大切な人』だったのだ。

「すみません、冗談です。貴方は処刑なんかされませんよ。総督閣下にはこう言いました。〝本日再度の襲撃を受けたが、偶然居合わせた元空軍少佐のアイスト・ピトルーシカと共に襲撃犯を倒した。残念ながら犯人はピトルーシカ元少佐が骨まで焼き尽くしてしまったために引き渡しができず〟と」

　ギパールトはそう言いながら、修復代金の入った大きな袋を渡した。中には金貨が四十枚と宝石が十五粒ほど入っている。アイストは無言で受け取り、袋の中を確認することなくそれを椅子の横に放った。

「……で？」

「で、とは」

「助けてやるからカナレイカを渡せって？　襲撃犯が死んだことになったんなら、再々襲撃に見せかけることは確かに難しいからな」

　ソファーに座っていたアイストがゆらり、と立ち上がった。ギパールトは思わず後ずさる。身長は自分の方が十センチ以上高いはずなのに、なぜだか見下ろされているような気分になっていた。

「違いますよ。いや違いませんけど。カナレイカさんとお話をしたいのは確かですが、貴方から奪おうとは思っていません。僕の気持ちはそういうのではありませんから」

「じゃあ、どういうのだよ」

「ですから、それは貴方に言うことではありません。それよりも、さっきはなにを言いかけていたんですか？　アリオール、とはカナレイカさんの弟さんですよね？　彼が、なにか？」

　アイストはわずかに目を見開き、そのあとスッと目を伏せた。

「いや、なんでもない。じゃあもう帰っていいか？　最初に言ったが、俺だって色々と忙しいんだよ」

「待って下さい。今、お茶を用意させていますから。それに総督夫人ももうじきいらっしゃいます。従兄弟のストリカザー中将から貴方のことをよく聞いていたそうですよ。『絶望のコウノトリ』と呼ばれた貴方に一目会っておきたいと。……すごい通り名ですよね」

「おい。次にソレを口にしやがったら今度こそ殺すからな」

「わかりました。気をつけます」

　胸に手を当て、神妙に頷きながらギパールトは心の中で思っていた。

　次にカナレイカに会った時、絶対にこの通り名を教えてやろう、と。
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「はぁ、疲れた」

　──カナレイカはトランクを置き、駅のベンチに座り込んでいた。結局、五日も弟の元に滞在してしまった。本当は当初の予定通りに二、三日で帰るつもりだったのだ。

　けれど、修復した魔導人形に問題がなかったかを確認するために叔父に電話をした時のことが尾を引いていた。

『叔父さん、納品してくれてありがとう。人形の動作確認は大丈夫だった？』

『あぁ。特に問題なかったぜ。修理代金もきっちり払ってもらった』

『ね、アルブースさん怒ってなかった？　私が行くっていったのに、無責任な人だと思われていたら、イヤだなぁ』

『別に、なにも言ってなかったな。お前のことなんか、もうこれっぽっちも』

『そ、そう……』

　なんだかそれが地味にショックで、もう少しこっちで休んでいてもいいかな、と思ってしまったのだ。

『叔父さん、他の依頼は？』

『あ？　あー、指輪修理が一件とピアスが二件だな。どれも期日指定で、一週間後に取りに来るってよ』

『それなら一日で直せるわ。私、あと四日ほどこっちに泊まって帰るね』

『四日!?　お前、明後日には帰るって言ったじゃねぇか！』

『大丈夫。納期には間に合うから。じゃあね』

『おい、待て！』

　そのモヤモヤとした気持ちに耐えられず、叔父の言葉を最後まで聞くことなく電話を切ってしまった。

「叔父さん、きっと怒ってるよね。やだもう、帰りづらいじゃない……」

「別に怒ってねぇよ」

「きゃあっ!?」

　突如聞こえた低い声に、カナレイカは飛び上がった。半ば機械的な動きで、恐る恐る後ろを振り返る。そこには、いつもの飄々とした叔父、アイストの姿があった。

「叔父さん、どうして？」

「どうしてもなにも、アリオールからお前が何時の魔導列車に乗ったか聞いたからな。迎えに来たんだよ」

「あ、ありがと──」

　迎えの礼を言いかけたカナレイカはそこで気づいた。叔父の右腕が吊られ、真っ白な包帯がぐるぐると巻かれている。

「待って、それ、どうしたの？」

「あー、ちょっとな。たいしたことないから、気にすんなよ」

「気にするなって、そんな……」

　カナレイカの胸に、激しい後悔がこみ上げてくる。あのスイカの瞳を持つ男、アルブースに気にしてもらえなかったくらいで自棄になったりしなければ、右腕が不自由な叔父を一人にさせることはなかったのに。

「ごめんなさい叔父さん。私……」

「だから気にすんなって。別にそんな困ってなかったし。まぁ、お前が側にいないのはちょっと辛かったけど」

「ずっと心配してくれていたの？　ごめんね、でもリオがいたから大丈夫よ？」

「そういう意味じゃないんだけどな」

　アイストは苦笑いをしながら、左手でトランクをひょいと持ち上げた。カナレイカは焦る。が、すぐに諦めた。弟が言っていたように、叔父は人に言われて行動を制限するような人ではない。

「あぁ、そうだ」

　トランクを持ち、歩きだしたアイストが不意に立ち止まった。カナレイカもつられて立ち止まり、不思議そうに叔父を見上げる。

「どうしたの？」

　叔父、アイストはそれには答えず、無言で長身を屈めカナレイカの頬にちゅ、とキスをした。

「お、叔父さ……！」

　カナレイカは頬に熱が集まってくるのを感じていた。子供の頃は、叔父が士官学校から帰ってくるたびに与えられた〝ただいま〟のキスとカナレイカが贈る〝お帰りなさい〟のキスがごく普通に交わされていた。

　けれど、いつしかそれは頭を撫でられるだけになり、言葉を交わすだけになり、叔父はそのうち家に帰ってこなくなった。

「お帰り、カナレイカ」

「えっ？　あ、うん、た、ただいま」

　叔父は何事もなかったかのようにさっさと歩き出していく。

　カナレイカは驚きのあまり、たった今与えられたキスが頬というよりも唇のギリギリ端であったことにまったく気づいていなかった。







　弟アリオールの元から帰って来てから二週間。

　カナレイカはひたすら困惑していた。

　魔石を研磨する手はそのままに、自分の左斜め後ろに陣取りのんびりと新聞を読んでいる叔父のほうにこっそりと意識を向ける。

（アイスト叔父さん、一体どうしちゃったんだろう）

　ここのところ、叔父の様子がおかしい。

　正確には、駅に迎えに来てもらった時から、になる。

　あの時、頬に〝お帰り〟のキスをされてからというもの、出かけたカナレイカが帰ってくるたびに出迎えては、頬にキスしてくるようになった。逆にアイストが買い物などから戻ってきた時は、カナレイカは大抵作業場で仕事をしている。それでもわざわざ寄ってきて髪にキスしたり、一度など首筋に唇を落とされたこともあった。

　さすがのカナレイカも、それには動揺を隠せなかった。そしてここにきてようやく気がついた。首筋は元より、叔父のしてくる〝ただいま〟のキスも〝お帰り〟のキスも、子供の頃と比べてより唇に近い位置に与えられていることに。

（えっと、これって普通？　なのかな？　私が大人になったから？　でもお母さんに〝ただいま〟のキスをしていた時はもっとちゃんと頬っぺたにしていたと思うけど）

　叔父は母の弟。あくまでも自分の叔父なのだ。けれど客観的にみれば、長身で均整の取れた体躯を持ち、整った顔立ちの叔父は非常に魅力的な男ではある。修理店に訪れた、若い女性客はほとんど叔父に見惚れていることからもそれがうかがえる。

　しかも叔父とは三年ほどろくに顔を合わせていなかったのだ。そんな叔父に急激に距離を詰められると、いくら身内とはいえ正直ドキドキしてしまう。

「カナ」

「ひゃぁっ！　な、なに!?」

「なんだ、その声は。それよりも手、止まってるぞ」

「あ、あぁ、ホントだ、ごめん」

　──今もだ。叔父はカナレイカの肩に左手を置き、耳に吐息がかかるくらいの距離にいる。

「ほら、そこの角をもっと丸めないと元の枠に戻らないだろ？」

「ひぅっ！　わ、わかってるってば！　叔父さん、それよりそんな耳元で喋らないでよ……！」

「ん？　なんで？」

「な、なんで、って」

　カナレイカは手を止め、肩に置かれた手を緩く振り払いながらアイストに向けて振り返った。

「くすぐったいし、近い！　から」

　目の前には、どこか熱のこもったような蜂蜜色があった。互いがあと、ほんの少しだけ前に出れば容易に唇が触れ合ってしまうのではと思える、微妙な距離。

　叔父の瞳には、見たこともないとろりとした光が宿っている。これまで向けられていたものとも、弟アリオールに向けているものともまるで違う。強いて言えばあの蕃茄色の髪の美女と路地裏で行為に耽っていた時の顔に似ている気がする。だが、あの時はこんな風に火傷しそうな色を浮かべてはいなかった。

「あ……」

　カナレイカは動くことができない。代わりに、アイストが動いた。左手でカナレイカの座る作業用椅子の背もたれをつかみ、いまだ包帯で吊られたままの右手でカナレイカのゴーグルをそっと押し上げていく。

　椅子の背もたれが、叔父の体重の負荷を受けてギィッと鳴った。

　カナレイカの頬は、今や熱を発しているかのように熱い。両目を射抜くような叔父の視線に目を閉じることもできず、ただ呆然と見つめ返すことしかできない。胸で、心臓がうるさいくらいに激しく鼓動を刻んでいる。

　カナレイカにだってわかる。今のこの状況と雰囲気が、世間的には決して許されるものではないと。なんといっても、自分たちは血が繋がっている叔父と姪なのだから。

　背もたれが再度、軋む音が周囲に響く。カナレイカは緊張に耐えられず、思わず両の目をぎゅっと瞑った。

　しばらくすると、唇の先に自分のものと異なる熱を感じた。張りつめた空気。

　それが今にも弾けそうになった瞬間、その空気を強引に叩き割るかのような能天気な声が聞こえた。

「おーい、カナレイカちゃん、いるー？」

　──声が聞こえたと同時に、叔父の身体が離れていった。カナレイカは動揺しながらも、声が聞こえたほうに顔を向ける。店の入り口に、青銀色の短髪に筋骨隆々の大柄な男が立っていた。男は無遠慮にズカズカと店内に踏み込んでくる。

　カナレイカは狼狽えるあまり返事をすることすらままならない。そんなカナレイカを庇うかのように、叔父は素早く前に出て何食わぬ顔で男の応対をしていた。

「イーヴァ。お前、声がでかいんだよ」

「悪い悪い。ん？　どうしたカナレイカちゃん。顔が真っ赤だぞ？　熱でもあるんじゃないのか？」

「あ、う、いえ、あの」

　まともな言葉を発することができない、そんなカナレイカの様子にも幸いイーヴァは気づいていない。

「そうそう。朝からちょっと熱っぽいんだよ。休めって言い聞かせていたんだが、いうことを聞かないんだよ」

「相変わらず、カナレイカちゃんは頑張りやさんだなぁ」

　豪快に笑っているのはイーヴァ・マクレーリ。三十代後半の庭師で、通りの二つ向こう側で造園土木店を営んでいる。気のいい男で、叔父アイストとはウマが合うのかよく二人で飲みに出かけている。

「カナレイカちゃん、大丈夫か？　あんまり無理してアイストに心配かけるんじゃないぞ？　カナレイカちゃんになにかあったらコイツはきっと──」

「……で？　なにしに来たんだよ、イーヴァ」

　なぜだかいきなり不機嫌になった叔父に怯むことなく、イーヴァは腰につけているベルトから大ぶりの鋏はさみを一本抜き出した。

「これ、直してもらおうと思ったんだが今日は無理そうだな。明日なら大丈夫か？」

　カナレイカは目の前に差し出された植木鋏を反射的に受け取った。

　イーヴァはまた変わった男で、植木鋏や鋸のこぎりを魔装具にしている。その要かなめの部分にはめ込まれていた魔石が大きく欠けてしまっていた。

「これは魔石を新調しないと駄目だわ。マクレーリさん、なんでこんなことになっちゃったんですか？」

　壊れた魔装具を見たカナレイカの目は、一瞬にして魔装具修復師のそれに変わっている。叔父アイストの苦笑にも気づかないまま、カナレイカは青銀の大男を見上げた。

「今さ、あの町外れにあるドゥイーニア家の敷地内で作業してんだよ。ちょっと前に別荘が襲撃されただろ？　その時はたいしたことなかったみたいだけど、二週間前にもう一回襲撃されたらしくて裏の林がもうめっちゃくちゃになっててさ。それで今、樹木の植え替えやらなにやらで綺麗にしてる最中。もうさ、コイツが手加減しなかったせいですげーことになってんの。で、重力魔法や斬撃魔法をいつも以上に駆使して作業をしているせいで鋏がぶっ壊れたってわけだ」

「え？　どういうことですか？」

　聞き捨てならない内容に、カナレイカは鋏からイーヴァへと視線を移す。耳に、叔父がかすかに舌打ちをした音が聞こえた。

「え、カナレイカちゃん聞いてないのか？　その再襲撃ってちょうどアイストが魔導人形を納品に行ったタイミングだったみたいでな、コイツと別荘の護衛軍人が応戦して襲撃犯をやっつけたんだと。だからほら、右腕」

　そう言いながら、イーヴァは叔父を指差した。

　叔父は気まずげな顔でそっぽを向いている。カナレイカは立ち上がり、驚きのまま叔父の腕を揺さぶった。

「叔父さん！　電話した時には特に問題ないって言っていたじゃない！　なんで言ってくれなかったの!?　そんな、それで怪我したんだったら、私もっと早く帰って来たのに！」

「俺の感覚では、たいした怪我に入らないから黙ってたんだよ」

「なによ、それ……！」

　カナレイカは俯き、下唇をきゅっと噛んだ。胸の奥が、もやもやとして苦しい。

　叔父は元軍人だ。別荘で静養中の総督夫人の従兄弟がかつての上官だったと言っていたし、そこで襲撃犯に出くわしたならそれは反撃をするだろう。叔父は元軍人として正しい行動をとった。それはわかる。

　けれど、ではなぜそれを話してくれなかったのだろう。いくら仲がいいといっても、赤の他人のイーヴァには怪我の理由をちゃんと話しているのに。

（なに、なんなのよ。さっきはあんな、キ、キスしそうな雰囲気出しておいて、こういう肝心なことをなにも言ってくれないなんて）

　カナレイカの内心の葛藤をよそに、イーヴァは呑気に笑っている。

「ま、気にすんなよ、カナレイカちゃん。コイツのことだから、無傷でカッコつけたかったのに利き腕折られたりしたもんだから隠したかったんだろ。なぁ、それよりも鋏それ、何日くらいで修復できる？」

「え？　あ、今はめ込まれている魔石は〝火か玉ぎょく石せき〟だから、上のランクの石を入れ直すだけで大丈夫だと思います。割れた火玉石を外して〝炎えん魂こん石せき〟をはめればいいので今日の夕方には直るかと……」

「お、そっか。そりゃ良かった。じゃあ明日の夕方、取りにくるよ。今日は体調悪いんだろ？　なぁアイスト、せっかくだからちょっと息抜きにつき合ってくれよ。マースラの店に飲みに行こうぜ」

「仕方ねぇな。わかったよ」

　叔父は呆れたような顔をしながら、椅子に引っかけていたコートをつかみ上げた。

　カナレイカは弾かれたように叔父の顔を見る。なんの根拠もなかったが、絶対に断ると思っていた。だがアイストはあっさりと誘いを受け、おまけにカナレイカの顔を一切見ようとしない。その横顔には、先ほどまでの甘い色はどこにも見当たらなかった。

「……そう。いってらっしゃい」

　──自分はなぜ怒り、さらにがっかりしているのだろう。自分の気持ちがよくわからない。カナレイカは叔父の腕からそっと手を離し、作業机に向かった。

　なにも考えられないならば、余計なことは一切考えず無心で魔装具に向かい合うしかない。

「じゃあコイツを借りてくよ。カナレイカちゃん、今日は早く休めよ？」

　イーヴァは片手を上げ、鼻歌を歌いながら表へと向かう。叔父も、そのあとに続いて歩き出した。

「心配するな。すぐ帰るから」

「別に、心配なんてしてない」

　どこかすまなそうにしている叔父に冷たく返しながら、ゴーグルを下ろし、魔石を収納している専用の引き出しを探る。内部に炎が揺らめいている魔石『炎魂石』をつかみ出したところで、叔父が立ち止まっていることに気づいた。

「早く行ったら？　マクレーリさん、待っているわよ？」

「カナ」

「なに？」

「今夜、話がある」

「話？　なんの？」

「夜に話す。じゃあ、行ってくる」

　それだけ言うと、叔父はコートを羽織り店の外へと早足で行ってしまった。

「は、話って、なによ」

　カナレイカの胸が、再び大きく鼓動を刻み始める。それが期待なのか不安なのかわからない。けれど、きっとなにかが変わり、そして始まるのであろう確かな予感が胸の奥底に渦巻いている。

『今夜、話がある』

　一体、なんの話だろう。ここ最近の過剰なスキンシップともなにか関係があるのだろうか。

「なんだか、聞くのが怖いな」

　そうポツリと呟きながらカナレイカは胸元の魔装具ネックレスに触れた。

　こんな時、側に相談できる人がいないのは辛い。とはいえ、両親が生きていたとしても叔父との距離感について話すわけにはいかないことくらいはわかっているのだが。

「言いたいことがあるんなら、さっさと話してくれればいいのに……」

　カナレイカは手袋を外し、唇にそっと触れた。あの時、ここに感じた熱は確かに叔父のものだった。

　指先とは違う、もっと柔らかな──。

「違う違う違う！　だっておかしいでしょ、なんで叔父さんが私にキスしてくるかも、とか思っちゃうのよ。うん、勘違いだわ、勘違い」

　叔父に他意はない。そう思うのが最も自然で正しい。

　カナレイカは暴れまわる己の心を、必死で押さえつけようと試みていた。







「はい、お待たせしました」

「カナレイカちゃん、ありがとうね」

　今日は小さな依頼が相次ぐ日なのか、イーヴァの鋏をさっさと直したあとも立て続けに三件もの依頼があった。どれも欠けたり割れたりした魔石の交換や弛んだネジの交換で、あっという間に修復は終わった。

「マクレーリさんの鋏、帰りは店の前を通るだろうからその時に渡してあげればいいかな」

　カナレイカは修復した鋏を改めて見つめた。魔装具にするだけあって、金属部分は白銀で出来ている高価な鋏だ。だがかなり使い込まれている。そのせいで輝きが鈍い。

　カナレイカは少し考え、鋏を布で磨き始めた。鋏は瞬く間に元の輝きを取り戻していく。美しい銀の光を見ていると、ざわついた心が少しずつ鎮まっていく気がする。

「うん、綺麗になった。あ、もうそろそろお昼にしなきゃ」

　鋏を置き、時計を確認する。

　現在時刻は十六時。少々遅い昼ご飯だが、叔父は昼間から飲みに行っている。ならば夕食は遅い時間で大丈夫だろうと、カナレイカもあえて遅めの昼食をとる予定にしていた。

　居住区に戻り、キッチンでパンを切るために包丁を取り出す。

　そしてパンを切ろうとした次の瞬間、店から呼び出し用の鈴ベルが鳴る音が聞こえた。

「え？　誰？」

　お昼休みに入る時には、店の表に『お昼休み中』という札をかけている。店内にベルを置いてはいるものの、近所の人たちは基本的に札がかかっている時間に店へ入って来ることはまずない。

　カナレイカは包丁を置いた。エプロンも外し、店の方へと向かう。

「はーい！　なんでしょう、か」

　──店内へと続く扉を開けた途端、鼻先に覚えのある香水の香りを感じた。

（あ、この香り……）

　両親が亡くなった時、叔父が被せてくれた上着から同じ香りがした。けれど、叔父は最近ほとんど香水をつけない。カナレイカはごくりと喉を上下させた。よくわからないが、なんだか妙な不安がこみ上げてくる。

（やだ、私ったら。お店にお客さまがいらしただけじゃない。なにを不安に思うことがあるのよ）

「すみません、お待たせしました！」

　勢いよく店内に踏み込んだカナレイカの目に飛び込んできたのは、瑞々しい赤の色。

　蕃茄色の長い髪を持つ、美しい女性。以前に見かけた時と同じく東国風に改造した軍服を身にまとい、足元は踵の高い短靴を優雅に履きこなしている。

　それを目にしたカナレイカの心臓がどくりと鳴った。脳裏に、叔父と女性が絡み合っていたあの時の光景がよぎる。

「こんにちは」

「あ、はい、あの、いらっしゃいませ」

　艶然と微笑む美女の姿は、スタイルの良さも相成りまるで芸術品のように神々しく見える。

　カナレイカはたじろぎつつも、なんとか挨拶を返すことができた。

「パミドール中尉、この女性がピトルーシカ少佐の？」

「えぇ、そうよ」

　蕃茄色の美女の後ろには、人参色の髪の大柄な男が立っていた。ちょうど叔父アイストと魔導人形の主ギパールトの中間くらいの身長かもしれない。

　男の軍服も、叔父や美女とは異なるが異国の魔導服風に改造されていた。

「あの、あなたがたは？」

「ごめんなさい、急に。私はジズ・パミドール。ヴィユノーク空軍に所属しています。こっちはヴィノー・マルコーフィ。同じく空軍所属です」

「あ、はい、どうも」

　カナレイカはジズと名乗った美女の顔を直視できないまま、曖昧に頷いた。二人の名前と身分はわかった。ということは、ここ最近来ていなかった『叔父を軍に復帰させる説得』に久しぶりに来たのだろう。

「アイスト、いえ、ピトルーシカ少佐はご在宅ですか？」

「あ、はい、申し訳ありません。つい先ほど出かけてしまいました。この店を出て東に進んだ所に酒場があるんですが、叔父は今そこにいます。お急ぎの用でしたらそちらに向かわれてはいかがでしょうか」

　美女がそれに答える前に、人参色の男がズイッと前に出てくる。

「いえ、奥さま。俺たちは奥さまに用があって来たんです」

「奥さま？」

　マルコーフィとやらの口から飛び出した、思いも寄らない単語にカナレイカは首を傾げた。そして直後に納得をした。叔父は軍を辞めたあと、再三説得に訪れるかつての仲間たちの応対は一人で行っていた。一度こっそり聞き耳を立てていた時、叔父は復帰を断る口実に「結婚するから」と言っていた。

　今はカナレイカ自身も叔父は軍に復帰すべきだと思っている。ならば、この誤解は早く解いておかなければならない。

「いえ、違います。私は姪です」

「貴女はカナレイカさんですよね？」

「はい、そうです」

「カナレイカさんが姪御さんでいらしたことは聞いています。けど、もうご結婚なさったんですよね？」

「えっと、叔父が、ですか？」

　話がまったく見えない。カナレイカは助けを求めるような顔で美女を見た。

　美女と叔父が行為に耽っていたのは一年半くらい前。その間なにがあったのかは知らないが、叔父が誰か別の女性と結婚したと思っているのなら、この人とは別れたのかもしれない。

　だが、美女はカナレイカの視線に気づかず、なにやら難しい顔で考えこんでいる。

「そうです。ピトルーシカ少佐と貴女が、です」

　カナレイカはポカンと口を開けた。あまりの意味不明さに、もはや恐怖すら覚える。

「あの、どういうことですか？　どうして姪の私と叔父が結婚する話になっているんですか？」

　視界の端で美女がハッとした顔になったのが見えた。だが、人参男はそれに気づいていない。

「待って、マルコーフィ……！」

「だって、お二人は血の繋がりがないんですよね？　ピトルーシカ少佐、ずっと文句を言っていましたから。〝一人で修理店なんか始めさせたら絶対に男が寄ってくる〟って。あのクールなピトルーシカ少佐が子供っぽい嫉妬をしている姿って、なかなか貴重で──」

「ヴィノー！」

　突如として店内に響いた美女の怒声。だがカナレイカの驚きはそこではなかった。

「うわっ、ど、どうしたんですか、パミドール中尉」

「まさか、彼がここまで臆病な男だとは思わなかったわ。ごめんなさい、カナレイカさん。ちょっと色々行き違いがあったみたい。私たちはこれで失礼します」

　美女は人参男の腕を引いて逃げるように立ち去っていく。カナレイカは呆然とその姿を見送っていた。なにか言わなければと思うのに、舌が痺れたように動かない。

　けれど、美女の赤い髪が店内から消えた瞬間、カナレイカの胸に突如として激しい怒りがこみ上げてきた。

　──叔父と抱き合っていた美女。まるでお揃いのような改造軍服を着て、先ほどは叔父の名前を一瞬だけ呼んだ。すぐに言い直していたが、以前はそう呼んでいたのだろう。遠目から見ても濃密な空気が漂っていた〝あの時〟も、お互いに名前を呼び合っていたのだろうか。

　その女が、自分と叔父の血が繋がっていない体で押しかけてくる。まったく意味がわからない。

「待って！」

　怒りにより、硬直から脱したカナレイカは表に向かって大声で叫んだ。しばらくすると、コツ、というヒールが床を打つ音が聞こえた。

「カナレイカさん」

　困ったような顔の美女が、一人おずおずと店内に戻ってきた。その傍かたわらに人参男の姿はない。おそらく、表で待たされているのだろう。

「説明して下さい。私と叔父の血が繋がっていないって、どういうことですか？」

「ごめんなさい。彼が貴女に告げていない以上、私の口からは言えないわ」

「今日はなにをしにいらしたんですか？」

「先日、海軍から連絡が来たの。〝元空軍のアイスト・ピトルーシカが別荘襲撃犯から総督夫人を守った〟と。海軍の総督夫人は空軍の幹部の叔母だし、その幹部はピトルーシカをとても重宝していたわ。だから、空軍に復帰させろといわれたの。そのためにまずは妻の貴女に話をして、貴女からも説得してもらえないかと思っていたの」

「妻……？」

　美女はまるで苦痛をこらえるように顔を歪めている。

「彼が、言っていたから。軍を辞めて貴女になにもかも話しして、それから気持ちを伝えると。だから私は、いえ私たちはもう、てっきり──」

「意味がわからない。路地裏で、叔父さんとあんなことをしていたのに？」

「え、あ、いえ、あれは」

　冷たく言い放ったカナレイカを前に、美女はあからさまに狼狽えている。

　今、心の中を吹き荒れている嵐が嫉妬なのかなんなのかよくわからない。けれど、今はただこの目の前の美女に言葉の刃を振り下ろすことしか考えられなかった。

「偶然見たの。工務店との打ち合わせの帰りに。でも、もうそんなのどうだっていいわ。私には関係ないもの。わかりました。あとは叔父に聞きます、ちょうど話があるって言っていたし。それと軍への復帰ですよね。それなら私から話しておきます。どちらにしても、本当に他人だとしたらこれ以上一緒に住んでいられないもの」

「ま、待って！　彼の話をちゃんと聞いてあげて、彼は本当に貴女のことを」

「だから関係ないって言っているでしょ!?」

　激情のままに、カナレイカは外したゴーグルを床に叩きつけた。異変を察知したらしい人参男が、顔色を変えて店内に飛び込んでくる。

「パミドール中尉！」

　男はか細い美女の身体を守るように立ち塞がった。その姿を見た途端、カナレイカの両目から涙が溢れてきた。胸が焼けるように痛くて、息ができないくらいに苦しい。

「早く、早く帰ってよ！　これ以上、私の心をぐちゃぐちゃにしないで！」

　信じていたものが崩れていく恐怖。なにも知らなかった悲しみ。

　叔父と血が繋がっていないのが確かなら、自分は一体何者なのだろう。両親の笑顔も、弟の優しさもすべてが嘘だったというのなら、なぜ自分はここに存在しているのだろうか。

「カナレイカさん……」

「帰って、お願いだから、帰って！」

　美女の心配そうな声が、むしろ感情を逆なでしていく。それと同時に、どす黒い憎悪が膨れ上がっていくのがわかる。

　この女は美しい容姿を持ち、叔父に愛され、そして今こうやって他の男に守られている。

　傷つき、怯えているのは自分なのに、誰にも守ってもらえない。

　カナレイカの心は、無数の刃にズタズタに切り裂かれ続けていた。




　──『孤独』という、恐ろしい猛毒を孕んだ刃に。





＊＊＊＊＊＊＊＊






　アイストは自宅兼店の前を、実に一時間近くウロウロとしていた。カナレイカに話をすると言い切ったものの、家の前に到着した途端に怖じけづいてしまっていた。

「カナレイカ、俺と結婚してくれ。いや、この言葉はもうちょっとあとか。先にあのことを言わないといけないんだよな。カナレイカ、実はお前と俺は血が繋がってない。けど義に兄いさんはお前の本当の父親で、だからアリオールとお前は異母姉弟。でも姉貴も俺もお前のことは本当の家族だと思ってる。いや俺は思ってないけど、仲間外れとかそういう意味じゃなくて──」

　カナレイカとの〝本当の関係〟とアイストの複雑な心境を知っているイーヴァは、先ほどまではつき合ってくれていた。けれど段々とイラついた顔になり、挙げ句の果てには『面倒くせぇヤツ。愛してる、ってたった一言が言えないんならもう諦めろよ』と捨て台詞を吐き途中で帰ってしまった。

「……そんな簡単に諦められたら苦労しねぇんだよ」

　好きな相手に告白をする、というのはこんなにも精神力を使うものなのか、と改めて思い知る。今までは告白をされたことしかなかったからわからなかった。

　気まぐれで了承したり断ったり、一、二回寝ては飽きてさっさと捨てる。それは当たり前のことだった。

　相手がどんなに勇気を振り絞ったか、どれほど傷ついたか。そんな気持ちなど一切考えていなかった。そのツケが今、試練として降りかかっているのだろうか。

「ここで悩んでいても仕方ないか。カナも待っているだろうし」

　アイストは香芹色の髪をガリガリと掻きながら、直接居住区へと繋がる外階段に向かう。そして扉の前で大きく深呼吸をしたあと、意を決し家の中へと入っていく。

　だが予想に反し、部屋の中は真っ暗だった。

「なんだ、カナのやつ、もう寝たのかよ」

　アイストの胸に、〝これで話を先延ばしにできた〟という安堵と〝話があると言ったのに〟という不満。そんな相反する身勝手な気持ちが、同時に沸き上がっていく。

「仕方ねぇな。寝顔でも見とくか」

　己の卑怯な内心から巧みに目を逸らしつつ、アイストはカナレイカの部屋の扉をそっと開けた。

「カナ？」

　──だが、カナレイカがいない。アイストの顔にはっきりとした不安が彩られていく。

「カナ！」

　ためしに自室の扉を開けた。カナレイカはそこにもいない。アイストは瞬時に意識を研ぎ澄ませる。すると店側から、かすかになにかの気配を感じた。

「なんだよ、店にいるのか。こんな時間まで仕事するなよ、まったく」

　アイストはホッと安堵の息を吐きながら店に向かう。

「ん？　なんで灯りがついてないんだ？」

　店内に続く扉を開けた時、異変に気づいた。人の気配はするのに、店の中が暗い。

「カナ？　店の中を真っ暗にして、なにをしてんだ？」

　入り口近く、カナレイカの作業場辺りからガタンという物音がした。アイストは素早く懐から魔導装具の煙管を取り出し口に咥える。

「あ、こっち来ちゃった。そっか、いつもの癖で部屋の灯りを消しちゃったから」

　聞こえたカナレイカの声に、アイストは全身の力を抜いた。

「お前、こんな暗い中でなにをしていたんだよ。一瞬泥棒かと思ったじゃねぇか」

「表の様子をうかがっていたの。マクレーリさんと二人でずっと立ち話をしているから、出るに出られなくて」

「別に、用があったんなら普通に出てくればよかっただろ？」

　溜め息と共に、アイストの煙管が淡く光る。途端に店内を光るなにかが飛び回り、周囲を明るく照らし出した。光魔法の〝光蜂みつばち〟を使ったのだ。

　その光に照らされた、カナレイカに視線を向けたアイストの身体がギクリと強張った。カナレイカは部屋着ではなく、外出着を着ている。

　その足元には、大きなトランクが二つも置いてあった。

「な、なんだよ、その荷物は」

「あぁ、これ？　落ちつくまで、お店を休業してどこかに行こうかと思って。反対されると面倒だから、こっそり出ていくつもりだったんだけどな」

「で、出て行く!?　それに、落ちつくまでってなんのことだよ！」

　アイストはカナレイカに向かって手を伸ばした。カナレイカは素早く後ずさる。

　アイストの胸に、わけのわからない苛立ちが走った。その気持ちのままに、カナレイカの手首を強引につかむ。

「どういうつもりだ」

「……痛い」

「出ていくって、どういうことだよ」

「痛いって言ってるでしょ!?」

　カナレイカは勢いよくアイストの手を振り払った。まるで汚いものにでも触れたかのような反応。アイストはその時、ピシ、というヒビが入るような音を聞いた気がした。

「今日、パミドールさんとマルコーフィさんが来たわ」

「ジズとヴィノーが？　なにしに？」

「アルブースさんと別荘襲撃犯を撃退したでしょ？　それを軍の偉い人が褒めていて、やっぱり連れ戻してこいって言われたんだって。戻れば？　せっかく言ってくれているんだし」

　うつむき、目も合わせずに淡々と話すカナレイカを見下ろすアイストの耳に、ピシリ、ピシリと断続的にヒビが広がっていく音だけが響いていく。

「俺は、戻らねぇよ」

　かろうじてその一言だけを絞り出した。不安を感じるほどに、広がり続ける心のヒビ。その隙間からは、確実になにかが漏れ出ている。

「私は、誰なの？」

　押し殺したようなカナレイカの声。その言葉の意味を理解した瞬間、アイストの全身から冷たい汗が噴き出してきた。

「あの人たち、こう言っていたの。〝ピトルーシカ少佐を説得するのにまずは妻である貴女を〟って。おかしいでしょ？　そしたら、〝お二人は血が繋がってないんですよね？〟ですって。軍の中では私たちがもう結婚したことになっていた。だから私、あぁ、この人たちの言っていることは本当なんだって思った」

　アイストは目の前が真っ暗になる感覚を覚えた。

　次いで、激しい後悔が押し寄せてくる。こんな顔をさせるつもりなんか、なかった。

「それを今日、話そうと思っていた。それから、俺は──」

「どうでもいい。今さら〝私達って血が繋がってなかったの!?〟なんて訊かない。だからこれだけ教えて？　私は、どこの誰？」

「頼むから、俺の話を聞いてくれ、カナ！」

　──カナレイカはトランクを持ち上げた。アイストはビクリと身体を震わせる。

　けれど、まだ出て行こうとしたわけではないようだった。どうやら、こちらと少し距離を取りたかっただけらしい。

　それだけのことにひどく傷ついている自分に呆れながら、アイストは絞り出すように話し始めた。

「お前の父親はクルイーク義兄さんで間違いない。だが母親は違う。〝ピトルーシカ〟は俺たち姉弟の名前。義兄さんの本名は、クルイーク・ドゥイーニア」

「ドゥイーニアって……」

「あぁ。お前は現海軍総督のナサローク・ドゥイーニアの孫、エリエーニ・ドゥイーニアだ。義兄さんはお前ともども、命を狙われていた。だから死んだ風に装って、赤ん坊のお前を連れて王都に逃げた。そこで姉貴と偶然、再会をしたんだ」

「再会？　二人は知り合いだったの？」

「らしいな。義兄さんが子供の頃、別荘へ来るたびに姉貴とよく遊んでいたらしい」

　アイストは淡々と答えながら、内心では身構えていた。

〝誰に命を狙われたのか〟と聞かれたらどう答えようかと思っていた。

　隠し事を続けていたからこんな状況になっているのに、実の母親に命を狙われていた、とはどうしても言いたくなかったのだ。

　だがカナレイカはそこに興味はなかったらしい。胸元のネックレスを弄りながら一言ポツリと呟いた。

「……よかった。私、一人ぼっちじゃなかったんだ」

　──実際は、一人ぼっちじゃない、どころではない。カナレイカは海軍総督のナサロークの孫娘にして、あのギパールト・アルブースの婚約者でもあるのだ。

　血筋に名家の後ろ盾。それらを抜きにしても、カナレイカは愛らしい顔立ちをしている。正体が判明すれば、周囲に人が絶えることはないだろう。

　だが、続くカナレイカの言葉に、アイストは胸を締めつけられた。

「リオは、ちゃんと弟だったんだ。半分だけでも、私の血の繋がった弟」

「カナ……」

　うつむいたままで微笑むカナレイカはあまりにも儚げで、アイストは思わず言葉を失う。

「これでわかった。リオも知っていたのね、私のこと。だからこの前、ちょっとわけがわからないことを言っていたんだわ。でもリオも、私になにも言ってくれなかった」

「アリオールは俺が口止めしていたんだ。お前にも、時期が来たらきちんと話すつもりだった。俺は、カナレイカ、お前のことをずっと──」

「いらない、そういうの。だってそれ、嘘だもの」

「嘘？」

　カナレイカは小さく頷きながら、ゆっくりと顔を上げた。その顔に先ほどまでの笑みはなく、どこか底冷えのする表情を浮かべている。

「リオの言っていたことや今日のお二人が話していた内容を考えると、今の続きは〝好きだった〟とか？　まぁ、それはどっちでもいいわ、私はずっと血が繋がっていると思っていたけど、そっちからすると私は他人だものね。けど、さすがにそんないい加減な言葉を信じるほど馬鹿じゃない」

「違う！　俺は本気で……！」

「もう嘘をつかないで！」

　激高するカナレイカの両目から、大粒の涙がボロボロとこぼれていく。

「パミドールさん、とっても綺麗な人だった。あの人、恋人だったんでしょ？　嘘ついても無駄よ？　だって私、見たんだもの。路地裏で、二人がしていたこと！」

「あ、いや、あの時の、あれは……」

　全身から血の気が引いていくのがわかった。まさかあの場面を、よりにもよってカナレイカに見られていたとは思わなかった。

「ご本人は必死に弁解してらしたわ。別れたのはかなり前だけど、説得に来た時にまだ私になにも言ってないことを知って〝最後に一回だけ〟ってついすがってしまったって。悪いのは自分だって、可哀想になるくらい一生懸命だった。美人だし性格もいいし、とっても素敵な人。そうそう、お二人にはキルピーチさんの宿に泊まってもらうように言っておいたから軍に復帰するかどうかのお返事をしてきたら？」

「俺は、軍には戻らない。お前の側にいたいんだよ」

　情けなく声が震える。こんな醜態をさらすはずではなかった。焦りと混乱、後悔と羞恥が激しく渦巻き、上手く言葉を発することができない。

「本当に嘘つきね。私を好きって思っているのなら、なんで他の人とああいうことができるの？　それって、自分の気持ちよりもあの人の願いを優先したってことでしょ？　だったらそれが本心なんじゃないの？　私のことは〝好きな気がした〟っていうだけなのよ、きっと」

「ジズのことは好きだったよ、優秀な部下だったからな。でも、欲しいと思ったことは一度もない」

　カナレイカの瞳が一瞬揺れた。けれど、すぐに氷の冷たさを取り戻していく。

「私には関係ない。じゃあ、もう行くから」

「待て！」

　アイストは背を向けたカナレイカに急いで駆け寄り、その腕をつかんだ。また冷たく振りほどかれるかもしれない。そんな恐怖が脳裏をよぎる。

　だが予想に反してカナレイカは抵抗してこない。ただ、凍りついたような声で一言だけ呟いた。

「触らないで」

　──アイストの手が力を失い、ゆっくりと離れていく。カナレイカは重たいトランクを二つも持ちながら、逃げるように出て行った。それを引き留めることはもはやできず、ただ呆然とその背を見送る。

　アイストは壁に寄りかかり、片手で髪をぐしゃりとつかんだ。胸の奥から聞こえる、なにかがひび割れる音。それがどんどん大きくなっていく。カナレイカ。彼女は結局一度も『叔父さん』と呼んでくれなかった。

　他人だとわかったからだろうか。唯一こちらを示す言葉として口に出されたのは『そっち』という素っ気なさすぎる言葉だった。

　確かに、叔父と姪の壁を取り払うつもりではいた。けれど彼女は叔父としてのアイストも他人としてのアイストも拒否していたように思う。

　まるで『アイスト・ピトルーシカ』という人間の存在を、記憶の中からなかったことにするかのように。

「……もっと早く、翼をへし折っておくべきだったな。俺としたことが甘かったか」

　アイストは片手で顔を覆ったまま、口元を歪めて嗤っていた。

　ひび割れの音は止まり、胸の奥からドロドロとした黒い澱みが一気に噴き出してくる。




　瞬く間に心のすべてを飲み込んで行くソレが『狂気』と呼ばれるものであることを、アイストははっきりと自覚していた。








第三章　歪む景色と罪の意識









　カナレイカは暗い町を駆けていた。つかまれた腕がひどく熱い。

　その熱を振り払うかのように、夜の冷たい風を浴びながら走り続けていた。

　自分がどこに向かっているのかわからない。そしてどこへ向かえばいいのかもわからなかった。

「リオのところは無理ね。あの子に迷惑をかけちゃう。ちょっと落ち着いて考えなきゃ」

　さすがに重たいトランクを二つも抱えていては、そう長いこと走っていられない。

　カナレイカは街灯の下まで移動し、置いたトランクの上に座り込んだ。

　──腕の熱は消えない。カナレイカは何度もその部分をこすった。

　けれど、力強い指の感触は消えない。そして触れ合う寸前で離れた、いつかの唇までもが思い起こされてくる。

「嘘つき。信じられるわけないじゃない……」

　あの美女だけではない。〝彼〟はそれまでも数多くの女達と浮き名を流してきたのだ。

〝母〟であったインジェイカが、父によくこぼしていたのを何度か聞いたことがある。

『アイストったら女の子をとっかえひっかえして。いつか刺されるんじゃないかなぁ。なんであんな軽い子になっちゃったんだろ。アイツも結局、父親と同じ血を引いているってことなのかな』

　当然子供のカナレイカにはその意味はわからなかったが、その時は珍しく父が〝母〟を叱りつけていた。

『アイストくんにも色々とあるんだろう。姉のキミがそんな風に言ってどうする』

　気の強い〝母〟が珍しくしゅんとしている姿を見て、カナレイカは目を丸くしたものだ。

「色々ってなによ、色々って」

　──自分だったら好きな人がいるのに他の人とどうこうなりたいとか絶対に思わない。だってそれは、自分自身と相手への裏切りになってしまう。

「どうしたって脈がない相手なら、諦めて他を探すかもしれないけど……」

　そこに至り、カナレイカはふと思った。〝彼〟にとって自分はどっちだったのだろう。

　脈のある相手だったのか、そうではなかったのか。

「べ、別にもう、どっちでもいいけど。だって私には関係のないことだもの」

　遊び人の〝彼〟のことだ。すぐにカナレイカのことなど忘れて、新しい相手を見つけるだろう。もしかしたら、あの美しい元恋人と普通にやり直すのかもしれない。

　きっとそうだ。それが証拠に、追いかけてもこない。

『お前の側にいたい』

　熱を帯びた蜂蜜色。滅多に見せない真剣な顔。あの目と表情を、自分は否定し拒絶した。けれどそれは正しい選択だったのだと、今はそう思うしかない。

「もう！　なんであの人のことでこんなに頭を悩ませないといけないのよ！　さっさと軍に戻ってよね、そうしたら私だって家に帰れるんだから……」

　──家。家族と過ごした、大切な我が家。けれど、そこには嘘があった。自分だけが、知らない嘘が。

『ねぇお母さん、なんでカナの髪、こことここだけ金色なの？　お母さんはカナと同じ緑の髪だけど、お父さんも叔父さんも金色じゃないよ？』

『んー？　親戚の誰かに金髪がいたんじゃない？　髪の色が混じるのはよくあることよ、リオだってお父さんとお母さんの髪色が混じっているでしょ？』

『それは、そうだけど。いいなぁ、リオは。カナもお母さんとお父さんの色がよかった』

『なぁに？　お母さんの緑だけじゃ不満なの？』

『ううん、そんなことない！　お母さんの緑、とっても嬉しい！』

　優しく撫でてくれた柔らかな手の感触。抱き締められた時に感じた温もり。

　青いスカートの上に、ポタポタと水滴が垂れて落ちる。それが雨ではないことはわかっていた。

「違うよね、嘘じゃなかったよね、お母さん……」

　──両親が亡くなってから九年。今日ほど両親に会いたいと思ったことはない。カナレイカは濡れるスカートを握り締め、一人静かに涙を流していた。







「カナレイカさん？」

　夜の闇に突如として聞こえた、聞き覚えのある声。カナレイカはゆっくりと顔を上げる。そこには、驚いたように見開かれた二つのスイカがあった。腕には、豪奢な魔導人形が抱かれている。

「アルブースさん」

「ど、どうしたんですか、こんな夜遅くに」

「あ、いえ……。あの、アルブースさんこそ、どうして？」

　ギパールト・アルブースは人形を宙に浮かせた。そして着ていた軍服の上着を素早く脱ぎ、それをカナレイカの肩にそっとかけてくれた。

　一体どれほどの間、泣いていたのだろう。思った以上に身体が冷えていたらしく、かけられた上着からじんわりと温かさが広がっていく。

「僕は空軍の士官が町を訪れたと聞いて橋の向こうの宿に行っていました。彼らはピトルーシカ少佐に軍への復帰を打診しにきたみたいですね。……あの、それでなぜ貴女が一人でこんなところに？　ピトルーシカ少佐は？　それに、そのお荷物は一体？」

　矢継ぎ早に質問をして来る割には、カナレイカの涙には触れてこない。

　だがどこか迷うような顔をしている。どう聞いたものかと、考えているのだろう。

　こういった繊細な気遣いは〝彼〟にない部分だな、と少し思う。

「家出、です」

「そうですか、家出ですか。え、家出!?」

「はい」

「あ、あの、ピトルーシカ少佐、は、なんと」

「許可を得ていたら、家出にはならないですよ？」

「あ、そ、そうですね」

　ギパールトはかなり動揺している。カナレイカはその様子を見ながらかすかに笑った。そして肩にかけられた上着を外しギパールトに返す。

「ありがとうございます。私、もう行かなきゃ」

「行くって、どこに、ですか？」

「どこか、です」

　困惑した顔のギパールトに背を向け、カナレイカはトランクを持ち上げた。

　自らの素性が〝彼〟の言った通りなら、この目の前の男は以前本人が言っていたように自分の婚約者ということになる。けれど、なぜかそれを伝える気にはならなかった。

「すみません、失礼します」

　内心のざわめきを振り払うように、ギパールトの横を足早にすり抜ける。だが次の瞬間、腕をガシリとつかまれた。

「こんな遅い時間に女性を一人でうろつかせるわけにはいきません。別荘にいらして下さい。夫人はとてもお優しい方です。ピトルーシカ少佐のことも信頼していらっしゃるし、その姪御さんを保護したということであれば僕の行動を咎めはなさらないでしょう」

　カナレイカは顔を強張らせた。泊めてもらって総督夫人にお礼を言わず立ち去ることなどできない。明日の朝には、確実に顔を合わせる必要がある。

　先ほど、なぜギパールトに自分が『エリエーニ・ドゥイーニア』であるらしいことを言う気にならなかったのか、ここでようやく気づいた。

（あの人は、お父さんと私が命を狙われていたと言った。では、一体誰に？）

　それに、父は自分たちが生きていたということをドゥイーニア家に告げることなく『ピトルーシカ』として生きる道を選んだ。

　もし父が実家であるドゥイーニア家に命を狙われていたのだとしたら、夫人と接触するのは危険なのではないだろうか。

「いえ、おかまいなく。考えたんですが、弟のところに行こうと思います。この町では魔導列車の駅構内に宿泊ができるので、今夜は駅に泊まって明日の朝一番で向かおうかと」

「家出の理由はなんですか？　もしかして、ピトルーシカ少佐となにか？」

　冷静なギパールトの声。カナレイカは背筋を凍りつかせた。

　そうだ。彼は今まで〝空軍の士官〟に会っていたのだ。

　それはあの二人に間違いない。では、カナレイカとのやり取りも聞いたのではないだろうか。それはつまり、自分がピトルーシカ家とは血の繋がりがないことを知っているということになる。

　カナレイカはゆっくり距離を取りながら、胸元のネックレスに触れた。

　ギパールトの実力は知らないが、高い魔力を持っているのはわかる。けれど、カナレイカも父親から幾つかの攻撃魔法を教えてもらった。

　カナレイカの得意魔法は雷撃と斬撃。全力でそれをぶつければ、ギパールトを怯ませるくらいはできるかもしれない。

　手の中のネックレスが淡く光り始めるのを確認し、カナレイカは覚悟を決めた。

「やれやれ、そういうところもそっくりですね、貴女たち二人は」

「え？」

　予想外の言葉に、思わず魔力集中を解いてしまった。ギパールトはカナレイカを見下ろしながら、苦笑を浮かべている。

「まぁ、貴女の場合は少佐ほど過激ではありませんが。貴女が僕を攻撃しようとした理由については薄々わかっていますよ。家出とも関係があることですよね？」

「あ、いえ、まぁ、そうですけど」

「カナレイカさん。僕は貴女が嫌がることは絶対にしないと誓います。ですから、話していただけませんか？」

　ギパールトは再びカナレイカを上着で包んでくれた。カナレイカはスイカの瞳をじっと見上げた。穏やかで、深く包み込んでくれるような眼差し。そこに嘘は見当たらない気がする。

「あの、どうして？」

「最初に言ったでしょう？　僕は〝婚約者と話をすることができる日〟をずっと待ち望んでいたんです。ただ、それだけです」

「アルブースさん……」

　──その言葉を聞き、カナレイカはなにもかもを話すことに決めた。

　自らの秘密を聞いたこと。それを自分以外の全員が知っていたこと。アイスト・ピトルーシカから想いの片鱗を告げられたものの、とある場面を目撃した時のことが心に引っかかり、激しい拒絶を示してしまったこと。

　ギパールトはたまに呆れたような顔をすることはあったが、余計な口は一切挟まず、ただ静かに話を聞いてくれた。

　そしてすべてを話し終わった時、ギパールトは重たい溜め息を一つ吐いていた。

「まさか、クルイーク・ドゥイーニアが生きていたなんて。エリエーニは誘拐されたのではなく父親の手によって保護されていたのか。そのクルイークが、よりにもよってあの時の狂竜病で──」

　ギパールトのふとした言葉に、カナレイカは首を傾げた。

「アルブースさん、〝よりにもよって〟とはどういう意味なんですか？」

「これでピトルーシカ少佐の行動の理由がすべてわかりましたよ。彼は、たった一人で家族を守ろうとしていたんです。そして同時に家族の仇を討とうともした」

「家族の仇って？」

　ギパールトはそこで初めて、躊躇うように口を噤んだ。

「教えて下さい、アルブースさん。私、もう自分だけなにも知らないなんて嫌です」

「狂竜病の病原菌が漏れ出た原因になった九年前の火山噴火。あれは噴火ではありません。未熟な者が、面白半分に魔導装具を使ったことにより引き起こされた、魔力暴走による人為的事故だったのです」

「事故!?　一体誰がそんなことを!?」

「それは──」

「アルブース中尉！」

　緊迫した空気を遮るように、掠れた声が周囲に響いた。ギパールトとカナレイカは、反射的に声のした方を振り返る。

「マルコーフィ曹長！　どうしたんですか!?」

　──そこには、片腕を押さえ血塗れになった若い男が立っていた。人参色の髪は血で真っ赤に染まり、ヒュウヒュウと掠れた息を漏らしている。それは酷い有様だった。

「だ、大丈夫ですか!?」

　カナレイカは急いで駆け寄り、さほど得意ではない治癒魔法を使い始めた。よくよく見ると、腕は肘のところがぐしゃりと潰れたようになっている。

「大変！　早く病院に連れて行かなきゃ！」

　だが、マルコーフィは首を左右に振った。

「中尉を、パミドール中尉を、助けて下さい！」

「落ち着いて下さい、曹長。なにがあったのですか？　一体誰がこんなことを？」

「ピ、ピトルーシカ少佐がいきなり襲撃してきたんです！　パミドール中尉にお前が消えれば丸く収まるからと……。助けようとしたのですがこの有様です……。殺される直前に中尉が僕を窓から放り投げてくれたのでアルブース中尉に助けを求めようと、自分では少佐に太刀打ちできません、ので……」

　ギパールトは魔導人形を抱え直し、カナレイカに続いて治癒魔法を展開させた。治癒は得意なのだろう。マルコーフィの苦しげな息が、少しずつ治まっていく。

「ど、どうして？　どうしてこんなことを？」

　カナレイカは治癒をギパールトに任せ、持っていたハンカチでマルコーフィの顔に飛び散る血液をぬぐっていた。震えは止まらず、もうわけがわからない。

「先ほどうかがった話で判断しますと、パミドール中尉との性行為を目撃されたことがカナレイカさんに拒まれた決定打だと思っているのでしょう。罪悪感と後悔が怒りに変換され、その矛先がなぜだか行為のお相手であったパミドール中尉に向かった。さすがはピトルーシカ少佐。発想が常人とは異なりますね」

　──冷静に解説するギパールト。血塗れで死にかけのマルコーフィ。元恋人に殺されそうになっている美女。元恋人を殺そうとしている叔父。

　余りの情報過多に、カナレイカは眩暈を起こしそうになる。

「ありがとうございます、アルブース中尉。もう、大丈夫です」

　ギパールトの施した治癒により、マルコーフィの呼吸は落ち着きを見せ始めていた。

「あの、大丈夫ですか？」

「えぇ、はい……」

　か細いながらもしっかりとした返事に、カナレイカは肩の力をようやく抜いた。ギパールトは小さく息を吐いたあと、一人静かに立ち上がった。

「カナレイカさん、貴女はマルコーフィ曹長とここにいて下さい。僕が様子を見てきます」

「待って下さい！　私も行きます！」

　カナレイカは血濡れのハンカチを握ったまま、縋るようにギパールトを見つめる。そしてすぐに、横たわるマルコーフィに視線を移した。マルコーフィは微かに頷く。

「あの、マルコーフィさんはここで休んでいて下さい。私、あの人を止めに行きますから。ついでに私の荷物番をしていて下さると嬉しいです」

「了解、です。もう少し休んだら、自分も向かいます……」

　カナレイカはトランクから上着を取り出し、それを丸めてマルコーフィの頭の下に置いた。身体にはギパールトの軍服の上着をかけておく。

「駄目ですよ、カナレイカさん。危険ですから」

「お願いです。だってあの人が暴れているのは、私のせいなんでしょう？」

　ギパールトはしばらく渋い顔をしていた。だがカナレイカの意思が変わらないと見て取るや、仕方なさそうに頷いた。

「いいでしょう。でも、相手はあのピトルーシカ少佐です。絶対に勝手なことをしないで下さい。よろしいですか？」

「はい、わかりました」

「では急ぎましょう」

　──カナレイカはギパールトと共に宿に向かって走り出した。その胸のうちには、叔父の意味不明な行動に対する呆れと怒りが嵐のように吹き荒れている。

　けれど、追いかけてこなかった理由がわかり妙な安堵が存在するのも確かだった。







　石造りの橋を駆け抜けると、蔦の絡まる青い屋根が見えてきた。キルピーチの宿。ジャーボロノクで最も古くからある宿だが、主のキルピーチが若い頃に王都で有名なレストランで料理人をしていたこともあり、火山しか取り柄のないこの町でもそれなりに繁盛をしている。

「向こうから人の声が聞こえますね」

「やだ、この声はキルピーチさんだわ！」

　いくら叔父でも、町の住民にまで手を出すとは思えない。だが七十をいくつか過ぎたキルピーチは頑固な料理人らしく、少々口が悪いところがある。

「叔父さんを刺激していないといいけど……」

　カナレイカは駆ける足に力をこめた。あとは角を曲がれば、宿の前の通りに出る。

「やめないかアイスト！　その姉ちゃんが死んじまうぞ!?」

　キルピーチの怒鳴り声。カナレイカはギパールトと共に急いで角を曲がった。

　──香芹色の髪の男が、通りの真ん中に立っている。

　街灯に照らされたその姿は全身が血に染まっていた。着ているシャツがぐっしょりと濡れているのが遠目にもわかった。

　血塗れの男、アイスト・ピトルーシカは元恋人であったはずの美女の喉元をガシリとつかみ、片手で軽々と吊り上げている。美女はがくりと頭部を反らし、微動だにしない。

　アイストの足元には大きな血だまりが広がり、吊るされている美女からさらなる血液が滴り落ちている。

「パミドール中尉！」

　ギパールトの呼びかけに、美女、パミドールの指先がわずかに動いた。だが、それ以上の反応がない。

「よ、よかった、中尉さんは生きているわ！」

「今は、といったところですね。腹部からの出血が酷い。それに、どうやら両腕を砕かれているようです。あれは反撃を封じるためではなく、治癒魔法を使えないようにする目的でしょうね。彼は敵に容赦がないことで有名です。身体に刻まれたコウノトリは祝福の代わりに絶望を運ぶ。そこから『絶望のコウノトリ』という通り名がついたのですから」

「う、嘘……」

　あまりにも残酷な現実に、カナレイカは気を失いそうになっていた。そんなカナレイカの元に、宿の主キルピーチが駆け寄ってくる。

「カナレイカ！」

「キ、キルピーチさん、ごめんなさい！」

「そうだな、アイストのヤツが壁をぶち破って入ってきやがったから色々ぶっ壊れているが、まぁ気にするな。他の客は避難させた。それよりもこの状況はかなりマズい。あの姉ちゃん軍人だろ？　軍人を、それも現役の奴を殺したらどうなるか、アイツが一番わかっているだろうに！」

　どうなるの、とは恐ろしくて聞けなかった。けれど、これだけはわかった。彼があの美女を殺してしまうと、もう二度と彼に会うことはできない。

「や、やめてよ！」

　カナレイカは震える足を一歩踏み出し、アイストに向かって大声で叫んだ。

　アイストは振り向かない。ただ、女の白い喉がますます締め上げられていく。カナレイカは悲鳴をあげながら、ギパールトの腕に取り縋った。

「やだ、どうしようアルブースさん！　どうにかできないんですか!?」

「攻撃したいところですが、そうすると少佐はおそらくパミドール中尉を盾にするでしょう」

「〝眠り〟の魔法をかけるのはどうだ？」

　キルピーチの提案に、ギパールトは首を横に振る。

「無駄ですね、少佐には効きません。通り名持ちの軍人というのは桁違いの実力を持っています。僕にはまだ通り名はありませんが、あのパミドール中尉も〝緋ひ毒どくの蜘く蛛も〟という通り名持ちです。その彼女があそこまで一方的にやられているわけですから」

「やれやれ、手の打ちようがないってことか」

　キルピーチは己の魔装具である眼鏡を押さえながら舌打ちをしている。

　時間はもう、ほとんど残されていない。

　カナレイカはアイストを見つめた。こんなに近くで騒いでいるのに、こちらをチラリとも見ない。気がついていないのか、あるいは気づいているのに知らん顔をしているのか。

「なんで、こっちを見ないの……？」

　──どうして、私じゃなくてその人を見ているの。

「アイスト・ピトルーシカ！」

　突如として、言葉にならない激情がこみ上げてくる。

　カナレイカは感情のままに叫んだ。今、自分の胸のうちに渦巻く思いがこの場にそぐわないものだということは十分にわかっている。

　だが、叫ばずにはいられなかった。ようやく聞こえたのか、アイストの肩がピクリと動いた。そしてゆっくりとこちらを振り向く。蜂蜜色の瞳は、見たこともないほど暗く淀んでいた。

「……カナ」

「ねぇ、なにをしているのよ！　早く中尉さんを離して！」

「お前、やっぱりソイツのところに行ったのか。そうだよな、〝婚約者〟だもんな。こんなことになるんなら、あの時きっちり殺しておけばよかった」

　どろりとした蜂蜜色の視線が、カナレイカの横を通り過ぎていく。カナレイカもつられて後ろを向いた。視線の先には、強張った顔のギパールトがいる。

　カナレイカは慌てた。

　叔父の最後の台詞が気になったが、今は誤解を解かねばならない。

「あ、ち、違うわよ！　アルブースさんとはたまたま出会ったの！」

「こんな時間に、かよ」

「そう！　空軍のお二人がいらしてるからって、ここに来ていたんですって！　そうでしょ、キルピーチさん」

　カナレイカはキルピーチ老人の顔を見る。老人はうんうん、と頷いていた。

「ほら！　ね、だから本当に偶然なの！　ともかく早く、中尉さんを下ろして！」

「カナはジズがいなくなれば信じてくれるんだろ？　俺がお前を愛しているって」

「いや、ちょっと言っている意味がわかんないんだけど、ともかくそのままじゃ中尉さんが死んじゃうじゃない！」

「カナ。あの時のことを言い訳はしない。だが、いくら愛していると言ったところで証明のしようがないからな、お前はきっと信じてくれない。だから今、ジズを殺してそれを証明する」

「待ってよ、なんでそうなるの!?」

　いきなり話が飛躍した。カナレイカは言葉を失う。そのわけのわからない理論に、どう返していいのか見当もつかない。

　思わず、吊られたままの美しい女を見つめた。全身を髪と同じような赤い色に染め、顔を苦しげに歪めながらもその美しさはまったく損なわれていない。

　──切れ長の瞳が、カナレイカを捉える。しばし見つめ合ったあと、先に目を逸らしたのはジズ・パミドールだった。カナレイカは一瞬目を伏せたあと、アイストをきっと睨みつける。

「なんでその人を殺すことが私を好きって証拠になるの？　〝ほら殺したよ、だから好きじゃないんだよ〟とでも言いたいの？　そんなわけないでしょ、馬鹿じゃないの？　あぁ、もしかして〝世代の差〟ってヤツ？　そういうの、私にはぜんぜん理解できない。若いからかな、叔父さんと違って」

「カ、カナレイカさん？　あの、あまり少佐を刺激しない方がいいのでは……」

「お、おいおいカナレイカ！　年の差なんてアイストが一番気にしているところなんだぜ!?」

　ギパールトとキルピーチの狼狽えたような声が聞こえる。だがカナレイカは言葉を止めない。

「確かに中尉さんも、他に想う人がいるってわかっていて迫るなんてどうかと思う。けどね、どれだけ迫られても叔父さんがきっぱり断ればよかっただけの話じゃない。それなのに都合が悪くなったら殺してなかったことにするってなに？　ほら、いいから早く中尉さんから手を離して」

　アイストは気圧されたような顔になり、パミドールを吊り上げていた片手の力を抜いた。美女は地上に倒れ込み、激しく咳き込んでいる。

「中尉！」

「大丈夫か、姉ちゃん！」

　ギパールトとキルピーチが倒れ込んだパミドールに駆け寄り、それぞれ治癒と鎮痛の術式を展開させていく。カナレイカはそれを横目で見ながら、内心で胸を撫で下ろしていた。

「カナ……」

　アイストは別人のように、しょんぼりとうなだれている。カナレイカは溜め息を吐きながら、叔父に近寄りその血に染まった手をそっと握った。そして、少し離れた場所に引っ張っていく。アイストは大人しく言いなりになっていた。

「カナ、俺を嫌いになった？」

「いいえ、別に」

　カナレイカは叔父を見上げた。アイストはおずおずと手を伸ばし、カナレイカの頬に触れた。

「頼むから信じてくれ。俺が愛しているのはお前だけなんだ」

「うん。私の知っている愛とはだいぶん違う気がするけど、それが叔父さんの愛だって言うならとりあえずわかった。ともかく今は、中尉さんと向こうにいるマルコーフィさんを病院に連れて行くのが先。キルピーチさんにも弁償額を計算してもらわないといけないし、色々とやることがあるの」

　カナレイカはうなだれたアイストを置き、ひとまずの治療を終えたとおぼしき美女のもとに戻った。そして横にしゃがんで様子をうかがう。顔色は青ざめているが、腹部からの出血は止まっていた。

「大丈夫、じゃないですよね。このたびは叔父が、本当に申し訳ございませんでした」

「いいえ、私こそ。貴女の言ったとおり、彼の心が手に入ることはないとわかっていたのにね」

「あ、ご、ごめんなさい、言い過ぎました」

「いいえ。それより、貴女に、謝らなきゃいけないことが、あるの」

　パミドールは小さく笑った。カナレイカは首を傾げる。

「謝らなきゃいけないこと？」

「彼、勃たなかったの……」

「は、はい？」

　いきなり、なにを言い出すのだろう。

「ちょっと硬くなっただけで、すぐにダメになっちゃったの。もう貴女じゃないと無理みたいだった。ごめんなさい、貴女があまりにも可愛らしかったから、つい意地悪をしちゃって……」

　カナレイカは目をぱちくりとさせた。ギパールトとキルピーチは、気まずげに顔を伏せている。

「あ、えっと、でも」

「貴女には、言いたくなかったんじゃないかな。見られていたのなら、なおさら」

　パミドールは指を伸ばし、カナレイカの髪をそっと触った。

「本当に、とんでもない男。でも、あの狂った鳥を飼い馴らせるのは貴女しかいない」

　カナレイカは苦笑を浮かべることでそれに応えた。

　飼い馴らせるかどうかはわからないが、叔父を野放しにしては周囲に迷惑がかかることだけは痛いほどわかった。

「あぁ、マルコーフィ曹長が来ましたね。では僕が二人を病院に連れて行きましょう。ご心配なく、重力魔法を使えば単独で搬送できますから。カナレイカさん、貴女は少佐の側にいて下さい」

　ギパールトの声に顔を上げると、曲がり角の手前にカナレイカのトランクを持ったマルコーフィが立っていた。相変わらず顔色は悪いが、パミドールの顔を見て心底ホッとした顔をしている。

　カナレイカはその場をギパールトに任せ、再びアイストの元へと戻った。アイストはどこか不安そうな表情をしている。

「カナ……」

「ね、これから私、叔父さんのことをなんて呼べばいいの？」

「叔父さん、と呼ばれるのはもう嫌だ。お前とのこれまでを否定するわけじゃないが、俺はもう、ずっと前からお前を姪としては見られなくなっていたから」

　カナレイカは頷く。

「じゃあなに？　言いたいことがあるならちゃんと言ってくれないと、私にはわからない」

「名前。俺のことを名前で呼んでくれ。それと」

「それと？」

「勃たなかったのはあの時だけだ。だから、別にこれからは問題ない」

　──その心配は特にしていなかった。というか、考えもしていなかった。







「では、僕は今から二人を病院に連れて行きます」

　ギパールトの声に、カナレイカは助かったとばかりに急いで後ろを振り返った。いきなり生々しい現実を突きつけられて、少々反応に困っていたからだ。

　ギパールトはその腕にジズ・パミドールを抱きかかえている。ヴィノー・マルコーフィは自らの足で立っていた。どうやら自力で歩いて行くらしい。

　カナレイカはチラリと横に立つアイストを見上げた。蜂蜜色の瞳には、罪悪感や後悔など微塵も浮かんでいない。

　カナレイカは溜め息を一つ吐き、気を取り直してギパールトに声をかけた。

「アルブースさん！」

「はい、なんですか？」

　ギパールトがこちらを振り向いた途端、刺すような視線が頬に突き刺さるのを感じた。だが、それには気づかないフリをする。

「まだこの町に滞在されるんですよね？」

「えぇ。総督夫人もピトルーシカ少佐がいるなら安心だとおっしゃっていましたから、しばらくの間は」

「では明日以降、都合のいい時にもう一度会って下さいませんか？　お話の続きを聞かせて欲しいんです」

「話の続き、ですか。しかし……」

　ギパールトの視線はアイストに向けられている。どこか顔色をうかがうような眼差しは、アイストの返答次第だと物語っていた。だが、カナレイカとてここはどうしても譲れない。

「お願いです、アルブースさん。もう、一人だけなにも知らないのは嫌なんです」

　ギパールトは一瞬眩しげに目を細め、すぐに柔らかく微笑んだ。

「わかりました。後日、僕からご連絡を差し上げます。少佐、それでよろしいですか？」

　カナレイカはアイストを見上げた。アイストはひどく不機嫌そうな顔をしている。

　だが急かすようにしてカナレイカが袖口を引っ張ると、渋々といった感じで頷いていた。

「…………それでいい」

「では失礼します」

　ギパールトは軽く頭を下げたあと、マルコーフィを伴いその場から立ち去って行った。







「えぇと、今度はこっちね」

　次にカナレイカはキルピーチの宿を見た。二階の窓は破られ、壁に巨大な穴が開いている。この様子だと、部屋の中は大変なことになっていそうだった。

「もう……。本当にごめんなさい、キルピーチさん」

「カナレイカが謝ることじゃねぇよ。ま、弁償額は詳細がわかり次第、遠慮なく請求するからな。わかったか、アイスト」

「あぁ、わかってるよ」

「お偉いさんとこの別荘が襲われた事件のあと、用心のために客を少し減らしたのが功を奏したよ。今日はあの軍人姉ちゃんたちを除いたらあと二組しかいなかったからな、不幸中の幸いってヤツだ。客には上手く言い訳しておくさ」

「上手くって、どんな風に？」

　カナレイカは今一度、宿の状態を確認した。通りに面した側は煉瓦レンガの壁ごと破壊され、表の通りには血溜まりができている。

　一体なにが起きればこんなことになるというのか。これを不自然ではないように説明する理由がまったく思い浮かばない。

「うーん、そうだな。〝酔っぱらいが魔法を乱射してきた〟とでも言っとくか。〝今度から外壁には結界を張って窓は魔防ガラスに変えておきます〟って詫びの一言でも入れりゃ納得してくれるだろ。本当はとっくに結界を張っているし窓も魔防ガラスなんだけどな。アイスト級の実力のヤツに襲われるなんて想定してなかったから」

　見上げてくるキルピーチの視線を受けながら、アイストは肩を竦めた。

「それでいいんじゃねぇの？」

　──よくはない。それでは通りが血の海になっている状況の説明にはならない。けれどアイストもキルピーチも『問題は解決した』と言わんばかりの顔をしていた。

「まったく、二人ともいい加減なんだから」

　こちらとしては弁償にあたって考えなければいけないことはまだあるのだ。

　例えば魔防ガラス。文字どおり魔法防御に特化したガラスになっており、その値段は小さいものでも一枚につき金貨五枚は必要になる。

　窓を破ったのは、マルコーフィの話を聞く限りジズ・パミドールだ。

　しかし原因はアイストにある以上、弁償はせねばならない。そして窓の大きさからすると、窓ガラスだけでも弁償額が相当かかりそうだということがわかった。

「違った意味での絶望を与えてくれたわ」

「あ？　どうした？」

「ううん、なんでもない。キルピーチさん、表の血溜まりは明日、私が掃除に来るのでもう休んで下さい。今日は本当にすみませんでした」

「おぅ、よろしく」

　腰をトントンと叩きながら宿に戻って行くキルピーチを見送ったあと、カナレイカは叔父だった男、アイストと共に自宅に向かって歩き出した。

「そういえば、腕はもう平気なの？」

　カナレイカはトランクを持つアイストを見上げた。平気もなにも、折れた側の腕で成人女性を軽々と吊り上げていたのだ。

　だから大丈夫ではあるのだろうが、今朝までは確かに右腕を吊っていたのだから心配にもなる。

「ジズは最高位の治癒術を使える。だからヴィノーを人質に取って、まずは腕を完全に治させた」

「あ、そ、そうなんだ。すごいね、中尉さん。治癒術なんて極められる人、そうそういないのに」

「アイツは天才だからな」

「……ふぅん」

　──胸の内に、重たいなにかが沈み込んでいく。なぜ、彼は自分を選んだのだろう。

　身近にいたからか、それともドゥイーニア家の血族だからか。自分など能力も容姿もたいした人間などではないのに。

「ねぇ、ちょっといい？」

「ん、なんだよ」

「その、私のことを好きっていう話なんだけど。私が叔父さ、じゃなくてアイスト、の、気持ちに応えない選択ってありなの？」

　朝起きた時には、横を歩いている男は自分にとって単なる叔父でしかなかった。

　それなのに、今は彼が他の女性のことを見たり話したりするだけでこんなにも気持ちを乱される。

　つい先ほどまではアイストのことをなんて身勝手な男なんだろうと思っていたのに、本当に身勝手なのは自分の方だったのだ。

　あの美しい中尉は『彼を飼い馴らせるのは貴女だけ』と言っていたが、自分のような女より美貌も才能も人望も、なにもかも持っている彼女のほうが彼の横には相応しいのではないだろうか。

「カナ」

「なに？」

　カナレイカはさりげなさを装いながらも、しっかりと身構えた。アイストは叔父であった頃、なにかしらの選択はすべてカナレイカの意見を尊重してくれていた。

『お前の好きなようにすればいい』

『お前がそう言うなら俺はそれに従う』

　そういって優しく、時に困った顔をしながらカナレイカの望む選択に従ってくれた。

　だから今度もきっと、カナレイカの気持ちを察した答えをくれるはずだ。

　そう考えただけで、胸の奥底がひっそりと痛む。だがこのまま叔父の手を取ってしまったら、劣等感と己の惨めさにいつか押し潰されてしまいそうな気がする。カナレイカはゆっくりと深呼吸をしながら、アイストの返答を待った。

　──『気持ちに応えられないと言うなら、仕方がない』という答えを。

「カナ、帰ったらすぐ婚姻届にサインしてくれ。届け出用紙は家に置いてあるから」

「うん。……うん？　え、今なんて言った？」

「婚姻届。俺はもうサインしてあるから、あとはお前がサインするだけだ」

「いや、あの、え……？」

　予想外の答えにカナレイカは面食らっていた。当のアイストは口元に薄く笑みを浮かべている。その笑みを見た途端、カナレイカは自分の考えがまったくの的外れであったことを悟った。

「あっ、嘘、嘘だよ、今の！　ご、ごめんね？　あの、病院を襲撃したりしないでね？」

「お前、まだ俺の気持ちを疑ってんのか。なら、今まで寝た女を全員殺してこようか？　時間は少しだけかかるけど、向こうが生きてさえいれば探し出して消すのはそう難しいことじゃない」

「やめて、ごめんなさい！　信じるから、なにもしないで！」

　──正直なところ怖い。この人は一体いつから、こんなにも大きく歪んだ感情を持っていたのだろう。ともかく今は、この物騒な話題から話を逸らさなければならない。

「あの、ところで婚姻届それ書いたの、いつ？」

「二年前」

「そ、そうなんだ。用意がいいね。あ、でも、そこまで考えていたならさっさと私に本当のことを話して告白してくれればよかったのに」

　二年前と言えば修理店の開店準備にバタバタしていた時だ。その時すでにアイストは軍を辞めていた。そこでゆっくり時間をかけて説明してくれていれば、受け入れるかどうかは別としてここまでおかしなことにはならなかったと思う。

「何度も言おうと思ったよ。けどお前に拒否されたらと思うと、怖くてどうしても言えなかった」

「拒否って。確かに血の繋がりがないことに対する衝撃は今回と変わらなかったかもね。けど、仮に叔父さんのことを男の人としては見られなかったとしても、私の大好きな叔父さんであることは変わらなかったと思うよ？」

「叔父さんって言うな。そう頼んだだろ」

　アイストは急に足を止めた。カナレイカもつられて立ち止まる。

「俺は多分、あのスイカ野郎が現れなければこのままずっと、偽りの叔父を続けていたと思う。お前のことが欲しくてたまらないのに、拒まれた時の衝撃に耐えきる自信もない。気持ちを押し殺して、死ぬまで我慢し続けることしかきっとできなかった」

「私に彼氏ができたら、どうするつもりだったの？」

　こんなことになるなら、さっさと恋人をつくっておけばよかった、と少しだけ思う。

「男なんか近づけさせるわけないだろ。仮にお前がいきなり男を連れて来たら、事故かなにかに見せかけて存在を抹消するつもりだったよ」

「嘘でしょ、最低……！」

　なぜ、こんなに残酷なことを平気で口にできるのだろう。自分はあの美人中尉と好き放題していたくせに、カナレイカが誰かと共に歩むことを許さないなんて。

「なんとでも言え。とにかく、俺の気持ちを知ったからにはもう絶対に逃がさないからな？　逃げようなんて思うなよ？」

「言い方がいちいち怖いんだけど……」

　カナレイカはようやく、ジズ・パミドールが言っていたことを正しく理解した。

　アイスト・ピトルーシカはちょっと、いや、かなりおかしい。

　これは責任を持って、自分が一生面倒を見ないといけない気がする。

「はぁ、もう考えるのはやめた。早く帰ろうよ、帰ったらすぐにお風呂に入ってね？」

「そうだな。血塗れだからな」

「私も。アイストに触ったし触られたから、あちこちに血がついているもの」

　カナレイカは自らの右手をアイストに向けた。そこには彼の手をつかんだ時の血がべったりと付いている。おまけに先ほどは頬を撫でられた。きっと顔も酷いことになっているはずだ。

「夜遅い時間でよかった。血塗れで歩いている二人組なんて憲兵に見つかったら絶対、職務質問だけじゃ済まないもの」

「カナレイカ」

「んー？　なに？」

「もう一度だけ言うが、お前は帰ったらまず届けにサインしろよ。わかったか？」

「あー、そのことなんだけど、やっぱりまだ早くない？　せめてリオに報告してからでもいいと思うんだけどな」

　この期に及んで、まだ勇気が出ない。どうしても、及び腰になってしまう。

「いいから黙ってサインしろ」

「はいはい、わかったわよ」

　アイストに冷たく睨まれ、カナレイカは首を竦めて頷いた。

　これはもう、サインをしないとなにが起こるかわからない。周囲の人たちのためにも、迅速に婚姻届へサインをするしかない。

「それから」

「ま、まだなにかあるの？」

「俺は確かにお前より十一も歳上だが、体力はお前よりずっとある。もう二度とオッサン呼ばわりできないように思い知らせてやるからな。お前の身体に、徹底的に」

　アイストは硬直するカナレイカに向けて、ペロリと舌なめずりをした。







　自宅に帰り着いてすぐ、カナレイカは有無を言わさず風呂場に放りこまれた。そして浴室の外でアイストが監視する中、急いで身体についた血を洗い流した。

「俺の部屋で待ってろ。それと、俺が出るまでに書類を書いておけよ」

　アイストは持っていたシャツをカナレイカに手渡し、自身も服を脱ぎ捨て浴室へ入っていく。カナレイカは大人しく叔父の部屋に向かった。

　叔父の部屋に入るのははじめてだ。部屋の中には、ほんのり煙の香りが残っている。

「叔父さんったら、部屋で煙管を吸わないで、っていつも言っているのに。ホント、わがままなんだから」

　そしてシャツを一枚着ただけのカナレイカは、叔父の机を見た。そこには一枚の書類と万年筆が置いてある。

　言わずと知れた婚姻届だ。彼が言っていた通り、届け用紙にはアイストの字できっちりとサインが書かれている。

「納得いかないなぁ」

　カナレイカは机を指でとんとん、と叩いた。

「色々と全部知ってからのほうが、気持ち的には納得いくんだけどな。今の状態じゃ脅されてサインをする感じじゃない。叔父さん、それでいいのかしら……」

　ぶつぶつと呟きながら、自らの腹部に目線をおろす。そこには、淡く光る魔術文言が帯状になり腰にグルグルと巻きついていた。光る帯の端は、アイストが指にはめている予備魔装具の指輪に繋がっている。

「いいと思っているから、こういうことをするのよね」

　どうやら、たった一回の家出で完全に信用を失くしたらしい。何度逃げないからと訴えてもアイストは聞く耳を持たず、容赦なくカナレイカを光の帯で拘束していった。

「仕方ない、諦めておとなしくサインしよう。どっちにしたって、結婚することからは逃れられなさそうだもの。だったら早いか遅いかの違いだけだからね」

　カナレイカは溜め息を一つ吐き、婚姻届にさらさらと万年筆を走らせた。アイストの名前と並ぶ自らの名前。それを見ながら、カナレイカはふともう一つの名前を思う。

『エリエーニ・ドゥイーニア』

　それはどうやら自分の本来の名前のようだが、どうもしっくりこない。

　やはり自分は『カナレイカ・ピトルーシカ』なのだと、心から思う。

「何事もなければ私はきっと、アルブースさんと結婚していたのね。アルブースさんは優しいから、きっと穏やかな結婚生活を送れたんだろうな」

「悪かったな。俺が相手じゃ不満なのかよ」

　突如として聞こえた低い声に、カナレイカは身体を強張らせた。動けないカナレイカの背後から腕が回り、椅子に座ったままのカナレイカをゆっくりと抱き締めていく。耳元に熱が近づいてきたかと思うと、耳朶をカプッと甘噛みされた。

「ひっ……！」

「やっぱりアイツがいい？　俺よりも？」

　──抱き締めている腕にギリギリと力がこもり始め、噛りつかれている耳は次第に痛みを訴え始めている。

「う、ううん、そうじゃないの。い、今のは〝エリエーニ〟だった時の話だから。私は、〝カナレイカ〟でしょ？　だからぜんぜん、もうまったく関係ないの。ほら、届け出にちゃんとサインだってしたわよ？」

「……カナレイカ、俺のほうがいいって言え」

　耳の後ろにちゅ、と吸いつきながら地を這うような声で囁いてくる。甘い態度と正反対の声音に、カナレイカは背筋をゾクリと震わせた。

「ア、アイストのほうがいい、に決まっているじゃない……」

「だろ？」

　その満足そうな声にホッと安堵したものの、〝優しいアイスト叔父さん〟はどこに行ってしまったのだろう、と少し悲しく思うのも確かだった。彼が変わったと思っているわけではない。今の彼はただ、本来の性格を剥き出しにしているだけだ。

　けれどアイストが叔父のままなら、カナレイカはこの獰猛な一面を生涯知ることはなかったはずだ。

（それがよかったのか悪かったのかは、今はまだよくわからないわ）

　──身体の上を、いつの間にか男の手が這い回り始めている。その手の上に、カナレイカはそっと自分の手を重ねた。忙しなく動き回る手が一瞬止まり、次の瞬間カナレイカは椅子の上から軽々と抱き上げられていた。







　ベッドに下ろされると同時に、アイストが覆い被さってくる。カナレイカはその刺青だらけの身体から思わず目を逸らした。

　上半身の裸は何度も見たことがあるが、全裸を見るのはこれが初めてになる。

　子供の頃も叔父と風呂に入った記憶は一切ない。今思えば、そういった面は母が配慮していたのだろう。

「カナ、こっちを見てくれよ。俺が怖い？」

「ううん、怖くない。え、えっと刺青、足の方にもいっぱい入っているのね」

　──本当はものすごく怖い。アイストが、ではなく性行為が。けれどそれをそのまま口にすることは恥ずかしくてできず、カナレイカは必死で現実逃避を試みた。

　見知っているのは、上半身の首から臍の下辺りまで彫られている全身に鎖を巻きつけ弾丸を咥えたコウノトリ。その鎖は両腕にも巻きつき普段は見えない足にまで及んでいた。

　そして見たこともない文字のようなもの。引き締まった足に絡まる鎖には錠前が取り付けられている。

　彼が〝叔父〟だった頃には単純に格好いいと思っていたが、今は途と轍てつもなく不穏なものに見えてくるのはなぜだろう。

「まぁな。つっても俺が自分で頼んだのはこの〝梵ぼん字じ〟ってヤツだけ。他のやつは彫り師のジジィが俺の話を聞くたびに面白がって勝手に彫っていったんだよ」

「そ、そうなの」

「彫り物なら、またあとでじっくり見せてやるよ」

　アイストの長い指がシャツのボタンを器用に外していく。カナレイカは少し身体を硬くした。アイストが自分のシャツ以外を身に着けさせてくれなかったため、シャツの下は全裸なのだ。

「あ、あの私、こういうことするの、初めてだから……」

「お前の身体に誰も触れてないってことくらい、知ってるよ」

　カナレイカの着ていたシャツが完全に開はだけられ、生まれたままの姿が男の眼前に晒される。緊張と夜の寒さで尖り切った乳首に、アイストは性急に吸いついていく。

　カナレイカは身体をビクンと震わせた。温かい口内に包まれた先端から、じわりとなにかが全身に伝わっていく。

「や……ッ！　あぁ……ッ」

　音を立てながら痛いくらいに吸われたかと思うと、すぐに柔らかい舌でくすぐるように撫でられた。それを左右で交互に繰り返されていくうちに、段々と頭がぼんやりとしてくる。

「ひぁッ！　あ、あぅ、んんッ……！」

「カナ、カナレイカ……！」

　アイストはまるで獣のような荒い息使いで、カナレイカの全身に唇を落としていく。

　カナレイカは半ばパニック状態に陥っていた。そのせいで、身を捩るたびに足の間から濡れた音が響くことに気づくのが少し遅れた。

「まだ触ってもないのにすげぇな、もうトロトロになってる。まさかこんなにエロい身体をしてるとは思わなかった」

「そっ、そういうこと、言わないで！」

「ほら、もっと足を開けよ。閉じていたら可愛いトコが見えねぇだろ？」

「いやっ！　そんなところ見ないでよぉ……っ！」

「ワガママ言うな。ちゃんと見ないと、舐めたり吸ったり噛んだり色々できないだろうが」

　──今朝まで叔父だった男の口から放たれる、数々の卑猥な言葉にカナレイカは半泣きになっていた。もうアレコレされるのはいいとして、それならばせめて黙ってしてくれないだろうか。

「ひ……ッ!?」

　ふくらはぎをつかまれ、大きく割り広げられた足の間に香芹色の髪が沈みこんでいく。

　信じられない場所に舌が這う感覚を覚え、カナレイカは耐え切れずに大きな悲鳴をあげた。

「やぁぁぁっ！　いや、舐めないで！　舐めちゃだめーッ！」

　じゅるじゅるとなにかを啜り上げる音が聞こえるたびに、下半身が甘く痺れていく。

　固定された足を動かすことはできないのに、腰だけがガクガクと勝手に跳ね口からは恥ずかしい声が絶え間なく吐き出されていく。

「ふぁぁっ、あっあっあ……ッ！」

「ん、硬くなってきた。ここ、今から強く舐めるからな？　お前は敏感だからちょっと辛いかもしれないが、すぐに気持ちよくなるから」

「いや、なに、なにするの!?　やだ、ひぁッ……!?」

　散々舐められ吸われたそこから、全身を貫くような強烈な刺激が走った。まるで神経を直接触られているかのような感覚に、カナレイカは声も出せずただ身体を痙攣させる。

　見えずとも、アイストの舌が性器のとある一か所を執拗に嬲っている様子がはっきりと伝わる。次いで襲い来る異物感に、カナレイカは身を捩って泣き叫んだ。

「いやぁぁあッ！　やだ、やだぁッ！」

「そんなに怖がんなよ、指を入れただけだから。カナレイカ、ほら、力を抜け。そんなに締めつけられたら指が動かせないだろ？」

「おじさ、やだ、もう怖いよぉ……」

「叔父さんじゃねぇっつってんだろ。怖いことなんかないんだって。今感じているのは〝気持ちイイ〟なんだよ。大丈夫、すぐ覚えられるし、忘れさせないから」

　アイストの指が前後に抜き差しされていくたびに、水音が激しくなっていく。

　剥き出しにされた部分は、いまだに舌で嬲られ続けている。そこにカリッと歯が立てられた瞬間、カナレイカはピンと突っ張らせた足の間から飛沫を飛び散らせた。

「可愛いな、この程度でぶっ飛ぶのかよ。そんなんじゃ、最後までもたねぇぞ？」

　カナレイカは虚ろな眼差しでアイストを見た。男は上体を起こし、濡れた左の手の平を楽しそうに舐めている。カナレイカの瞳に映るのは、左手の甲全体に彫られている有刺鉄線で作られた鳥籠。鳥籠の存在は以前から知っていたが、今までそうじっくりと見たことはなかった。

（あ、小鳥……）

　──今、気づいた。鳥籠の中に、金色の小さな鳥が囚われている。

　籠の上部から伸びた有刺鉄線は男の薬指全体に絡まり、出口のない鳥籠の中の小鳥は決して逃げることはできない。まるで今の自分のようだと、カナレイカはその哀れな小鳥をぼんやりと見つめていた。
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　アイストは己の荒く掠れた呼吸を聞いていた。過度の興奮で過呼吸すら起こしそうになっている自分を、僅かに残された冷静な自分が嘲笑っているのがわかる。

「仕方がないだろ、こんなになるのも。俺はずっと、こうしたかったんだから」

　──可愛い姪を、愛する女と認識した日から今日に至るまで、頭の中で何度彼女を犯したことだろう。距離を置いてからは顔を見られない分、なおさらその凶暴な想いは募っていった。戦闘のあとは特にひどく、カナレイカを想いながら朝方近くまで自慰に耽ったこともある。あふれる欲を持て余し、衝動のまま実家の近くまで来たことも一度や二度ではない。

　その都度、危険を察知して追いかけて来たジズに連れ戻されていた。あとはその身体を利用してなんとか劣情を鎮めていたのだ。

　けれど、死にたいほど恋い焦がれていた存在は今、自分に組み敷かれ可愛い鳴き声をあげている。

　下半身が痛いほど反応しているのがわかる。今すぐにでも、彼女を自分のものにしたい。けれど長年我慢し続けた分、カナレイカをとことんまで追い詰めて泣かせてやりたいという嗜虐心も湧いてきていた。

　アイストは全身を桜色に染めながら、涙目で喘ぐカナレイカの唇に深く口づける。

　驚いたように逃げ回る小さくて滑らかな舌。それを執拗に追いかけ、己の舌で絡め取っていく。お互いの口からあふれた唾液を飲みこみ、そして飲みこませながら理性が甘さにゆっくりと溶けていく感覚を楽しむ。

「カナレイカ、こっち向けよ。もっと俺を見て」

　深くて長い口づけのあと、カナレイカの顎をつかみその上気した顔をうっとりと眺めた。

　メロン色の瞳は涙で潤み、甘い果汁をたっぷりと含む本物の果実のように見える。

　その甘い果汁を味わうかのように、舌を駆使して全身を余すところなく舐め回した。

　カナレイカの秘部は十分すぎるほど蕩けて柔らかくなっている。カナレイカはすでに何度も達しているらしく、身体がカタカタと小刻みに震えていた。

　けれど、休ませるつもりはない。

「身体は十分に仕上がったけど、頭の中はまだまだ、だな。骨の髄まで俺って男を刻みこんでおかないと」

　激しく喘ぐ唇をペロリと一舐めし、トロトロと止めどなく蜜をあふれさせる秘裂にぬるりと指を潜り込ませる。途端にカナレイカの両目が見開かれ、身体が大きく跳ねた。

　そのまま深く差し込んだ中指と薬指で、襞を抉えぐるように擦り親指で陰核をぐりりと潰した。もう片方の手は脇から手を出し硬く勃ち上がった桃色の乳首を弾く。

　そして反対側に吸いつき、舌でくすぐって甘やかした直後にキツく噛む。

　カナレイカは掠れた悲鳴をあげながら何度も身体を跳ねさせる。それを力ずくで押さえつけ、ますます激しい責めを加えて行く。

「ひっ、あぁぁッ！　やぁ、やッ！　あっ、あっ……あぅぅッ！」

「……可愛い声。カナレイカ、ほら、もっと鳴けよ」

　左手で泣き喘ぐカナレイカの頬を撫で、次いで赤く濡れた唇をなぞる。

　散々貪った唇は、ぷっくりと赤く腫れていた。口の端から涎をこぼすカナレイカの口の中に、薬指を強引に捻じこむ。ふと手の甲に彫られた、鳥籠に閉じ込められた金の小鳥が目に入った。

　──なにも知らない無垢な金糸雀カナリア。美しくしなやかな身体でただ歌を歌っていただけなのに、気づいた時には周囲に檻を編み上げられていた。

　だから簡単には外に出られない。誰かが檻を、破壊しない限りは。

　これは若い頃に『星術師』という今はもう存在しない職業に就いていた彫り師の老人に、戯れにカナレイカの話をした時に彫られた刺も青のだった。

　頼んだ梵字の時よりも、老人が真剣に彫っていたこの刺青は、いつしかアイストの心の支えになっている。

「姉貴や義兄さんが生きていたら、俺たちはどうなっていたのかな。俺はずっと我慢し続けるつもりではいたが、案外あっさりとお前を手に入れていたかもしれない。いや、そもそもお前に惚れていなかったかもしれないな」

　──姉と義兄。二人がいなくなったから、自分は幼い姉弟のために忙しい合間を縫って家に帰る羽目になった。両親が揃っていれば、カナレイカに接触する機会は確実に減っていただろう。そうすれば、彼女への想いに苦しむこんな未来はなかったかもしれない。

　そうかといって、ジズとの間に未来があったとも思えない。軍の後輩で直属の部下だったジズとのつき合いはカナレイカよりも長い。もしそんな運も命のが存在するなら、とっくにそうなっていたはずだ。

「んんっ、んーっ！」

「あぁ、ごめんな？　苦しかったか？」

　口の中に指を突っ込まれたままのカナレイカが苦しげに呻く。

　アイストはゆっくりと薬指を引き抜き、唾液に濡れたその指をそっと口に含んだ。そしてすぐに引き抜き、代わりにカナレイカの華奢な腰をグイと引き寄せた。

「や、なに……？」

　カナレイカはイヤイヤと首を振る。アイストは薄く笑い、熱く蕩けた秘部に滾る己の性器をあてがった。それは待ち望んでいた瞬間だったが、同時に二度と〝叔父と姪〟の関係に後戻りできない瞬間でもあった。

「カナ、俺につかまれ。ちょっとだけ我慢しろよ、痛いのはすぐに治まるから」

「え、いたい、の……？」

「最初だけな。だから俺につかまっていろって言ってんだろ？」

「わ、わかった」

　カナレイカはビクビクと怯えながら、ろくに力の入らない手で懸命にアイストの首に手を回す。その健気な姿に嗜虐の心は瞬時に消え去り、代わりに愛しさと庇護欲が同時に沸き起こってくる。

「愛してるよ、カナレイカ……」

　ちゅ、と口づけたあと、一気に貫こうと細い足を抱え直す。

　その時、潤む瞳からメロンの雫が一粒こぼれた。それを見たアイストの脳内に、昔カナレイカと交わした会話が突如として蘇ってきた。

　──それは十年前のこと。

　姉と義兄が亡くなる一年前。当時二十二歳のアイストは少尉に昇進したばかりで忙しい日々を送っていた。軍人が〝忙しい〟ということはつまりそういうことである。

『国の敵』を殺すたびにいちいち罪の意識など感じていられない。

　それでも無意識に疲弊していたのか、アイストは短い休暇が取れるたびに実家へ帰省するようにしていた。

　アイストは上半身裸というだらけた格好でソファーに寝そべっていた。

　その横に、カナレイカがちょこんと腰かけ刺青を興味深げに眺めている。アイストはそんな姪をじっと見つめた。

　自分と同じ姉の香芹色の髪に似た緑髪だが、透明感がまるで違う。

　比べて見れば、自分たち姉弟とは似ても似つかない色だということがわかる。そして側頭部のみの金髪は、純金を溶かしたような混じりけのない黄金色。

　瞳は義兄と同じ半分に割ったメロンのような色合いだが、幼い分みずみずしさにあふれている。それは、思わず引き込まれるような美しさだった。

『ねぇ叔父さん』

『あ？　なに？』

『軍人さんって、どんなお仕事をしているの？』

　お茶を淹れていた姉の身体がギクリと強張ったのがわかった。姉は、アイストが今どんな任務に就いているかを、薄々知っていたからだ。

　アイストは姉をチラリと見た。姉は心配そうな顔で見ている。その顔から視線をそらし、再び姪の顔を見た。血の繋がらない姪。可愛く思っているのは確かなのに、汚れのないその眼差しになぜか無性に苛立ちを覚えた。

『戦争してんの』

『戦争……』

『そうだな、簡単に言えば人殺しだよ』

『ちょ、アイスト！　あんたカナに、子供になんてことを言ってんのよ！』

　姉は顔色を変えてアイストを怒鳴ってきた。だが、意外なことに義兄は咎めてこない。

　義弟アイストへ遠慮しているわけではないことはすぐにわかった。姪と同じその瞳には、アイストに対する深い信頼が満ちていたからだ。

『ごめん、カナ。今のは冗談だよ。そうだな、俺の仕事は──』

『悪い人？』

『……は？』

『叔父さんは、悪い人をやっつけているの？』

『いや、悪い人ってわけじゃあねぇんだけど……』

　アイストは寝ぐせのついた髪をガリガリと掻いた。

　一いっ時ときの不可解な苛立ちにまかせて言い出したのは自分なのに、今はどうすればこの無垢な姪を傷つけずに済むかをひたすら考えている。

　その沈黙を破るかのように、アイストの向かいに座っていた義兄がカナレイカに話しかけた。

『カナレイカ』

『なぁに？　お父さん』

『戦争は、どちらが悪くてどちらが悪くないというものじゃないんだ。こちら側からすると向こうは悪者。でも、向こう側からするとこっちが悪者なんだよ』

『どうして？　カナの叔父さんは悪者じゃないよ？』

『そうだね。でも、向かって来られたら戦うしかない。たとえ相手がいい人でもね』

　穏やかに話す義兄と、素直に頷く姪。アイストは親子の会話をただ黙って見つめることしかできなかった。

『ねぇ、叔父さん』

『な、なんだよ』

　真剣な顔でこちらを見据える姪の視線に、アイストは怯んでいた。

　そしてそんな自分にひどく驚く。戦場では怯えたことなど一度もないのに、こんなに小さく無力な姪に怯えるなんて自分は一体どうしたのだろう。

『カナは、叔父さんを助けるよ』

『あぁ？　なにを言ってんだ、お前』

『もし、叔父さんと知らない人が湖で溺れていて、どっちかしか助けられなかったらカナは絶対に叔父さんを助ける。その人がすごくいい人でも、お家に家族が待っていても、カナには叔父さんのほうが大事だから。……あの、そういうことだよね？』

　──この時、姉と義兄がどんな顔をしていたのかは覚えていない。けれど、その時のカナレイカの言葉だけははっきりと覚えている。子供の戯言と笑い飛ばすには余りに真剣で重たい言葉。気づくと、頬に涙が伝っていた。

　その時から、アイストは敵にまったく容赦をしなくなった。二度と歯向かう気持ちが起きないように、徹底的に破壊し殺した。心の奥底に眠っていた、躊躇いや迷いは一切消え去っていた。

　──この先どれだけ罪に溺れても、カナレイカが必ず、救い出してくれると信じていたから。

「どうしたの？」

　頬に触れる柔らかい手の感触。そこでふと我に返り目線を動かした。首にしがみついていたはずのカナレイカが両手で優しく頬を撫でている。その手をつかんで初めて、アイストは自分が泣いていたことに気がついた。

「どうして、泣いているの？」

「……カナ、俺を助けてくれ」

「え？」

「……お前を愛してる。頭がどうにかなりそうなくらいに愛してるんだ。お前を失ったら、俺は苦しくて息ができなくなる」

　自覚をしたのはもう少しあとになるが、アイストは確かにあの瞬間カナレイカに恋をした。否定も肯定もせず、ただアイストだけを『助ける』と言ってくれた十一歳の少女に。

　姉と義兄が生きていても、カナレイカを愛してしまう未来はきっと訪れただろう。

　だからそのカナレイカに想いを否定し拒まれた時、自分はああまで取り乱してしまったのだ。身の内に燻っていた愚かしい劣情が、涙と共に溶けだして行く。

「カナ、カナレイカ、俺は」

　アイストはわずかに残った理性の残滓を必死でかき集めていた。カナレイカの返答によっては、速やかにこの場を離れなくてはならない。ここで我を失うわけには、どうしてもいかなかった。
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（叔父さんが泣いているのを見るのは、これで二回目……）

　ポタポタと落ちる涙の雨を浴びながら、カナレイカは叔父の言葉の意味を考えていた。

『俺を助けてくれ』

　一体、なにから助ければいいのだろう。普通に考えると、〝カナレイカ本人から〟という気がする。叔父が何度も告げてくる愛の言葉に、自分は何一つ応えていないからだ。

　では『私も愛してる』と言えばいいのだろうか。

（ううん、違う。きっとそうじゃない）

　カナレイカは思い出していた。

　そうだ。自分は子供の頃、叔父を助けると言ったことがある。

　叔父と見知らぬ人が溺れていたなら、自分は迷わず叔父を助けると。叔父がどんな人間だとしても、相手がどれだけ素晴らしい人物であっても、見殺しにすることでもがき苦しんで死んでいく様子を眼前で見ることになったとしても、自分は叔父を選ぶ。そんな強い気持ちをこめて、叔父に伝えた。その時叔父は、今と同じく静かに涙をこぼしていた。

　カナレイカはふと、己の手をつかむ叔父の手が震えていることに気がついた。

（あぁ、そういうことなのね……）

　そこでようやく、助けを求めて縋りつき、震えるその手の『正体』に思い至った。

　──溺れていたのは、〝叔父〟のアイスト・ピトルーシカと〝男〟のアイスト・ピトルーシカ。見捨てられたほうは深い沼の底に沈み、二度と浮き上がってくることはない。

　カナレイカはゆっくりと息を吐き、濡れた蜂蜜色にしっかりと視線を合わせた。

「ごめんなさい〝叔父さん〟。私は、〝アイスト〟しか助けてあげられない」

　次の瞬間、カナレイカは骨が折れそうな勢いで抱き締められていた。

「愛してるよ、愛してる……！　俺のカナレイカ……！」

　何度も何度も同じ言葉を繰り返す男の背をそっと撫でながら、カナレイカは胸の中で『大好きな叔父さん』に永遠の別れを告げていた。








第四章　居場所と思い出









　カナレイカは恋人になったばかりの男の腕に抱かれ、その引き締まった胸元に頬をすり寄せていた。アイストは結局、カナレイカの処女を奪わなかった。

　かといって昂たかぶりが治まったわけではないようで、抱き締められている今でも腹部に硬いものがあたっている感触がある。

　けれどアイストが懸命に我慢しているのをいいことに、カナレイカは遠慮なく甘えていた。申し訳ないことをしている自覚はある。

　けれど、先ほどまで暴力的に押さえこまれていたのが嘘のような、この安らいだ時間が心地いい。互いの体温が混じり合う、柔らかな温かさに疲労感が溶けだしていく。

　今にも眠りそうになるのを必死でこらえながら、カナレイカは己を抱き締める男を見上げた。

「あのね、お願いがあるの」

「ん？　なに？」

「その、最後までするのも婚姻届を出すのも、私がアルブースさんのお話を聞いてからにして欲しいの。駄目？」

　アイストは苦虫を噛み潰したような顔をしている。しばらく考えるような素振りを見せたあと、やがて渋々といった様相で頷いた。

「わかった。お前がそうしたいならそれでいい」

「わがまま言ってごめんね？　でも、聞いてくれてありがとう」

「お前に関して我慢するのは慣れてるからな。その代わり、なにもかも片づいたら三日くらい店を臨時休店にしろよ？」

「え、なんで？」

「お前の体力を考えて言ってんの。二日はベッドから出すつもりねぇし」

「い、いきなり怖いこと言わないでよ……」

　アイストはなにも答えない。黙ったまま、カナレイカの髪にそっと口づけていた。カナレイカは腹部に回された手に、己の手をそっと重ねた。

「誤解しないでね。知らないことを色々と抱えたままだと落ち着かないし、なにもかも知ってから先に進みたいの。大丈夫、私はあなたと、ずっと一緒にいるって決めたから」

「絶対に俺から離れないって、約束できるか？」

「うん、約束する。だって多分、私も愛しているから。あ、〝多分〟っていうのはまだはっきりとわからないからなんだけど、でもあの美人中尉さんとあなたがお話ししてる場面とか想像するとすごく嫌な気持ちになるんだもの」

　──『私も愛してる』と言ったほうがアイストは喜ぶだろうし、それを口にするのは簡単だ。だがカナレイカはアイストに嘘も隠し事をするつもりはなかった。

　だから中途半端な今の気持ちを、ごまかすことなくそのまま伝えた。アイストは苦笑し、カナレイカの髪をくしゃりと撫でてくれた。

「俺はきっと、お前のそういうところがなによりも愛しいと思っているんだろうな」

　アイストはカナレイカの髪を撫でた後、急に起き上がりベッドから降りていく。

「どこに行くの？」

「これ、風呂場でどうにかしてくる」

　そう言い、己の股間を指差すアイストから全力で顔を逸らしながら、カナレイカは音が出る勢いで頷いた。

「わ、わかった。いってらっしゃい」

　アイストが寝室を出て行ったあと、カナレイカは今さらながら申し訳なさに身体を縮こまらせた。ここまでの一連の流れで、自分の気持ちを言い出しにくい雰囲気に怖じけづいてしまっていた部分は確かにあった。

　とはいえ、直前でお預けを喰らわせるくらいならもっと早く勇気を出して伝えるべきだった、と思う。カナレイカはシーツを手繰り寄せ、その中に顔を埋めた。大きく息を吸い込むと、アイストが時折つけている整髪料の香りがする。

「ん、この匂い大好き」

　それは、カナレイカが自らの手で葬ってしまった〝叔父〟の香りであると同時に、これから生涯を共にするであろう〝男〟の香りでもあった。

　そうやってシーツと戯れているうちに、強烈な睡魔が襲ってくる。よく考えれば、いつもはとっくに寝ている時間なのだ。

「う、寝ちゃいそう」

　せめて彼が戻って来るまで起きていよう、と懸命に眠気と戦う。けれど色々な出来事により疲れきった身体では、到底眠気に抗えそうもなかった。

　カナレイカは諦め目を閉じた。そしてそのまま一気に眠りの世界に落ちていく。

　完全に意識を手放すその瞬間、瞼の裏に優しく微笑む両親の顔を見た気がした。







　翌日。

　カナレイカは大慌てで服を着替えていた。

　キルピーチの宿の表通りを掃除に行くと宣言したのに、すっかり眠りこんでしまった。

　今はもう昼の十二時過ぎ。予定していた時間を大幅に過ぎている。

「やだやだ、もう、どうしよう！　朝早くに行って掃除するつもりだったのに……！」

　あの血溜まりは人目につかないうちに洗い流す必要があった。こんな時間になってはもう手遅れかもしれないが、憲兵の調査が入ったかどうかだけは確かめないといけない。

「なにをバタバタと騒いでんだよ」

　いつの間にか現れたアイストが、呆れたような顔つきで部屋の扉に寄りかかっている。

「なんで起こしてくれなかったの!?　私、お掃除に行かないといけなかったのに！」

「あぁ、それか」

　焦るカナレイカとは対称的に、アイストはのんびりとしている。その口振りにカナレイカは着替える手を止め、首を傾げた。

「キルピーチの爺さんトコには俺が行って来たから心配するな。そもそも血をぶちまけたのは俺だしな。ついでにイーヴァに鋏を届けておいた。それからこれ、爺さんから預かってきた請求書やつ。俺がどうにかするんだから、こんなのいらねぇっつったんだけどな。お前のサインもらってこいって、うるせぇんだよ」

「当たり前じゃない。あなたは一応、私に雇われている立場なんだから」

　カナレイカは差し出された紙切れを受け取った。そして書かれていた内容を確認した直後、大きく見開いた両の目を即座に閉じた。

「気持ちはわかるが、現実逃避したところでなにも変わんねぇぞ」

「こ、これ、どうするのよ……！」

　確かにキルピーチは被害額を『遠慮なく請求する』と言っていた。それに対して自分も了承した。だが、この金額は予想を遥かに超えている。

「壁に使ってある煉瓦が貴重な年代物だったらしいな。それがわかっていれば、壁をぶっ壊したりはしなかったんだが」

「どうして玄関から入って襲撃してくれなかったのよ！　こうなったら分割払いにしてもらうしかないわ」

　カナレイカは頭を抱え、そしてすぐに顔を上げた。アイストは今『俺がどうにかする』と言った。それはどういう意味なのだろう。

「どうにかするって、なにをどうやって？」

「いや、軍に復帰しようかと思ってんだよ。そうすれば給料の前借りができるし」

「え？」

　──アイストの言葉に、心臓が大きく跳ねる。カナレイカは思わず胸元を押さえた。

　彼がまだ叔父だった時には、さっさと軍に復帰してくれないかと思っていた。

　辞めてまで寄り添ってくれたのは嬉しいが、いつまでも一緒にいられては恋人を作ることができない、とさえ思っていたのに。

　それがどうだろう。

　今、カナレイカは自分でも呆れるくらいに動揺している。

「どうした？」

「あ、ううん、別に。あの、っていうことは、元の勤務地に戻るの？」

「そうなる可能性が高いな」

　元の勤務地とは、空軍の主要基地がある山岳都市ツィカーダになる。魔導列車と飛空艇を乗り継いで十数時間かかる場所だ。

　おまけにアイストは機空戦艦に搭乗していた。これでは、夏と冬の休暇くらいしか家に帰って来ないことになる。

「……俺から離れるなって、言ったクセに」

「あ？　なに？」

「ツィカーダになんて行っちゃったらほとんど会えないじゃない！　結局、私を一人ぼっちにするんだったらなんで、こんな……！」

　カナレイカはそこで口を噤んだ。さすがに身勝手すぎる言い分に気づいたからだ。

「なに怒ってんだよ。お前を置いてくなんて言ってないだろ？　つーか、置いていってたまるか」

「え？」

　アイストは髪をガリガリと掻きながら片手でカナレイカの頬を撫でた。

「悪いが、修理店は引き払ってくれ。爺さんの弁償額には及ばないがツィカーダで新しく修理店を始めるくらいの金ならある。復帰するっつっても機空戦艦には乗らない。基地内勤務にしてもらえば、普通に家から通える」

「で、でも……」

　──また新しく店を開けるのであれば、ここを引き払うことは別に構わない。

　けれど、家族で暮らした思い出の詰まるここジャーボロノクを離れることに抵抗があった。生まれだけで考えると、カナレイカの『本当の故郷』というのはジャーボロノクではないのかもしれない。けれど、故郷にはカナレイカのすべてが詰まっている。

　父と母と、叔父と弟。彼らと共に愛し愛され、楽しく過ごした日々が。

　カナレイカはそのうちの三人を失ってしまったのだ。

　そして弟も、今はこの家に住んでいない。カナレイカは恐ろしかった。この家まで失くしてしまったら、これまでの家族との思い出まで消えてしまう。

「私、やっぱり──」

「カナ。お前がこの家の娘だってことに変わりはない。それはどこで暮らしていたって同じだ」

「それは、そうだけど」

「確かに、役所の登録だけ見るとお前は養女だな。けどそれは紙切れ上の話だろ？　お前は俺の姉貴とクルイーク義兄さんの子供で、アリオールの姉貴で、俺の女。それじゃ駄目なのか？」

「ううん、駄目じゃない。それにしても、すごく欲張りな肩書きだね」

　カナレイカは微笑み、アイストに向かって両手を伸ばした。香芹色の恋人は即座に、包み込むように抱き締めてくれた。

「カナレイカ」

「なぁに？」

「実は、帰る時にスイカ野郎と会った。明後日、ウチに来るって言ってたぜ」

「アルブースさんが？　本当？」

「嬉しそうな声を出すな」

「だ、出してないもん」

　──確かに最初はギパールトに惹かれた。だが自分は彼を積極的に知ろうとはしなかったし、結局ギパールトの見た目しか見ていなかった気がする。

　大体、ギパールトとの未来など最初からありはしなかったのだ。

　彼の瞳に映っていたのは、『魔装具修復師のカナレイカ』ではなくいつだって『婚約者のエリエーニ』だったのだから。

　そんな彼は、今やカナレイカにとって兄のように思える存在になっていた。

「アイツ、わざわざジズとヴィノーの見舞いに通っていたらしい。呆れるほど律義な奴だよな」

「あの、お二人の具合は？」

「ジズは一週間後に退院らしい。ヴィノーは明日にでも帰れるらしいが、ジズが退院するまで付き添うんだとよ」

「そう、それはよかった。でも確か中尉さんは最高位の治癒術が使えるんでしょ？　一週間も入院ってことは、よっぽど怪我が酷かったのね」

　いくら複雑な思いを抱いている相手とはいえ、あの惨状を目にして心が痛まないわけはない。

「骨折や腹の傷はスイカ野郎の治癒でそこそこ治っていたからな。魔力回路が治るのに少し時間がかかっているんだろ」

「魔力回路？」

「そう。両腕を砕く時に神経から雷撃を流して、魔力回路も傷つけといたから」

「う、嘘……」

　カナレイカは言葉を失った。魔力回路を損傷したら、下手をすると一生魔法を使えなくなるかもしれないのだ。まさか、そんなことまでしていたとは思ってもみなかった。

「言っただろ？　ジズは天才だって。殺るとなったら迅速に、徹底的にやらないとこっちが殺られる」

　アイストはまったく悪びれる様子もない。知らなかった事実に慄おののくカナレイカに気づくことなく、顎を持ち上げ唇を重ねてきた。

　啄ついばむように触れてきたそれは、次第に深いものになっていく。カナレイカはおずおずとそれに応えながら、蕃茄色の美女のことを考えていた。

　愛した男に容赦なく腕を砕かれ腹を抉られ、治癒術を使うこともできないまま、命のみならず魔法使いとしての未来すら奪われるところだった彼女。心を捧げた男は、見舞いにすら来ないような人間なのに。

（それでもあの人は、私なんかよりもずっとこの人を理解している）

　──吊り上げられている彼女と目が合った時。

　すぐに逸らされてしまったけれど、このどこまでも自己中心的な凶暴性こそがアイスト・ピトルーシカなのだと、誇りに思ってさえいるようだったから。







「うん、準備はこんな感じでいいかな」

　カナレイカはキッチンに来客用の茶器を用意し、客間のテーブルには色とりどりのお菓子を盛りつけた皿を置いた。

　そして柱時計をチラと見る。時計の針は午後の十四時過ぎを指していた。

「スイカ野郎が来るのは十五時だって昨日、連絡があっただろ？　そんなにアイツが来るのが楽しみなのかよ」

「違います。お客さまがいらっしゃるんだから、前もってできる準備をしておくのは当然のことでしょ？」

　アイストはソファーに座りながら、不機嫌そうに煙管を吹かしている。

　普段、アイストは家の中では煙管を滅多に吸わない。長い足を何度も組み変えながら、イライラと煙を吐き出すその姿にカナレイカは小さく溜め息を吐いた。

「もう、なにをそんなに怒っているの？」

　カナレイカはアイストの隣に座り、その顔を覗き込んだ。アイストはきまり悪げに顔を逸らしている。

「お前が嬉しそうにしているからだろ。わかってないかもしれねぇけどお前……いや、エリエーニはおそらくまだアイツの婚約者のままだ。だからお前が、俺を捨てるんじゃないかって不安なんだよ」

　煙管を傍らの小さな壺に突っ込み、アイストはカナレイカを抱き寄せた。

　そのまま首筋に顔を埋め、まるで甘えるように肌に吸いついてくる。

「ん、もう、くすぐったいってば。ねぇ、なんでそんな風に思うの？　もちろん、私は真実を知りたくてアルブースさんをお呼びしているんだから、そういった意味では嬉しいわよ？　それがなんで、あなたを捨てることに繋がるの？」

　アイストはなにも答えない。だが、首筋を這う舌の動きが一瞬止まった。カナレイカは香芹色の髪を軽く引っ張り、自白をうながす。

「それで？　この期に及んでなにを隠しているの？」

「……別に、なにも」

「それは嘘。お願いだからなにもかも話して。でないと、本当に捨てちゃうわよ？　私、嘘つきは嫌いだもの」

「なっ……！　俺から離れないって約束はどうなったんだよ！」

「ここは逆ギレするところじゃないでしょ」

　弾かれたように顔を上げるアイストの額をぺち、と叩きながら上目遣いで睨む。

　アイストは不貞腐れながら視線を逸らした。カナレイカはすかさず両手で頬を挟み、目を泳がせる恋人の顔を覗きこむ。

「ほら、言って？　怒らないから」

　アイストは目を逸らしたまま、ボソボソと呟く。

「本当はもっと前に、お前に好きだって言うつもりだった。でもそのためにはお前をピトルーシカ家から出さないといけなかったんだよ。姉貴はお前を自分の子として役所に登録していたからな。でもヴィユノークでは近親婚ができないだろ」

「え？　でもこの前は〝紙切れ上は養女〟だって言っていたじゃない」

「俺が二年前に登録を変えた」

「か、変えた!?　どうやって!?」

「書類を偽造した」

　──あまりに予想外の言葉に、カナレイカは思わず絶句した。偽造？　出生の書類を？

「えっと、それってどういう状況？」

「陸軍の文書課に士官学校の同期がいる。そいつに頼んでお前の実子登録と養女登録をすり替えた。ま、正確には姉貴が提出したほうが虚偽の申請だったんだけどな」

　アイストの話は衝撃的ではあったが、カナレイカは心が温かくなるのを感じていた。

　母インジェイカは、自分を『実子』として登録をしてくれていた。

　母が子供を産んでいないことなど町の皆は当然気づいていただろう。それなのに、実子で押し通した母の嘘に皆が乗ってくれたのだ。

「もう、お母さんったらホント強引なんだから」

「姉貴はそういう女だからな」

　アイストは懐かしげな顔をしている。カナレイカもなにかと豪快だった母を思い出し、小さく笑みを浮かべた。

「隠していたことはそれだけ？」

　心がふわりと温まったところで、カナレイカはアイストに確認をした。

　二年前からすでに目の前の男と他人になっていたことには正直驚いたが、ここのところ立て続いた事態と比較すると怒ることではないのかもしれない。

「それだけっつーか……。あのな、養女登録には実子の時には必要ない項目に記入をしないといけないんだよ」

「実子には必要のない項目？」

「髪の色や目の色。引き取った経緯。ちなみになんで〝養女〟になるかって言うと、義兄さんが元の名字を捨てたから。必然的に筆頭登録名は姉貴の名前になる。いくらお前が義兄さんの実娘でも、書類上は〝姉貴の養女〟になるんだ」

「あぁ、なるほど」

　それはわかった。けれど、カナレイカが知りたいのはそこではない。カナレイカはただ、アイストの不安の種を知りたいのだ。

「そもそも特徴を記入しないといけないのは、捜索願に引っかかるようにするため。まぁ、誘拐だってあり得るわけだからな。お前の場合ドゥイーニア家は父子共に死んだと思っているから捜索願は出されていない。だがアルブース家がいまだに捜索願を出しているんだよ」

　カナレイカは不安に揺れる蜂蜜色をじっと見つめた。そして軽く溜め息を吐く。

「書類を入れ替えたのが二年前。けれどアルブースさんは初めて会った時、私の目を見て驚いていたけど捜索願のことは言わなかった。それにお母さんの出した書類のほうがむしろ偽造と呼べるのなら、本当の内容に修正するのにわざわざ文書課のお友達に頼む必要なんてない。だから〝叔父さん〟は多分、全然違う髪と目の色で提出した。そうでしょ？」

　アイストは無言のまま、カナレイカの胸元に顔を埋めた。

　そして腰に手を回し、まるで子供のように縋りついてくる。カナレイカは母とよく似た香芹の髪を、そっと優しく撫でてやった。

「地方役場で申請した各種の書類は、まとめて陸軍中央の文書課に送られる。その時、万が一にでもお前の情報がアルブース家の目につく危険を避けたかった。あの家の人間は軍関係に多い。だから逆に中央で書類を入れ替えた。お前の言うとおり、でたらめな情報を記入して」

「じゃあなにも心配することはないじゃない。大体、アルブースさんはもう私のことを知っているのよ？　それにあなたとのことも。今さらなにを心配する必要があるの？　そんなに私のことが信用できない？」

「……できない」

　──予想通りの言葉すぎて逆に腹も立たない。

　ここまで来ると、カナレイカにもわかってきていた。この男、アイスト・ピトルーシカは強引で自己中心的で凶暴で残酷。軍からの信頼が厚いことから戦闘能力も抜きんでて高い。事実『通り名持ち』であるらしいあの美人中尉も、彼には傷一つつけられなかった。

　けれど、この男はカナレイカの言葉や態度一つで容易く傷つき、時として驚くほど臆病になる。カナレイカを愛しているのと同時に、常に怯え疑い、不安に苛まれているのだ。

「じゃあどうすれば信じてくれるの？　私はあなたのことを多分だけど、愛してる。すくなくともアルブースさんに対してはこんな気持ちにはならない。私にとってあなたは、どういった意味であれ特別な存在なの」

　アイストはゆっくりと顔を上げた。わずかな澱みを見せる蜂蜜色。

　カナレイカはこの期に及んで『愛している』と言い切ってやれない自分に呆れながら、それでもまっすぐに蜂蜜色を見つめた。

「お前はいつでも俺を助けてくれる。けど、俺はお前に愛して欲しい。俺がお前を想うのと同じように、俺がいないと息ができないくらいに。でも、お前は俺がいなくても生きていける。そうだろ？」

「……そうね」

　考えた末、カナレイカは正直に答えた。自分のこういうところは欠点と言えるかもしれない。けれどカナレイカは自分を曲げる気はなかった。

　なんとなく、アイストもそんな自分を求めてはいない気がしたからだ。

「やれやれ、カナレイカさんは本当に素直な人ですね」

　──唐突に、二人以外の声が部屋の中に響く。カナレイカとアイストは同時に声が聞こえた方向に振り向いた。

「アルブースさん！」

「こんにちは、カナレイカさん」

　愉快そうな光を宿したスイカ色に見つめられ、カナレイカは慌てて立ち上がった。

「あ、あの、早かったですね」

「そうですか？　時間的にはぴったりだったかと思うのですが」

　カナレイカは柱時計を見た。その顔色は一気に青ざめていく。アイストとなんだかんだやっているうちに、いつの間にか時間が経っていたらしい。

「ごめんなさい！　えっと、どうぞこちらへ」

　一気に機嫌が悪くなるアイストを片手で制しながら、ギパールトをテーブルにうながす。

　その時、ギパールトの後ろにもう一人、人がいることに気がついた。

「……？　あの、そちらのご婦人は？」

「こんにちは、カナレイカさん。私はポーニィ・ドゥイーニアと申します」

　ギパールトの横をすり抜けるようにして前に出て来た品の良い年配の女性。

　その名前を聞いた途端、背後で怒気が膨れ上がるのがわかった。

「スイカ野郎、てめぇ……！」

「落ち着いて下さい、ピトルーシカ少佐。総督夫人はカナレイカさんを連れ戻しにいらしたわけではないんです」

　──総督夫人。それはつまり、カナレイカの血の繋がった祖母にあたる。

　カナレイカは夫人の顔をじっと見つめた。父の面影があるかというと、それはよくわからない。

　夫人は涙を浮かべ、懐かしそうな顔をしている。

「まるで夢を見ているよう。あの小さなエリエーニが、生きていたなんて……」

　戸惑うカナレイカの頬に、夫人の痩せた手が伸ばされる。次の瞬間、カナレイカは勢いよく背後に引っ張られていた。

「カナ、部屋に戻ってろ」

「え、でも」

「いいから、向こうに行ってろよ！」

　アイストはカナレイカと夫人の間に立ち塞がった。両の手は指先が白くなるほど強く握られ、かすかに震えている。

「落ち着いて、ピトルーシカ少佐。アルブース中尉の言う通り、私はそのために来たのではないの。もちろん、夫のナサロークにも告げていません。私の単独行動です」

　総督夫人ポーニィはアイストの腕にそっと触れた。アイストは両の目を閉じ、大きく息を吸って吐いた。

「……失礼いたしました。ドゥイーニア夫人」

　夫人は笑って首を振る。その横から進み出たギパールトが申し訳なさそうに頭を下げていた。

「少佐、夫人をお連れすることを黙っていたのは本当に申し訳ございません。ですが、カナレイカさんとアリオールくんを守るためには夫人の協力が必要だと判断したのです」

「あの！」

　カナレイカは立ち塞がるアイストを押しのけ、再び前に出た。

「謝らないでください、ドゥイーニア夫人。そしてアルブースさん。私達を守るためというその理由も、教えてくださるんですよね？」

「はい、もちろんです」

「それならちょうどよかったわ。真実を知る時に側にいて欲しくて呼んでおいたの、弟のアリオールを。あ、今はお使いに行っているんです」

「いや、ここにいますけど」

　──突如として聞こえた声に、夫人とギパールト、アイストとカナレイカは揃って驚きの顔を見せた。

　柱時計の陰からカナレイカの弟アリオールがひっそりと這い出てくる。その手には、小さな羽は根ね箒ぼうきが握られていた。

「お、お前！　買い物に行ったんじゃなかったのかよ！」

「うん、果物を買いに行くつもりだったけど、表に出た時に偶然マクレーリさんに出会ったんだよ。で、なんか葡萄ぶどうをくれたんだよね。そこで買い物に行く必要もなくなったし、お客さまが来る前に柱時計の掃除でもしとくかー、って作業を始めたらいきなり姉ちゃんと叔父さんがいちゃつきだして、なんとなく出るに出られなくなったっていう……」

　アリオールは困ったような笑顔で、手にした羽根箒をヒラヒラと振って見せた。







　全員が着席し、目の前に紅茶が置かれた。アイストは一人離れてソファーに座っている。カナレイカは紅茶を一口飲んだあと、迷うことなく本題へと切り込んだ。

「アルブースさん。まずは先日、言いかけたことからお願いします。九年前の火山噴火が、魔力暴走による人為的事故ってどういうことですか？」

「は、はい。あの、それに関しましては──」

　いきなりこの話題から来るとは思っていなかったのか、ギパールトは少し鼻白んだ様子を見せている。

　だが彼が次の言葉を口にする前に、その隣に座っていたポーニィ・ドゥイーニアが口を開いた。

「それについては私がお話しします」

「え？　ドゥイーニア夫人が、なぜ？」

　カナレイカは首を傾げる。夫人はゆっくりと語り始めた。

「クルイークの下には、グリーヴァとリサーという二人の弟妹がいます。九年前、グリーヴァは妻と七才になる息子と、リサーは夫と共にこのジャーボロノクの別荘に来ていました。グリーヴァの息子、私たちの孫の誕生日を祝うためです。その時、夫のナサロークは孫に高価な魔石を贈りました。それだけならよかったのですが……」

　夫人は一度言葉を切り、紅茶のカップを手に取った。温かい紅茶を口にしたあと、再び話を続ける。

「夫はその時、娘リサーの夫にも短剣型の魔装具を贈ったのです。どこか甘えた面のある息子のグリーヴァよりも、娘婿は夫のお気に入りでした。けれどグリーヴァはそれが気に入らなかった。私や娘が止めるのも聞かず、難癖をつけて義弟である娘婿からその短剣を取り上げ中庭で勝手に試技を始めた。それが間違いでした。娘婿は魔力の制御装具を常に身につけているほどの高い魔力の持ち主なのです。ですからその短剣は専用装具だったの。グリーヴァごときに扱えるものじゃなかった……！」

　──静かに、淡々と語っていた夫人の口調が次第に感情を孕んだものに変わっていく。

　その先は聞かずともわかった。両親は、父方の叔父のくだらない見栄と嫉妬のために命を落としたのだ。

「そのあとは夫がすぐ隠いん蔽ぺいに動いたの。爆発が火山の噴火だと思わせるようにね。その時にはまだ、のちに狂竜病の二次被害が起こるなんて誰も知らなかった。だからこそ、素早い隠蔽工作のおかげでグリーヴァの愚行が世に知られることはなかった」

「……今、ソイツはどうしているんですか」

　低く、凍りついた声。その声の主が弟アリオールであることに、カナレイカは少なからず驚いていた。

「妻と二人で、国境付近の荒れ地に追いやられているわ」

「それは気の毒だな。奥さんは関係ないのに」

　アリオールは顔をしかめている。夫人はゆっくりと首を振った。

「そうでもないわね。彼女はグリーヴァの行動を止めもせず、むしろ当然のような顔をしていたから。きっと、自分の夫より妹婿が重用されているのが気に入らなかったのでしょう。残された孫は今、子供のいない娘夫婦が育てています。幸い親に似ることもなく、真っ直ぐに育っているわ」

「それはよかった。親御さんの教育って大事ですからね。まぁ、それでもクズは自然発生することも多いのでなんとも言いがたいんですけど」

「……そうかもしれないわ」

　恥じ入るように顔を伏せる夫人に対して、アリオールは容赦なく冷たい視線を浴びせている。

「夫人はこの事実を公表するかどうかは、お二人に委ねられるそうですよ」

　ギパールトの言葉に、カナレイカはアリオールの顔を見た。アリオールは首を横に振っている。

「僕は今さら公表なんてしたくない。他にも被害者がいるのはわかっているし、その人たちからすると真実を知りたいかもしれない。けど僕たちがお宅の血族だってばれる危険はおかしたくない」

「アリオール……」

「自分勝手なのはもちろん、わかっているよ？　けどさ、僕が守りたいのはピトルーシカ家の人間だけだから」

　カナレイカは祖母にあたる夫人の顔を見た。辛辣とも言えるアリオールの言葉を受けているというのに、その顔はどこか誇らしげな表情を浮かべている。

「えぇ、賢く冷静なクルイークの子ならそういうと思ったわ。おっしゃる通り、貴方たちがクルイークの子供だとわかったらナサロークは嬉々として娘婿を追い払い、アリオールを次期当主に据えるでしょう。娘婿を気に入っていると言っても、所詮はその程度なの。残念ながら人というものは、そう簡単には変わらないから」

「へぇ、じゃあグリーヴァさんのクズの血は父親からの遺伝なんですね」

　アリオールの辛辣な物言いに、ギパールトとカナレイカの顔色が同時に悪くなっていく。

　ただ一人、アイストだけはおもしろそうな顔で見守っていた。

「そうかもしれないわね」

　だが夫人ポーニィは怒りもせず、にこやかに微笑んでいる。カナレイカはその横顔に、かつての父の面影を感じていた。

「それとエリエーニ、貴女が夫に見つからないほうがいい理由がもう一つあるの」

「え、なんですか？」

「貴女の母親のことよ」

　──母親。

　カナレイカは今さらのように気づいた。そうだ。自分には産みの母親という存在がいるのだった。カナレイカにとって母と言えばインジェイカのことだから、そのことは綺麗さっぱり忘れていた。というか考えもしなかった。

「実の、母親のことですよね？」

「えぇ、そう」

　なんとなく、いい話ではないのはわかる。ギパールトとアイストが、同時に顔を強張らせたからだ。

「教えてください」

　カナレイカは夫人に話すことをうながした。どんなに辛い話でも真実を知りたいと自分で決めたのだ。ここで怯むわけにはいかない。

「赤ん坊の貴女とクルイークが襲われたことは知っているわね？」

「はい、それは聞いています」

「襲撃してきたのは強盗ではなく雇われた者たち。そして彼らを雇ったのはシーラ。シーラ・ドゥイーニア。貴女の、実の母親」

　隣でアリオールが息を飲む音が聞こえた。どうやら弟もそこまでは知らなかったらしい。

「そう、ですか。その理由は？」

「クルイークとシーラの結婚はシーラの実家ザラジェーニエ家が強引に申し込んできたことから始まった。その時、クルイークは他に想う女性がいたらしいのね。でもザラジェーニエを怒らせて弟妹の結婚に影響が出ることを避けるために、仕方なく結婚をした」

　カナレイカの顔色がはっきりと変わる。自分は実母だけでなく、父にも望まれていなかったのか。

「可愛いエリエーニ。誤解しないで。クルイークはこれが運命だったのかもしれない、と気持ちを切り替えてシーラに一生懸命、歩み寄っていたわ。貴女のことも本当に可愛がっていた。そしてシーラ。彼女はとても高慢な子だったけれど、私には夫と娘を愛しているように見えたわ」

　カナレイカは胸のネックレスを握り締め、青ざめたままのアイストの方を振り返る。

　そして、震える声で小さく呟いた。

「お願い、側にいて。……アイスト」

　アイストは素早く立ち上がり、カナレイカのもとに駆け寄ってきてくれた。

　カナレイカはそんな恋人に向かって両手を伸ばす。

「カナ、もうやめるか？」

「ううん、大丈夫。ちゃんと聞く」

　アイストはカナレイカを抱き上げ今まで座っていたソファーに移動した。

　カナレイカはアイストの胸にしがみついたまま、何度も深呼吸を繰り返した。

「すみません。お話の続きを、お願いします」

　アリオールとギパールト、二人の気遣わしげな視線を感じながら、カナレイカは夫人に話の続きをうながした。夫人は小さく頷き、再び話を始める。

「互いに歩み寄ろうとしている二人を見て、このまま上手く行くのかと安心していたわ。けれど、シーラはいつしか愛人を作っていた。そしてその愛人と共謀して自分の娘ごとクルイークを殺そうとしたの」

　カナレイカは胸中を吹き荒れる嵐に、心がズタズタに切り裂かれるような感覚を覚えていた。自分の身体に流れている血を考えると、頭がどうにかなりそうになる。

「姉ちゃん……」

　──半分だけとはいえ、弟アリオールと血が繋がっているとわかった時は本当に嬉しかった。幼稚な嫉妬で愚行をおかした男が父方の叔父だとわかった時もどこか他人事だった。

　けれど、今は違う。

　アリオールは強くて優しい母の子供で、自分は夫を裏切り、自らが産んだ子供まで殺そうとした女の子供。

　カナレイカは恐ろしかった。ひょっとしたら自分も、実母と同じようにアイストを裏切ってしまうかもしれない。だとしたら、今のうちに手を離しておくべきではないのだろうか。

「あの、アイスト、私はやっぱり……」

「なぁ、カナ。魔装具修復師に必要なのは両手と両目だよな。よく考えたら、足はいらないんじゃないかって、思わねぇ？」

「え、なに言ってるの？」

　言われた言葉の意味がわからず、カナレイカは視線を泳がせる。視界の端に、額を押さえるアリオールが見えた。

「えっと、足、もいると思うけど」

「いらないだろ。油断するとお前はすぐ俺から逃げようとする。足なんざ邪魔なだけだ」

「なんで？」

　意味がわからず、カナレイカは困惑する。そこに焦ったようなアリオールの声がかかった。

「叔父さん、姉ちゃんは〝私は絶対にアナタを捨てたりしないからね〟って言おうとしたんじゃない？　そうでしょ？　姉ちゃん」

「少佐！　カナレイカさんが貴方を捨てるわけがないじゃないですか！」

　甥と恋敵という二人からの援護が効いたのか、アイストの蜂蜜色の瞳からゆっくりと澱みが消えていく。

「俺の親父は、俺がガキの頃に女を作って母親と俺たちを捨てた。でも俺は親父と違う。お前のことは死んでも離さない。仮にお前が俺を何度捨てても、絶対にゴミ捨て場から這い上がってきてやるからな」

「アイスト、それ、本当？」

　緊張と怯えに強張っていた身体から、ゆるゆると力が抜けていくのを感じた。

「当然だろ？」

「よかった、嬉しい……」

　カナレイカはホッと安堵の息を吐き、アイストの胸にぎゅっと縋りつく。

「いやいや、姉ちゃん待って。そこ、ときめくトコじゃないから」

「さすがピトルーシカ少佐。口説き文句が一般のソレと激しく異なりますね」

　──カナレイカはまるで雛鳥のように、アイストの腕にすっぽりと包まれている。

　それはまるで、愛に狂ったコウノトリに囚われた無垢なカナリア。

　そんな二人の姿をしばし見つめたあと、アリオールとギパールトは同時に視線をそっと逸らした。







　柱時計が、何度目かの時刻を告げる音を鳴らす。

　時計はすでに十八時を指していた。

「あぁ、もうこんな時間になってしまいましたね」

「そうね。長いようで短かったわ。孫たちと最後に交わす会話にしては少々不穏な話ばかりだったけど、それでも私は嬉しかった」

　──長い話が終わった。

　カナレイカとアリオールは、今後一切ドゥイーニアの名もザラジェーニエの名も名乗ることはない。わずかでも素性が知れる危険性を考慮し、夫人とも一切の交流を持たないことに決まった。驚いたことに、この提案は他ならぬ総督夫人ポーニィからもたらされた。

「グリーヴァのせいでクルイークが命を落としたと知ったら、夫は烈火のごとく怒り狂うでしょう。グリーヴァは今度こそ生きてはいられない。それは辛いわ。あんな子でも一応、血を分けた子供だから」

　姉弟は頷いた。親として、それは当然のことだと思う。

「ザラジェーニエ家は夫が力で潰してしまった。けれど、エリエーニ……いえ、カナレイカさんはその血を引いている。夫に見つかったら面倒なことになるわ。ピトルーシカ少佐、どうかこの子を守ってあげて」

「言われるまでもありません。場合によっては総督閣下を始末させていただきますが、よろしいですか」

　アイストの直接的すぎる物言いに、全員が一瞬言葉を失う。けれど夫人はおっとりと微笑んでいた。

「私の立場では〝よろしくない〟と答えるしかないわね。けれど事故や病気に関しては、仕方がないことですから」

「なるほど。おっしゃるとおりです」

　片手を胸に当て、慇懃に頭を下げるアイストを見ながら、アリオールがぽつりと呟いた。

「まともな行動を取っている時はめちゃくちゃカッコ良いのにね、叔父さん。ただ、言動がヤバすぎる」

「まったくです。海軍士官の僕の目の前で、堂々と総督閣下の暗殺を口にするなんて。ドゥイーニア閣下は〝破軍の犀〟と呼ばれるほど国外にも名の知られた方なのですが」

　その光景をぼんやりと見つめていたカナレイカの元に、ポーニィがやってきた。

　戸惑うカナレイカの手にそっと自らの手を添え、小さな声で囁きかけてくる。

「貴女の母、シーラは一度だけメイドに呟いたことがあったそうなの。〝私は愛されていない〟と。ひょっとしたらシーラは気づいてしまったのかもしれない。クルイークの心の奥底に、ずっと住まう女性がいることを。けれど、どんな理由があっても彼女のしたことは許されない」

「……はい」

「私も政略結婚だった。父の部下だった頃の夫は強くて勇敢で、私の憧れだった。愛と憎悪は紙一重。ふとしたきっかけでそれはたやすく覆るわ」

　夫人の言いたいことはわかった。シーラは、実母は娘エリエーニを愛していたのかもしれない、と伝えてくれているのだ。もちろん今となっては、真相はわからない。けれど、その可能性はカナレイカの心をほんの少しだけ温めてくれた。

「私は近いうちに夫のところに帰るわ。カナレイカさん、アリオールくん。姉弟で仲良くね？」

「はい。ありがとうございます」

　カナレイカはアリオールと並び、夫人と向かい合っていた。カナレイカの瞳が父クルイークと同じものである以上、今後は夫人に近づくことはないだろう。

　今日という日が、祖母と孫として向かい合う最後の日になる。

「さようなら、お祖母さま」

「お祖母さま、お元気で」

　──ポーニィ・ドゥイーニアは優雅な笑みでそれに応えた。その口元が微かに震えていることに、姉弟は気づかないふりをしていた。







　三人揃っての夕食は本当に久しぶりだ。カナレイカはそう感慨深く思いながら、テーブルの上に料理を並べていく。弟アリオールは、テーブルの上に並べられた料理の数々を見て歓声をあげていた。

「姉ちゃんすごい！　これ、僕の好きな料理ばっかり！」

　カナレイカは子供の頃、母インジェイカから料理を教わった。十二歳で両親を失って以来、アリオールと二人で周囲の手を借りながら暮らしていた。それでも迷惑をかけないように、料理もつたない手つきで頑張っていた。

　だからといって、正直なところ料理全般が得意というわけではない。だがなぜか〝弟アリオールの好きなもの〟だけは、びっくりするくらいに上手く作ることができた。

　──肉と野菜の入った赤いスープ。キノコ類をクリームで煮込んだもの。酢漬けの魚に、ハーブとバターを挟んで揚げた鶏肉と黒パン。これらはすべて、アリオールの大好物なのだ。

「フフ、お母さんほどじゃないけどね」

　母はもっとたくさんの料理をもっと美味しく、そして手早く作ってくれた。

　お茶の時間に出してくれるお菓子も、全部が手作りだった。

「十分だよ。叔父さんなんて姉ちゃんの作った料理ならなんでも食べるでしょ」

「なんでもってことはねぇな。酢漬けの魚はどっちかって言えば嫌いだし」

「まったく叔父さんったら、いい歳をして好き嫌いなんてしないでよ」

「ほっとけ。それよりもお前、人をおっさん扱いすんなよ」

　カナレイカはそんな二人のやり取りを微笑ましく見つめていた。

　聞かされた『真実』は予想以上に残酷なものだった。この二人がいなければ、きっと耐えられなかっただろうと思う。

「ほら、二人とも騒いでないで食事にしましょう」

　食卓に着き、全員で祈りを捧げる。かつては毎日そこにあった穏やかな一ひと時とき。だが、いつまでも過去に縋ってはいられない。これからは新しい時間を築いていかなければならないのだから。

「あー！　叔父さん、酢漬けの魚は嫌いって言ったじゃん！　大きいヤツ取らないでよ！」

「うるせぇな、ガキかお前は」

「成人していますけどー？　あぁそうだ、叔父さん再来月は誕生日だったよね。プレゼントはなにが良い？　三十三歳っていう年齢に相応しいものを頼んでね」

「あーあ。お前が甥じゃなかったら、さっさと始末しているところなんだけどな」

　カナレイカは心底憎らしげな顔をするアイストの腕を突っついて宥めながら、悪戯っぽい笑みを浮かべる弟に咎めるような視線を送った。

「私、別に歳の差なんて気にしてない。なんていうか、気にするところがもっと他にあったし」

「あー、確かに。つい昨日まで叔父さんだと思っていた人にいきなり告白されたらビビるよね」

　うんうん、と弟は一人頷いている。カナレイカは苦笑と共に、それをやんわりと訂正した。

「正確には午前中まで叔父さん、だった人に告白されたんだけどね」

「うわ、ヤバいね、それ。叔父さんってホントぶっ飛んでる。おまけに今回のことに関しては諸悪の根源だし」

「え？　どういう意味？」

　カナレイカは弟の発言に首を傾げた。アイストが色々と逸脱した人物なのはもうわかっているが、〝諸悪の根源〟とは一体どういう意味なのか。

「姉ちゃんが料理中に叔父さんと話していたんだ。ちょっと前のドゥイーニア家の別荘が襲撃された事件？　あれって犯人、叔父さんなんだって」

「えーっ!?」

　カナレイカは思わず大声をあげた。まさか、あの事件がアイストの引き起こしたものだったとは。

「そのせいで、あのやたら清潔感あって顔がカッコいいアルブースさんの魔装具が壊れて姉ちゃんのところに来たんでしょ？　アルブースさんが思慮深い人っぽかったからよかったけど、そうでなかったら僕たちかなり危なかったよ」

「で、でも、〝襲撃犯は倒した〟って……！」

「それは叔父さんがヤキモチ妬いてアルブースさんを殺そうとしたのを、殺されかけた当のアルブースさんが隠蔽してくれた結果ですー」

「し、信じらんない……！」

　そういえば、なんだかそのようなことを聞いた気がする。カナレイカは呆れを多分に含んだ眼差しをアイストに向けた。

　アイストは行儀悪くテーブルに肘をついたまま、黙ってそっぽを向いている。

　不貞腐れたように歪められた口元からは、魚の尻尾がはみ出していた。







　食後のお茶を飲み終わったあと、アリオールは片づけもそこそこにさっさと帰り支度を始めた。

　上着を羽織り始めるその姿に、帰ってしまうことなど予想もしていなかったカナレイカは驚き弟を引き留める。

「待って！　まさか、今夜帰るつもり!?」

「いや、帰るのは明日の朝。僕、明後日から試験があるんだ。で、今夜はマクレーリさんの家に泊まることになってる。葡萄をもらった時にそういう話になったんだよ。何時になってもいいからウチに泊まりに来いって言ってくれて」

「で、でも！　あのね、あとで話すつもりだったんだけど、私たちツィカーダに引っ越す予定なの。三人でこの家で過ごすのは最後になるかもしれないのよ!?　だから今夜くらい……！」

　カナレイカは涙声で弟に縋る。アリオールはそんな姉に、小さく笑みを浮かべてみせた。

「それも聞いた。キルピーチさんに弁償金を支払うために叔父さんが軍に復帰するんでしょ？　でも大丈夫、最後じゃないから。だって僕、医者になったら故郷のジャーボロノクで診療所を開くつもりだもん。姉ちゃんが修理店を引き払うなら、そこをまた改装させてもらうよ。それなら姉ちゃんたちが帰ってきたら一緒にご飯食べられるでしょ？　それに」

　アリオールはカナレイカより高い背を屈め、耳元にそっと囁いた。

「姉ちゃん、叔父さんに相当我慢させているよね。さすがに可哀そうだよ。それにはさ、僕がいたら邪魔だから」

「な、なに、なに言って……！」

「あはは、またね姉ちゃん。じゃ、ツィカーダでの住居が決まったら教えて」

「リオ……」

　カナレイカは自分よりも身長の高い弟を、上目遣いで見つめる。アリオールはクスッと笑い、まるで兄にでもなったかのようにカナレイカの頭を優しく撫でた。

「泣かないでよ、姉ちゃん。僕たちは正真正銘、血の繋がった姉弟なんだからどこにいたってずっと一緒だよ。ね？　わかった？」

「う、うん、わかった」

　アリオールは満足げに頷き、姉の頬に唇をそっと落とす。そして、今度はアイストに身体を向けた。

「じゃあ叔父さん、姉ちゃんをよろしく」

「あぁ、心配すんな。お前もなにか困ったことがあったら言えよ。大抵のことなら俺がどうにかしてやるから」

「ありがとう。でも大抵のことなら自分でなんとかするから大丈夫だよ」

　──カナレイカはアイストと共に、去り行く弟の背中を見送った。

　いつの間に、あんなに大きく頼もしい背中になっていたのだろう。両親が見たらきっと、誇らしく思うに違いない。瞳から新たな涙が零れるままに、カナレイカは弟の背にいつまでも手を振り続けていた。








第五章　甘い果実を喰らう鳥









　日付が変わる少し前の時間。石鹸で泡立てた湯船の中、カナレイカは柔らかな布で体を擦っていた。肌を滑る真っ白な泡を見つめながら、深呼吸を何度も繰り返す。

　おそらく、いや確実に今夜は約束を果たさないといけない。

　もちろん、今さら嫌だなんだと言うつもりはない。けれど以前、寸前まで行った時に身体に教え込まれた未知の感覚。アレにもう一度飲み込まれ、翻弄されるのかと思うとやはり少しは恐ろしかった。

「だって、あんなところ舐めたり触ったりしてくるんだもの……」

　──あの時。足の間で香芹色の髪の毛が蠢くたびに、全身に電気が走るような甘い痺れが走った。熱く滑ぬめった舌の感触。それが奥まで差し込まれた時には、自分の意志ではどうにもならないくらいに何度も腰が跳ねた。

　思い出しているうちに、体内からなにかが溢れてきた気がする。

　カナレイカは恐る恐る、自らの指を足の間に持っていく。そして、意を決し割れ目に指を這わせてみた。

「ん……ッ！」

　途端に指に絡みつく、泡立つ湯とは異なるとろりとした感触。泡の力も加わり、指はヌルヌルと割れ目を往復していく。

「あっ……んんっ……違、これは洗っているだけだか、ら……」

　実際は洗うどころか、擦れば擦るほどトロトロと蜜が溢れてくる。気づくと、湯の中ではしたなく腰を揺らしながら夢中で指を動かしていた。

「や、ダメ、ヤめなきゃ……ふぁ、ぁッ……あん、やだ、指、とまんない……ッ」

「そうか。じゃあ俺が交代してやるよ」

　──のぼせていた頭が一気に冷えていくような、低く掠れた声。弾かれたように顔を上げると、浴室の入り口に腕組みをしたアイストがもたれかかるようにして立っていた。

「なかなか出てこないから怖気づいたのかと様子を見に来たら、まさか一人でヤってたとはな。俺が来たことにも気づかないくらい夢中になって、そんなに気持ちよかったか？」

「あ、ち、違うの、あの」

　自慰を見られた衝撃で、頭が上手く働かない。

「ったく、エロい声出しやがって。そういうのは俺の前だけでやれよ。待ってろ、そんなに待ちきれないならベッドに行く前に何回かイカせてやるから」

「や、やだ、ごめんなさ……！」

　怯えるカナレイカを放置し、アイストは一瞬姿を消す。数秒ののち、忙しない衣擦れの音が聞こえた。カナレイカは羞恥と、これからされることへの期待と恐怖に身体を震わせながら、両の目を閉じ身体を縮こまらせていた。

「なんだ、泡の陰にでも隠れたつもりか？」

　揶揄うような声と共に、アイストはするりと浴槽に入り込む。

　そして目を閉じたままのカナレイカを背中からすっぽりと腕に包み込んだ。

　顔を見られないで済んだことに、カナレイカは安堵する。だが次の瞬間、カナレイカは悲鳴を上げて背筋をピンと逸らせた。

「ひぅっ!?　やだ、なに!?」

「カナ、お前が悪いんだぜ？　自分で弄ったりなんかするから、身体の感度が上がってんだよ」

　──ぎゅ、ぎゅ、とまるで牛の乳を搾るような手つきで両の乳首を刺激され、カナレイカは首を振って逃れようと試みる。だが泡で滑る身体で前に逃げることができない。

　その間にも、硬く尖った乳首はぐにぐにと揉み込まれ、絶え間ない刺激を全身に送り続けていく。

「いやっ、いやっ！　ダメ、これダメだってばぁ……ッ」

「嫌じゃないだろ？　ココ弄られるの好きなクセに。ほら、一回楽になっておけって。このあとは当分休ませないからな？」

「ひぁッ、あぁぁ……ッ！」

　カナレイカは全身を強張らせたままガクガクと震えた。鋭い快楽が全身を駆け抜け、思わずアイストの腕に爪をたてる。身体の芯は一度絶頂したにもかかわらず、断続的な甘い疼きを感じたままになっていた。

　アイストは喉の奥でくつりと笑い、今度は先ほどまでカナレイカが自ら触れていた割れ目に指を潜り込ませてきた。十分に休息が取れないままに新たな刺激を与えられ、カナレイカの華奢な身体がビクンと震える。

「待って、まだ……！」

「休ませないって言っただろ」

　無慈悲な宣告と共に、入り口をなぞっていた指が二本、一気に奥深くまで差し込まれた。そのまま激しく抜き差しされ、直接体内を抉られる。

　胸などとは比べ物にならない激しい快楽に、カナレイカは両目を見開き、唇をプルプルと震わせた。

「んぁッ……！」

「気持ちよすぎて声も出せないか。可愛いな、俺のカナは」

　アイストは思わず逃げようとしたカナレイカの腰を片手でガシリと拘束し、差し込む指を二本から三本に増やしてきた。湯が体内に入り込む感覚。まるで身体の中をじっくりとほぐすかのように、指がバラバラに動いている。

「ほらカナ、こっち向けよ。イキそうなんだろ？」

「いやッ！」

「目を閉じるなよ？　俺の顔だけ見てろ。いいか？」

「んっ……う、んっ……」

「上手にできたらご褒美に少し休ませてやるから。な？」

　カナレイカはこくこくと懸命に頷いた。アイストは指を引き抜き、唇に優しくキスしたあとで濡れた指をペロリと舐めている。

「イク時は、俺の顔を見ながらイクって言えよ？　可愛くイケたら許してやるから」

　そう言うと、アイストは再び指を差し込んできた。先ほどよりも、ずっと深いところに指が入っていく。

「あッ、あッ！　や、やだぁ、あ、んん……ッ！」

「早いな、もうナカが痙攣してきたぜ？」

「やっ、だ、だめっ！　あっ、も、だめッ……！」

　薬指と中指で、うねる膣内を抉りながら親指ですっかり硬くなった陰核をこねられると、目の前が真っ白になっていく。

「あっ、はぁぁッ……！　や、そこだめ、だめッ！　いや、いや、イッ……！」

　腰を前後にガクガクと揺さぶりながら、カナレイカは強烈な快楽に再びの絶頂を迎えた。だが、指はまだ体内から去ろうとはしてくれない。

「やぁ、も、許し、て……」

「んー、でもまだイッてないだろ？　イクって言ってないもんな？」

　アイストの無慈悲な宣告が、カナレイカを絶望の淵に突き落としていく。

「まぁいい。続きは部屋でしようぜ」

　アイストは肩で息をするカナレイカを抱き上げ、濡れた身体のまま寝室へ移動する。

　シーツの上に寝かされたカナレイカの目に入ったのは、水滴をびっしりとつけたガラスの水差しだった。

「水？　少し飲んでおくか？」

　カナレイカの視線に気づいたのか、アイストは水差しをつかんだ。カナレイカは必死で頷く。

「いいよ、じゃあ俺が飲ませてやるから」

　そう言うと、アイストは水差しから直接、水を口に流しこんだ。そしてしつこく啄ついばまれたせいで赤く腫れてしまった唇に優しく口づけながら、口移しで水を飲ませてくれる。

「んく、ん」

　カナレイカはまるで餌を欲しがる雛鳥のように、夢中になって冷たい水を飲んだ。

「んぁ、もっと……」

「どっちが欲しい？　水？　俺？」

「みず……」

　浴室で弄ばれたせいで、喉の渇きが治まらない。

「そこは俺って言えよ。ったく」

　アイストは苦笑しながら、水を何回かに分けて少しずつ飲ませてくれる。飲みこむたびに、熱い舌が深く絡みついてくる。

「も、いらない……」

　カナレイカはむずかるように首を振った。アイストは口に含んだ水を飲み込みながら、カナレイカの髪を愛しげに撫でている。そして汗ばんだ肌に張りつく髪を丁寧に整えたあと、横たわるカナレイカに覆いかぶさってきた。







「あーあ、汗やらなにやらでびしょびしょだな。そんなに気持ちよかった？」

「知らない、ばか……」

「嘘つけ。潮吹きながらイキまくってたクセに」

「いや、言わないで！　ずっといじわる、ばっかり、して」

　──ここまで実に二時間近く、アイストはカナレイカの身体を愛撫し続けていた。

　いや、嬲なぶっていたと言うべきかもしれない。懇願の声は聞き入れてもらえず、乳首を弄り陰核をくすぐり、指で体内を絶え間なく刺激し続けた。カナレイカは失神と覚醒を繰り返し、与えられ続ける激しい快楽に全身を痙攣させては幾度も潮を吹いた。

「仕方がないだろ？　俺の顔を見ながらイケって言っているのに、なかなか言いつけ通りにできなかったんだから」

　カナレイカは恨めしげな目をアイストに向けた。

　身体の接触は今日でまだ二回目なのだ。快楽を上手く受け流せないカナレイカは、達するたびにぎゅっと目を瞑ってしまう。

　男の目を見つめながら達したことを伝える、などという上級技を使えるようになるには、まだまだ経験が足りない。

　そんなカナレイカを揶揄うように、アイストはカナレイカの鎖骨を指でコツンと突つついた。

　途端に白い身体が跳ねるようにビクビクと震える。身体はもう、十分すぎるほど仕上がっていた。

「あー、ちょっとヤリ過ぎたか。これ、挿れただけでトぶんじゃねぇか？　ぶっ飛んだ顔も可愛いのはわかってんだけどな、あんまり処女に失神イキ繰り返させるのもよくないし」

　片手で香芹の髪をかきあげながら、アイストは苦笑を浮かべている。カナレイカはそんな恋人にわずかな期待を込めた眼差しを向けた。

「き、今日は、これで終わっちゃ、だめ？」

「駄目に決まってんだろ。むしろこれからなんだぜ？　ほらカナ、俺につかまってろ。この後はなにがあっても絶対にやめないからな？」

「はぁい」

　カナレイカは諦めたようにそろそろと両腕を伸ばし、覚束ない手つきで首元にしがみついて来た。その手はカタカタと震えている。この先が怖い。アイストは宥めるように髪をくしゃくしゃと撫でてくれたが、腰を掴む手は力強い。

「カナ、もっと足開けよ。怖くないって言っただろ？」

「で、でも痛いって」

「最初だけな。大丈夫だよ、優しくするから」

「う、うん」

　カナレイカは素直に頷き、必死に深呼吸をする。その唇に軽い口づけが与えられたかと思うと、直視できないほど硬く勃たちあがった剛直が、熱く蕩けた割れ目に一気に突き入れられた。

「いっ……！　や、痛、痛いっ！」

　──身体が引き裂かれるように痛い。カナレイカは反射的に腰を引く。だが逃がさないとばかりに押さえつけられ、最後まで深く貫かれた。

「うっ、あ、カナ、カナッ……！」

「ひっ、あっ、あっ……！」

　掠れた呻き声とともに、腰が激しく打ちつけられる。抜き差しされるたびに、痛みは段々と薄れ逆に怖いほどの快楽に呑みこまれていく。

「あ、あぅぅッ！」

　カナレイカは背を反らし喘ぎながら、アイストの背に思い切り爪を立てていた。
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　──下半身を襲いくる激しい快楽に、アイストは眩暈めまいを起こしそうになっていた。温かく濡れた粘膜がまるで生き物のように絡みつき、男根を扱きあげるように蠢いている。

　これまで何十人と女を抱いてきた。その中には処女もいたが経験豊富な女も多かったが、そのいずれも主導権はいつだってこっち側にあった。

　けれど、今は違う。初めて経験する〝未知の快楽〟とも言える感覚に、意識を持っていかれそうになっている。

「うぁ……っ！　クソッ！」

　アイストは咄嗟に性器を引き抜いた。肩で大きく息をしながら、呼吸をゆっくり整えていく。

「あっぶねぇ、もう少しで出るとこだった……」

　愛する女をろくに感じさせてもいないのに、挿入して一分もしない内に射精するなど無様すぎる。アイストは浅い呼吸を繰り返すカナレイカを見下ろした。真っ白い肌には、腰を振りながらこれでもかとつけてやった吸い痕が、真っ赤な花びらを散らしたように身体中を覆っている。

　それを目にした途端、心臓がドクリと鳴った。宥めているモノは、一向に治まる兆しを見せない。

「童貞捨てた時だってこんなにならなかったのにな。ったく、エロい身体しやがって……！」

　──本人はどこまでも無垢なのに、身体の内側には男を狂わせ翻弄する『雌の化け物』を飼っている。

　アイストはぶるりと身体を震わせた。

　身も蓋もないが『身体の相性』というものは確かに存在する。

　信頼はあったが愛情は欠片も抱くことはできなかったジズと長続きしたのも、結局は悪くない相性だったからだ。

　とはいえ、カナレイカは自分にとって特別な存在になる。もちろん、仮にセックスの相性が死ぬほど悪かったとしても手放すつもりはない。だが〝心から愛する女と相性が合いすぎる〟というのがここまで怖いことだとは知らなかった。

「カナ、俺はもう、お前がいないとなにもできない。生きていくことすらも、おそらく無理だろうな」

　失った時のことなど考えたくもない。怖い。もう家から一歩も出したくない。誰にも見せたくないし、誰も見てほしくない。他の男に触れさせるなんて、もってのほかだ。

「ツィカーダで店をやらせるなんて、言わなきゃよかったぜ……」

　己の失態に額を押さえながら、アイストはカナレイカを見下ろす。カナレイカは潤んだ瞳で不思議そうに見上げていた。目の前の男が、ドロドロに濁り澱んだ狂気で満たされていることなど知る由もないのだろう。

「可愛すぎて、ぶっ壊したくなるな。あんまり俺を煽んなよ、カナレイカ」

　カナレイカに対して抱いている気持ちが、愛情による性衝動なのか性衝動による捕食願望なのか、その辺りは正直なところよくわからない。

「わからないが、わかっているのは、お前はなにがあっても俺の女だってことだ」

　アイストは両足を抱え直した。鎮まるどころかますます昂っていく己のモノを、再びカナレイカの中に突き入れる。カナレイカはビクンと震えた。途端に周囲の襞が、ぎゅうぎゅうと締めつけて来る。

「はぁ、やっぱお前のナカすげぇな、気持ちよすぎて頭がクラクラする……」

　一度引き抜き、気持ちだけでも冷静になったおかげか内部の〝責め〟になんとか耐えることができた。そのままパンパンと肉を打つ音を響かせながら、腰を前後に動かしていく。

「いやッ！　あッ、あ、や、やあぁッ！　あぅ、あ……ッ！」

「嫌じゃないだろ、気持ちイイって言え」

　喘ぐカナレイカの唇から、透明な唾液がつーっと零れていくのが視界に入る。

　返答はなかったが、感じているのは伝わってきた。アイストは口の端を歪め微かに笑う。下半身がグズグズに蕩けそうな気がする。信じられないほどに、気持ちいい。

「癪に障るが、一回出しとくか。そのほうが長持ちしそうだしな」

　そう決め、腰を動かすスピードをますます速めていく。擦れる内部の襞が性器に吸いつき扱き上げ、あっという間に射精感がこみ上げて来た。

「カナ、もう出すからなっ……！」

「んぁッ！　あ、ひあぁぁッ！」

　カナレイカは悲鳴のような嬌声をあげ、首にぎゅっとしがみついてきた。首筋にチクリとした痛みが走る。カナレイカがまた無意識に爪を立てたのだろう。その甘い痛みと同時に、下半身を熱いなにかが駆け昇ってくる。

「うぁっ……」

　射精感に身を任せつつ、一度奥深くまで突き込んでから素早く引き抜き、薄い腹の上に思いきり白濁を吐き出した。勢いよく出された精液はドロドロとした粘度を保ち、カナレイカの腹を瞬く間に白く染め上げていく。

「ハァ、こんな濃いの久々に出したな」

　ここのところ、なんとなく気分が乗らなくて自慰すらしていなかった。今後はもうすることもないだろう。カナレイカを抱く感触を知ってしまったら、もう彼女の身体以外でイケる気がしない。

　身体をぷるぷると震わせ、涙をこぼしながら荒い呼吸で喘ぐカナレイカ。その緑と金の髪を優しく撫でてやると、カナレイカは嬉しそうにふわりと微笑んだ。

「これで、やっと終わりだね……」

「あ？　そんなにもう終わりたいのかよ。二日は部屋から出さないって言っただろ？」

　思わず口から苛立たしげな声が出る。カナレイカはゆるゆると首を横に振った。

　アイストは訝しげに片眉を上げ、カナレイカのメロンの瞳をじっと見つめる。

「ううん、あのね、〝叔父さん〟と〝姪〟の、本当の、終わり……」

　アイストは言葉を失った。

〝姪のカナレイカ〟を早々に捨てていた自分と違い、カナレイカは沼の底深くに沈む〝叔父のアイスト〟を未だに見つめ続けていたのだ。

　いや、〝叔父のアイスト〟のほうがしがみついていたというべきだろうか。

　欲深く身勝手な自分は、〝男〟として浅ましくカナレイカを求めながら、〝大好きな叔父さん〟に向ける無邪気な愛情も欲しがっていた。身体を繋げてしまったら、どうあがいたところでもう元の関係に戻れやしないことなど誰よりもわかっているはずだったのに。

「愛してる……アイスト……」

　小さく呟かれた声。アイストは息を飲み、両目の蜂蜜色をカナレイカに向けた。潤む果実の瞳には、どこか呆けたような表情の男が映っている。

　──その言葉が、ずっと欲しかった。

　どこまでも健気で優しく、愛らしいカナレイカ。いつだってアイストの欲しい言葉を、彼女は絶対に与えてくれる。与えれば与えるほど、自らに鎖が絡みついていくことなど知りもしないで。

「俺はもう、ずいぶん前から愛してるよ」

　くすぐったそうに笑うカナレイカの頬に、軽くキスをしながら伸ばした指を絡める。

「二日は部屋から出さない、って言っただろ？　あれはやめることにする」

「ほんと？　よかったぁ、ちょっと怖かったの」

　ホッと安堵の息を吐くカナレイカの耳を食みながら、アイストはその勘違いを優しく訂正してやった。

「違う。延長だ、延長。一週間は出さないからな。安心しろ、食事も風呂もなにもかも全部、俺が世話してやるから。とりあえず、腹の上に出したヤツを一度風呂で流してから続きをしようぜ」

　安堵に緩んでいたカナレイカの顔が瞬時に強張っていく。アイストは澄ました顔で、カナレイカをひょいと抱き上げた。戸惑うカナレイカのか細い抗議を聞き流し、浴室に向かいながらふと思う。

　──己の中にも存在した。

　愛する雌を骨まで、魂まで喰らい尽くしてやろうと舌なめずりをする、『雄の化け物』が。
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「うぅ、もうやだぁ……」

　カナレイカはベッドの上で、シーツにくるまり泣き言を吐いていた。ベッドにうつ伏せたまま、視線を横に向けた。普段アイストの煙管置きになっている小さなテーブルの上には丸い皿が置いてある。その中には、葡萄がいくつか転がっていた。

　先ほどまでアイストが甲斐甲斐しく口に入れてくれていた、その葡萄をぼんやりと見つめながらカナレイカは首を左右に動かす。

「今、何時……っていうか、何日？　あ、パンが焼ける匂いがする」

　辺りに漂う、香ばしいパンの香り。朝は夕食の残りを切ったパンにそのまま挟んで食べることが多い。ということは、今は昼か夜だ。

　カナレイカはゆっくりと寝返りを打ち、仰向けの姿勢になった。

「い、いったぁい」

　──体中が筋肉痛で痛い。喉も掠れている。そして下半身と胸元から断続的に生じる甘い痺れ。

　連日に渡り激しく抱かれ、カナレイカの体力は限界に近づいていた。行為に疲れ果て、気を失っても目が覚めるといつの間にか綺麗になった身体でシーツに包まれている。

　そこでカナレイカが起きたことに気づいたアイストに再び組み敷かれる、という繰り返しで、時間の経過がまったくわからなくなっていた。

「ん、起きなきゃ」

　うだうだとしているうちに、軽い排泄感を覚えた。カナレイカは少し焦る。アイストは今、おそらく食事の用意をしている。彼に見つかると、少々厄介なことになってしまう。

「トイレに連れて行かれるの、すごく嫌なんだから」

　アイストは本当に『すべての世話』をしてきた。食事も手ずから食べさせてくるし、かろうじて意識がある時に風呂に入れば頭のてっぺんから足の先まで、隅々を丁寧に洗われる。

　閉口するのが歯磨きと排泄関連で、催した時にいちいち申告しないといけないのが最悪だ。さすがに中にまでは入ってこないが、わざわざトイレまで抱き上げて運ばれる。

　そしてどんなに嫌がっても聞く耳を持たず、番犬よろしく外でじっと待っている。

　扉のすぐ向こうに他人がいる状態で排泄をするのがあまりにも恥ずかしく、いっそ記憶を失くしたいと毎回思う。

　歯磨きに至っては、どんなに自分でやると言ってもやらせてくれない。

　ならば普通に歯ブラシを使ってくれればいいものを、わざわざ目の粗い布を指に巻いてそれを口に突っ込んでくるのだ。

　そして実に楽しそうに、カナレイカの口の中をかき回してくる。

　自分が思っていた以上に愛されているのはよくわかったけれど、欲情しきった顔で舌を弄ぶアイストを見ていると、なんとも言えない気分になる。

「鍛えているから体力も鬼みたいにあるし。いつまで続くの、この生活」

　カナレイカは這うようにしてベッドを降りた。傍らに脱ぎ捨ててあるアイストのシャツを羽織り、壁を伝いながらそろそろとトイレに向かう。

「いたた、腰っていうか、背骨が痛い」

　──用を足す間、身体を捻り背も反らし、身体を少しでもほぐそうと試みる。

　ボキボキ、という骨が鳴る音がした後は、わずかながらも身体が楽になった気がした。

「本気で一週間、部屋から出してくれないつもり？　もう、いい加減に休ませてくれないかなぁ」

　ブツブツと文句を言いながら、左横にはめ込まれている『清浄石』に手をかざす。

　洗浄を終え、再び壁を伝ってトイレの扉を開けたカナレイカは人影を確認し思わず両目を見開いた。

「カナレイカ。お前、なに勝手に部屋から出てんだよ」

　扉の前には、あからさまに不機嫌そうな顔をしたアイストが立っていた。カナレイカは引き攣った笑みを浮かべる。

「えっと、お手洗いに行きたくなったから」

「じゃあ俺を呼べばよかっただろ」

「あ、ううん、だってご飯の準備をしてくれていたでしょ？　キッチンにいるアイストを呼ぶより、一人で行ったほうが早いし」

　呼びたくなかった、などと言えるはずもなく、カナレイカは曖昧な笑顔のままで両手を伸ばしてアイストにしがみついた。そのまま頬をすり寄せて甘えながら、男の機嫌を必死に取ろうと試みる。

「まぁいい。とにかく部屋に戻るぞ、食事はベッドに持って行ってやるから」

「う、うん」

　ひょいと抱き上げられたまま、カナレイカは安堵の息を吐いた。運ばれながら恐る恐る、アイストの顔を見上げる。その顔には、必要以上に怒っている様子は見当たらない。

　今なら、願いを口にしても聞き入れてもらえるかもしれない。

「ねぇ、何日くらい経ったの？」

「ん？　あぁ、四日目かな」

　──四日目。〝部屋から出さない宣言〟のとおりだと、あと三日はこの生活が続く。

　三日間なんとか耐えるべきだろうか。いや、やはりこれ以上は無理だ。

　けれど、怒らせるともっと大変な目にあうかもしれない。ここは慎重にいかなければ。

「あのね、引っ越しの準備もあるし、そろそろお部屋から出たいんだけど。二人で暮らす家のことなんだから、準備も二人でやりたいの」

　アイストは黙って聞きながら、顎に手をあてなにやら考えこんでいる。これは前向きに考えてくれているのかも、とカナレイカは内心で期待していた。

「さすがに若いと体力の回復が早いな。あれだけ前後不覚になるまで抱いているのに、少し眠っただけでもうここまで動けるのか。困ったな、どうしようか」

「なにが？」

　予想外の言葉に、アイストの顔をまじまじと見つめる。蜂蜜色の瞳には怒りはまったく見当たらない。ただ、見たこともない感情の色がそこに満ちていた。

　──背筋に、ゾクリと寒気が走る。

「あ、あの！　嫌なわけじゃないの。その、なんていうか、幸せだなー、なんて思ったりするし！　ただ、すごく疲れちゃって」

「だったらもう少し休ませてやるよ。それと、引っ越す準備は俺がやるからいい」

「でも、私」

「あー、それから婚姻届も出しといたぜ。ほら」

　下げられたアイストの目線を辿ると、自分の左手に行き着いた。

「これって……」

　左手の薬指。そこには、蜂蜜色の魔石が輝く銀の指輪がはまっていた。

　よくよく見ると、リングの部分には何やら乳白色の結晶のようなものが散りばめられている。カナレイカは目を見開いた。これは一体、いつの間に。

「言っとくが、ちゃんと届けを出したあとで指にはめたんだからな。文句を言うなよ」

「別に言わないけど、指輪なんていつ買ったの？」

「二年前。買ったのは石だけな。リングの部分は俺が作った」

　──また二年前。驚くというか、もはや感心してしまう。アイストがその恐ろしい通り名とは真逆の、ある種の臆病な男だということはもうわかっている。

　けれど、ここまで事前に色々と準備をするならもっと早く行動を起こせば良かったのに、とも思う。

（よくわからないけど、ずっと我慢していたから、今こんな風に爆発しちゃったのかな）

　正直、〝叔父〟の頃からここまでの感情を向けられていたという事実は地味に恐怖を感じる。けれど、自分はその重たい感情ごと受け止めると決めたのだ。

「ありがと、嬉しい。でも起きている時につけて欲しかったな」

　せっかくだから色んな角度から見てみたい。カナレイカは指輪を外そうと手をかけた。だが、指輪は一向に外れない。

「ん、あれ、きつくないのに、なんで？」

　むしろ指は動かしやすい。それなのに、回転すらしないほどにがっちりとはまっている。カナレイカは首を傾げた。

「残念だが、その指輪は外れない」

「外れない？　どういうこと？」

「姉貴がきっちりお前の乳歯を保管していたからな。それを砕いてから俺の血と混ぜて、銀龍の涙で固めて指輪にした。指に同化させる時には少し痛むから、お前の意識がない時に指にはめた」

「……うん。そっか」

　まったく質問の答えにはなっていないが、指輪が外れない理由はわかった。

　というよりも、これを世間一般的には〝祝福の結婚指輪〟とは呼ばない。

　カナレイカは薄っすらと現実逃避しながら考えていた。

　祝いごとである結婚の贈り物に、呪いの指輪を贈る男は世界中に一体何人くらいいるのだろうか、と。

　──これは『呪じゅ魂こん輪りん』と呼ばれる呪装具だ。

　本来はもっと巨大なものになる。それは極めて嫉妬深く、独占欲の強い竜や龍が己の番つがいに贈る代物だからなのだが、まさかそれを人間の指輪サイズに縮めてくるなど常識の範囲外過ぎて言葉が出ない。

　アイストのことはここ一連の出来事でそれなりに理解できた気がしていたが、それは思い上がりだったと改めて痛感した。

「なんだ、気に入らないのか？」

「あ、ううん。でも、よく手に入ったね、銀龍の涙なんて」

「士官学校の同期に幻想遺物管理課のヤツがいるからな」

　アイストは寝室の扉を肩で開けながらなんでもないことのように言う。カナレイカはベッドに下ろされながら、バレない程度に小さく溜め息を吐いた。

　書類の偽造といい、彼の友人にまともな人間はいないのだろうか。

「その、仲良しなんだね、同期で」

「まぁな。でも一方的に頼んでばっかりじゃないぜ？　アイツらの頼みは逆に聞いてやっているんだから」

「それって、どんなお願い？」

「あー、色々だな。ま、知らないほうがいいと思うけど？」

　口の端を歪めるようにして、アイストは笑っている。カナレイカは首をブンブンと縦に振った。これは確実に知らないほうがいい情報だろう。

　聞かなくてもわかる情報はただ一つ。〝類は友を呼ぶ〟ということだ。

「カナレイカ……」

　アイストは耳元で甘く囁きながら、カナレイカの身体から己のシャツを剥がしていく。

　休ませて欲しいという切なる願いはどうやら聞き入れて貰えないらしい。カナレイカは諦めて両手を男の首に回した。

　──身体を繋げて、一つわかったことがある。

　アイストが『カナレイカ』と呼ぶ時は性的欲求が高まっている時。なにかお願いごとをするのであれば、アイストが『カナ』と呼んでいるうちに済ませなくてはならない。

　手洗いから出てすぐ、待ち構えていたアイストは『カナレイカ』と呼んだ。

　つまり、あの時点で解放願いを口にしたところで聞き入れてもらえるはずがなかったのだ。

「あっ、ん、ねぇ、お願い、もう、あんまり激しくしないで……」

「これでも手加減してるんだよ。ほら、ココ好きだろ？」

　アイストは中指と薬指を秘裂の中に差し込み、親指で器用に陰核の皮を剥き上げグリグリと押し潰してきた。指を動かされるたびに、下半身を中心にビリビリと雷撃が流れるような感覚が走る。

「いやっ、やっ！　そ、そんなことないもん！　あっ、それ、もうやだぁ……」

「こんなに感じまくってるクセになに言ってんだよ。ほら、すっげぇ音がする。もっとよく見せろよ」

　ちゅぷ、という音と共に指が引き抜かれ、カナレイカの身体はくるりとひっくり返された。そのまま腰を高く持ち上げられた状態で、再び秘部をかき混ぜられる。

「あー、ナカがびくびく痙攣してきた。ホントに敏感すぎるな、お前」

「やっ、いや、いやっ！　あ、も、イクの、いや、こわい……」

「怖くねぇって。あんまりイヤイヤ言うなよ、お仕置きするぞ？」

　──この状況がすでにお仕置きだと思う。カナレイカは精一杯首を動かして後ろを向いた。そして、震える声で懸命に訴えかける。

「もう許して……ずっと気持ちよくされるの、こわいの……」

　懸命に振り返ると、驚いたように目を見開いたアイストと目が合った。

　その瞬間、蜂蜜の瞳に獰猛な光が宿っていく。カナレイカは自らが墓穴を掘ったことを悟った。

「ま、待って……ッ！」

　制止の声よりも早く、アイストが体内に押し入ってきた。初めての後ろからの行為。

　正面から抱き合うよりも、奥深くまでアイストの存在を感じる。

「煽りやがって……！　カナレイカ、ほら、もっと鳴けよ」

「んぁぁッ、あっ、ひ、あぁぁッ！」

「愛してるよ、俺のカナレイカ……！」

　後ろから二の腕を掴まれ、上体を起こされ膝立ちのような状態でガツガツと突き上げられる。揺さぶられながら、ふと腕を掴むアイストの手に目を向けた。左手の薬指には、絡みつくように刻まれた有刺鉄線のタトゥーが見える。

　その上に、カナレイカの瞳によく似た色合いの魔石があしらわれた指輪がはめられていた。この男は愛情だけでは安心できず、カナレイカを離さないために呪いにまで頼っている。本来ならば、怒り軽蔑するべきなのかもしれない。

　けれどカナレイカは初めて、この非常識で臆病で凶暴な男、アイスト・ピトルーシカを心から愛しいと思っていた。







　室内からは大きな機材がすべて運び出された。修理店に改造した室内は、機材がなくなるとなにもない空間になる。カナレイカは空っぽの部屋を、一人たたずみ眺めていた。

　ここはかつて、家族で過ごす空間だった。父と母。叔父と弟。

　家族全員の時間は十二年しかなかったが、なによりも幸せな時間だった。あの温かく安らぎに満ちたひとときがあったからこそ、今こうやって穏やかな気持ちで過ごしていられるのだと思う。

「カナ、なにぼんやりしてんだよ。間に合わなくなるぞ？　ま、俺は別にぜんぜん構わねぇけど」

「待って、すぐ行く」

　不機嫌そうなアイストの声。カナレイカは感傷を胸の奥に仕舞いこみ、〝夫〟の元へと駆け寄った。

「見送りに行かせてくれてありがとう」

「仕方ねぇだろ。スイカ野郎がわざわざ言いに来たんだから」

　──今、カナレイカたちはドゥイーニア家の別荘に向かっている。

　アイストに身体や行動を好き放題に扱われ管理されていたカナレイカだったが、五日目の朝、ついに熱を出したことでようやく解放された。

　そこから二日ほど寝込んだものの、たっぷりと眠ったお陰で体力は完全に回復した。

　そして今朝、嫌々といった様相のアイストからギパールトがひっそりと帰郷の挨拶に来ていたことを知らされた。

　総督夫人ポーニィは、飛空艇で先に帰郷したらしい。

　その際、別荘を引き払うように命じていたらしくギパールトは諸々の手続きや処理のために数人の部下と共に残った。

　そしてすべてを終えた今、迎えの飛空艇に乗りキート市に帰るのだという。

「あのね、色々お世話になったんだから最後くらいちゃんと挨拶しておかないと。なかなかいないわよ？　自分を殺そうとした人間を庇ってくれる人なんて」

「アイツを褒めるんじゃねぇよ。お前の旦那は俺なんだからな？」

「そういう問題じゃないでしょ」

　カナレイカは呆れたように溜め息を吐きながら、首元のネックレスを弄った。

　もう十分も歩けば別荘に到着する。カナレイカはそこで足を止めた。アイストが訝しげな視線を向けてくる。

「どうした？」

「ねぇ。別荘の手前で待つか、ここで帰るかどっちかにしてくれない？」

「なんで。二人きりでお別れしたいとでも言うつもりか？　お前、まだアイツのことを気にしてんのかよ」

「違う。そういうのじゃない」

「じゃあ、なに」

　アイストは苛立たしげに舌打ちをしている。カナレイカは指輪のはまった左手をそっと握りながら、消え入るような声で呟いた。

「多分だけど、そろそろあの美人な中尉さんたちも帰る日なんじゃないかなって。アルブースさん、お見舞いに行くくらいお二人を気にかけていたし、山側を行けば山岳都市ツィカーダを経由してから海洋都市キートに行けるでしょ？　だから、もしかしたら飛空艇で一緒に帰ったりするかもしれない、なんて思ったの。だから」

　カナレイカはそこで言葉を止めた。

　アイストはいっそ清々しいほど、自分が大怪我を負わせた元恋人のことを気にしていなかった。最初は見舞いにも行こうともしないアイストをなんてひどい男だ、と思っていた。

　けれど、一方では自分を優先してくれていることへの仄暗い優越感を得ている〝嫌な女〟の部分にも気づいていた。

「二人が一緒にいるのを見ると考えちゃいそうだから。つき合っている時はどんな話をしていたのかな、とか、どんな風に、その──」

「セックスしていたのか、とか？」

　アイストはなんでもないことのようにサラリと続きを口にする。

　カナレイカは羞恥に顔を背ける一方、気にしてなにが悪いと開き直りさえしていた。

　経験のない自分にも、アイストが性技に長けた男だということはよくわかる。

　身体を繋げ、ようやく彼の望む愛を感じ始めたかと思えば、今度は嫉妬心が胸の奥底にへばりついて離れなくなったのだ。

　身体に触れる長い指や、肌の上を滑る熱い舌。

　そして全身をどうしようもなく切なく、おかしくさせてくれる彼の〝男〟の部分。

　その感触を、自分の前に知っている女が数多くいる。そのこと自体はわかっていたし知っていたけれど、実際に相手を目の当たりにするのとしないのとでは、気持ちのあり方が違う。

　あの美しい中尉は、彼の下でどれほど蠱惑的に乱れたのだろう。きっと自分なんか比べ物にならないほど綺麗だったに違いない。そんな風に思ってしまうのだ。

「別に、普通だけど」

「ふ、普通って？」

「普通は普通だろ。挿れて動かす。出したら終わる。まぁ確かに、ジズは一番丁重に扱っていたかもしれないな。なんたってお前の身代わりだから」

「私の、身代わり？」

「そう。身代わり。でもアイツ、髪が赤いだろ？　だから緑の義髪つけさせたり俺が魔眼レンズつけて緑に見えるようにしたり色々と工夫はした。ま、面倒な時は真っ暗な部屋でヤってたけど」

　──まるで息をするようにサラリと鬼畜発言をしてくる。カナレイカは顔を引き攣らせながら、乾いた笑みを浮かべた。

「なんていうか、ある程度は予想していなくはなかったけどその何百倍も最低なことをしていたのね」

「そうか？　愛してもいない女に期待させるようなことするほうが、よっぽど最低じゃねぇかと俺は思うけどな」

「微妙にまともなこと言わないでよ」

　カナレイカはふと、己の左手を見た。そこには、一見なんの変哲もない指輪がはまっている。だが、これはアイストと自分の魂を繋げる呪装具なのだ。この先どちらかが命を落とせば、自動的に残された方の命も終ついえる仕様になっている呪いの指輪。

　よく考えたら、こんな指も輪のを寄越すような人間が今さら元恋人に会ったからなんだというのだろう。

「ごめんね、やっぱり一緒に行きましょ。私、なにを心配していたんだろ」

「可愛い嫉妬は許してやるけど、俺を追い払って男と二人で会おうなんて二度と考えんなよ？　次に同じようなこと言ったらどうなるか、わかっているんだろうな」

「えぇと、うん。大丈夫。わかってる」

　アイストは満足そうに頷き、カナレイカの手を掴むと再び歩き出した。カナレイカは大人しく従いながら、内心でひっそりと思う。

（また一つ、彼について改めて学習した気がするわ）




　──この男は怒らせてはいけないのではない。怯えさせてはいけないのだ。







　別荘に到着したカナレイカとアイストを出迎えてくれたのは、若い女性士官だった。

　人参色の長い髪は後ろでゆるく編まれ、鼈べっ甲こう色のフレームの眼鏡をかけている。レンズの向こう側に見える、透き通ったような水色の瞳が美しい。

「お久しぶりですピトルーシカ少佐！　お元気でしたか？」

「まぁな。お前も元気だったか？」

「はい！　あの、アルブース中尉から聞きました。このたびはご結婚おめでとうございます！」

「あぁ、ありがとう」

　女性士官は人好きのする笑顔を浮かべたまま、カナレイカの方に向き直った。カナレイカは思わず一歩下がる。

「はじめまして奥さま！　わたくし、ヴィエーチル・マルコーフィと申します！」

「あ、は、はじめまして、カナレイカです。ん？　マルコーフィ？」

　カナレイカは首を傾げながらアイストを見上げた。

「コイツは空ウ軍チのヴィノー・マルコーフィの双子の妹。兄貴より優秀だぜ。なんたって階級は准尉だからな」

「う、やっぱり曹長さんのご家族だったのね」

　眼鏡の准尉、ヴィエーチルはニコニコと笑っている。カナレイカは狼狽えていた。

　なにせこっちはこの士官の兄を病院送りにしているのだ。それにも関わらず、何事もなかったかのようにその妹と談笑するアイストに困惑を隠せないでいた。

「あ、あの、その節はお兄さまに大変申し訳ないことをいたしました」

「いえいえ、奥さま。お気になさらないで下さい。兄は自業自得です。パミドール中尉の前でカッコつけたかっただけなんですよ。色んな意味でピトルーシカ少佐に敵うはずもないのに」

　マルコーフィ妹は呆れたように首を振っている。否定も肯定もできないカナレイカは、ひたすら愛想笑いを浮かべてごまかしていた。

「いいえ、そんなことはないわ」

　──突如として澄んだ声が響いた。マルコーフィ妹の背後にある螺旋階段。

　その一番上に、ギパールト、そしてヴィノー・マルコーフィと共にジズ・パミドールが立っていた。多少顔色は悪いが、その美しさはまったく損なわれていない。

「総合力では劣るかもしれないけど、ヴィノーの防御魔法の実力はヴィエーチル、貴女より上よ？　あの時は少佐の狡猾さにやられただけ。少佐はね、最初から防御に長けたヴィノーを真っ先に潰すつもりだったの。だからあえて私を狙った。ヴィノーが私を庇うために飛び出して来ることを想定してね」

　美しい中尉は人参色の曹長に支えられながら、優雅に階段を下りてくる。マルコーフィ妹は驚いたようにアイストを見た。

「ヴィノーは頑丈なのが取り柄だからな」

　アイストは肩を竦めている。そこに元部下を傷つけた罪悪感などは一切見られない。

「確かに、兄は頑丈だけが取り柄ですからね」

　うんうん、と頷く妹を、兄はなんともいえない表情で見つめている。

　その状況に、カナレイカは思わずふき出してしまった。その場にいた全員の顔が、カナレイカの方を向く。慌てて口元を押さえたカナレイカの左手に、ジズ・パミドールの視線が止まった。

　諦念と悲しみ、そして嫉妬を宿らせた瞳。気づいたカナレイカが手をおろすよりも早く、それらの感情を一瞬で消し去った美しい中尉は優雅な微笑みを浮かべていた。

「ピトルーシカ少佐、カナレイカさん。正式なご結婚おめでとうございます」

「はい、あの、どうもありがとう、ございます」

「あぁ、ありがとう」

　狼狽えるカナレイカと違い、アイストはまったく悪びれる様子がない。カナレイカは冷や汗を大量に流しながら、先ほどから黙って場を見守っているギパールトに救いの眼差しを向けた。

「マルコーフィ准尉。パミドール中尉とマルコーフィ曹長を飛空艇までお連れして下さい。もう別荘内には誰も入れないように。例え海軍なかまでもです」

「わかりました、アルブース中尉」

　──素早く意を汲んだギパールトにより、いたたまれない時間は終わりを告げた。

　カナレイカはホッと安堵の息を吐く。

「すいません、アルブースさん」

「いえいえ。こちらこそ申し訳ありませんでした。マルコーフィ……准尉の方ですね、非常に有能なのですが、どうも男女の機微に疎くて」

　ギパールトは苦笑しながら人差し指で頬を搔いている。いつもきっちりとしているギパールトの珍しい少年のような仕草に、カナレイカは頬を緩ませた。

「もういいだろ。スイカ野郎、お前もとっとと帰れよ」

「ご心配なさらなくても、もう帰ります。それにしても驚きました。夫人もお帰りになりましたし、残っているのは僕が信頼している部下ばかりです。だからカナレイカさんにお別れをしたくてご挨拶にうかがったのですが、まさかわざわざお連れいただけるとは思っていませんでした」

「ここできっちりしておかないと、カナが納得しないだろうと思っただけだ」

　ギパールトは軽く頷き、カナレイカに向かって手を差し出した。

　カナレイカも手を伸ばし、その手をしっかりと握る。温かく、大きな手。

　本来ならばこの手に包まれて暮らしていたのかもしれない。

　そうすればきっと、左手には祝福が煌めいていたことだろう。

　けれど、それはきっと運命ではなかった。

「少佐。アルブース家が出していた〝エリエーニ・ドゥイーニア〟の捜索願は取り下げました。ですので、その件に関してはご安心下さい」

「……わかった」

　不機嫌そうに、眉間に皺を寄せていたアイストの表情が少し和らぐ。カナレイカは、メロン色の瞳をまっすぐに、スイカ色の瞳に向けた。

　ギパールトの優しい眼差しが、同じようにこちらを向いている。

　沈黙は、ほんの少ししか続かなかった。

「さようなら、エリエーニ。お幸せに、カナレイカさん」

「さようなら、ギパールト。お元気で、アルブースさん」

　──二十年の月日を経てようやく巡り合った少年と小さな婚約者。




　二人は同時に背を向けた。




　少年は、悲しい過去に。小さな婚約者は、あり得たかもしれない優しい未来に。








最終章　幸せはコウノトリの翼の下に









　空軍の本拠地がある山岳都市ツィカーダ。

　高地にあるその都市は大半が切り立った山々に囲まれている。その中央にあるのは、広大な空軍基地。

　カナレイカはその基地内を、大きな買い物カゴを持ち弟アリオールと共に歩いていた。

「えーと、あとはお肉だけかな？」

「姉ちゃん、バターもなかったと思うよ。ハーブバターチキンは絶対に作ってね。僕の大好物だけど叔父さんも好きだからね」

　──ツィカーダに引っ越しして早二ヶ月。今日は少し遅れたアイストの誕生祝いをする日なのだ。引っ越しを終えてすぐ、カナレイカは弟に連絡をしておいた。

　そして連休を利用し、やってきたアリオールとこうして買い物に来ている。

「それにしても、まさか基地内の宿舎に引っ越すとは思わなかったよ。おまけに姉ちゃんが機工部に就職？　聞いた時は嘘かと思った。いやー、母さんと父さんもびっくりしているだろうなぁ、姉ちゃんが軍属なんて」

「私も。最初はね、そもそも麓の街に住むつもりだったし、修理店も新しくするつもりだったの。けど、アイストが内勤になる条件が基地内に住むことだったから。彼、今は実戦訓練教官なの」

「姉ちゃんはそれでいいの？　それじゃあ叔父さんばっかり得をしてるじゃん」

　アリオールは憤慨したように鼻を鳴らしている。

　カナレイカは苦笑しながら首を横に振った。

「ううん。一人ならともかく、今後はほら、子供だって欲しいもの。そしたら修理店、またお休みしないといけなくなっちゃうでしょ？　そういうのを考えたら、機工部の技術員として働く方がいいかなって。収入も安定しているし、軍人さんたちって本当に色々な魔導装具を使っているの。だからすごく勉強になってる」

　──空軍の兵士は戦闘の際、飛行術式が刻まれた円盤のような装置に乗って戦う。海軍や陸軍と比較して装備がそこまで重厚ではないため、さまざまな魔導装具を使う兵士が多い。

「この前ね、飾り櫛くし型と簪かんざし型の魔装具持ちの軍人さんを見かけたの。繊細な造りが本当に綺麗だったなぁ。それと、義手義足型の魔装具使いが軍に多いのは知っていたけど、実際に修理したのは初めてで緊張しちゃった」

　アリオールは嬉しそうに話す姉を、頬を緩めて見守っていた。

「姉ちゃんがいいならいいよ。ま、ジャーボロノクには友達がいるわけじゃないしね」

　カナレイカは頷く。元々、町に姉弟と同じ年頃の子供は少なかった。

　その上起きた、九年前の狂竜病事件。カナレイカたちと同様に、親を失った子供は皆、親戚に引き取られたりして町からいなくなってしまった。家族が無事だった者も、恐怖感からか一家で町を去る場合も多かった。

「そうね。それに基地内には結構、年の近い女の子が多いの。そうそう、衛生部にお友達ができたんだ」

「良かったね。キルピーチさんも案外それを見越して弁償額を普通に請求してきたのかな。最初に聞いた時は厳しい請求額に驚いたけど」

　──引っ越しをする前、今回の一連の騒動のうちでもっとも迷惑をかけたキルピーチのところへ挨拶に行った。気難しい顔の老料理人は、借金の返済のためにカナレイカたちが引っ越すと聞いても顔色一つ変えなかった。

『そうか、まぁ頑張ってくれよ。ジャーボロノクに帰ってきた時はぜひウチの宿に泊まってくれ』

『あっさりしてんな。俺たちこの町を出ていくんだぜ？　もう少し寂しがるとかないのかよ』

『そうだな、カナレイカがいなくなるのは寂しいよ。けど、世界がお前だけになるよりはいいだろう』

　その時アイストはなにかを言いかけ、結局なにも言わなかった。けれど、どこかきまり悪げな顔をしていたような気がする。

「姉ちゃん、どうかした？」

「あ、ごめん。ちょっと考えごとをしちゃってた。リオ、どうしたの？」

「いや、お腹空いたなー、って思っただけなんだけどね」

　アリオールは腕時計を見せてくる。時計の針は、十二時前を指していた。

「わ、もうこんな時間。ごめんね、バターを買ったらお昼にしようか。整備場の手前にカフェがあるんだけど、そこの仔牛の煮込みがすっごく美味しいの」

「やったー！　じゃあ早くバター買っちゃおうよ」

　はしゃぐ弟に微笑みかけながら、カナレイカはキルピーチの言葉の意味を考えていた。

　あのままアイストと二人、ろくに友人もいない小さな町に住み続けていたらどうなっていただろう。

　なにも変わらなかったかもしれない。いや、『変われなかった』というべきだろうか。
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　夕方。

　帰宅した叔父がシャワーを浴びている間、アリオールは姉の指示に従いながらテーブルの上に料理を並べていった。ほとんどが肉料理とスープ、という偏ったメニューになっている。

「姉ちゃん、酢漬けの魚は作らなかったんだ。それに料理も肉ばっかりだし、ちょっと叔父さんのこと甘やかし過ぎじゃない？」

「いいじゃない、今日はお誕生日パーティーなんだから。それにしても、やっぱり皆さんをお呼びすれば良かったなぁ」

　料理の品数はそれなりにあるものの、どれも三人で食べきれる量しか作っていない。

　姉のカナレイカはせっかく自宅が基地内の宿舎なのだから、と同僚や部下を招待するよう提案をしたらしいが、叔父アイストがそれをすげなく却下したと言っていた。

「どうせ、姉ちゃんの手料理を他の男に食べさせたくない、とかいう小さい理由だよ」

「……うるせぇ」

　低く底冷えした声と共に、上半身裸の叔父が室内に入ってきた。香芹色の髪からは、ポタポタと雫が垂れている。

「あ！　もう、ちゃんと拭いてっていつも言っているじゃない！」

　カナレイカはアイストの元にパタパタと駆け寄る。アイストは肩を竦めながら、ソファーにどかりと腰かけた。すかさず、カナレイカが濡れた髪を拭き始める。

「ん、痛ぇよカナ。もっとゆっくりやってくれよ」

「文句言わないで。いつもちゃんと拭かないんだから、床が濡れちゃうじゃない」

　ガシガシと髪を拭いたあと、カナレイカは濡れたタオルを持って洗濯室に消えた。

　アリオールは澄ました顔で髪をかき上げている叔父に、胡乱な眼差しを向ける。

「ねぇ、普段からこんな風に甘えてるの？」

「そうだけど？　俺が俺の女に甘えてなにが悪い？」

　照れる様子も悪びれる様子もない叔父に、アリオールは新種の生き物を見る目を向けた。これが〝拗らせた人間〟というものなのか、とある種の感動すら覚えていた。

「いやいや、悪くはないよ、うん。それより叔父さん、誕生日おめでとう。三十三歳になった気分はどう？」

「……お前、祝う気まったくねぇだろ」

「アハハ、そんなことないよー」

　洗濯室から戻って来たカナレイカが、不思議そうな顔をしてこっちを見ている。

　叔父と姉、二人が上手くまとまってくれたのは本当によかった。心からそう思う。

　けれど複雑な思いも同時に存在することは確かなのだ。

　──家に帰るたびに見られる、姉の優しい笑顔が大好きだった。故郷で診療所を開く夢は変わらないが、そこに姉はもういない。

　自分から姉のなにもかもを奪っていってしまった叔父が、時折無性に憎くなる時がある。それでも尊敬する叔父に変わりはない。アリオールは相反する気持ちを振り払うように、姉に笑顔を向けてみせた。
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「カナ」

「なぁに？」

　食事を終えたあと、カナレイカはアイストと共にソファーでくつろいでいた。アリオールはお茶とケーキを持ち早々に部屋へと引っ込んでいる。

　今、アイストの頭はカナレイカの膝の上にあった。そして蜂蜜色の瞳をカナレイカに向けながら、左手でカナレイカの右手をしっかりと握っている。

　アイストはいつも、夜はこうやって甘えてくる。そんなアイストの髪を指輪のはまった左手で撫でながら、互いの一日を話すのがいつしかすっかり日課になっていた。

「今日は誰と話した？」

「えーと、機工部内の人はほぼ全員でしょ？　あとは修理依頼に来た人たちかな。もう、なんで毎日そこを訊いてくるのよ」

「気になるからに決まってるだろ。俺の女に手を出すヤツがいるとは思えないが、どこの世界にも身の程知らずの馬鹿は存在するからな」

　カナレイカは曖昧に微笑みながら、香芹色の髪をクルクルと指に巻きつけた。

　毎日のように繰り返されるアイストのこの質問。カナレイカはどこまでも正直に答えているが、一つだけ言っていないことがある。

〝修理依頼に来た人たち〟は修理を頼みにくるついでに、カナレイカに愚痴をこぼしていくのだ。

『ピトルーシカ少佐の訓練はもはや訓練じゃないですよ！　俺、何回死にかけたと思います!?』

『あの、奥さまから少佐にそれとなくお話しいただけないでしょうか。訓練内容が、下士官に対するそれを大きく凌駕しておりまして……』

『ピトルーシカくん、僕のことを嫌いだとか言ってなかったかな。いや、命令にはきちんと従ってくれるんだよ？　くれるんだけど、その命令そのものがいつの間にか僕が下したものと内容が異なっていたりだね』

　──その都度、カナレイカは謝ったり慰めたりと忙しい。だからいつもこの時間を利用して、それとなく伝えるように尽力しているのだ。

「ねぇ、訓練はどう？　あくまでも訓練なんだから、あまり怪我して欲しくないなって思うんだけど」

「心配するな。俺は無傷だから」

　アイストは澄ました顔をしている。

「あー、うん。それは心配してない。でもほら、まだ若い軍人さんとかにはもう少し優しくしてあげたらどうかな、なんて」

「……誰だ」

「はい？」

「お前が〝優しくしてやって欲しい若い軍人〟って誰のことだ」

「え!?　いや、別に誰ってわけじゃないんだけど」

　蜂蜜色に、怒りの色が浮かんでいく。失敗した。〝若い〟と言ったのがまずかったのだと、遅まきながら気がついた。

「だ、だからそういうのじゃなくて、最近魔装具の修理にくる人がね、アイストの担当している人たちが多いな、なんて思っていたから、それでちょっと思っただけ」

「……本当に、それだけなんだろうな」

「本当！　もう絶対に本当！」

　嘘ではない。カナレイカは別に、好意があるから優しくしたらどうだろう、と提案をしているわけではない。カナレイカは連日に渡り『お悩み相談』を受ける自分自身を救いたかっただけなのだ。

「大体、訓練ってのは死なないためにするもんだろ？　最初から死にそうにない攻撃ばっかりしていたら、いざ死にそうな攻撃された時に対処できないだろうが。あれでも上がうるせぇから二発目を喰らわない限りは死なない程度に手加減してやっているんだぜ？」

　──逆に、二発目を喰らったら死ぬほどの攻撃をしているのか。

　カナレイカは思わず言葉を失う。自分が軍人でないからなのか単にアイストがおかしいのか、この辺りの区別がよくわからない。

「えぇっと、じゃあ〝三回喰らったら〟とかにしてあげたら？　だってほら、万が一のことがあったら貴重な人材が失われちゃうってことでしょ？」

「訓練ごときで死ぬようなヤツは貴重でもなんでもねぇよ」

　言いながら、アイストは弄んでいたカナレイカの右手の指をそっと自らの口に含んだ。

「んっ……」

　指の付け根を舌で舐められ、カナレイカの背筋がビクンと震える。アイストは上体を起こし、逆にカナレイカを膝の上に乗せた。

「カナレイカ……」

　熱を孕んだ蜂蜜色。とろりと蕩けたそれに見つめられると、カナレイカはもうなにも言えなくなってしまう。

「声出すの、少し我慢しろよ」

　耳元で甘く囁かれるのと同時に、アイストの指がシャツの裾をめくる。そのまま指は奥に進み、下着の隙間からぬるりと割れ目に潜り込んで行った。

「あっ、や、ダメ……！　リオがいるのに」

「指を舐めただけでこんなに濡らしといてなに言ってんだよ。身体はこんなにエロいのにな、何回抱いても恥ずかしがるトコが本当に可愛いよ、お前は」

「んぁッ、あ、やぁ……ッ！」

　アイストが指を動かす度に、グチュグチュと恥ずかしい水音が静かなリビングに響く。

　いつもはすぐ寝室に移動してくれるのに、なぜだか今日はここでしたいらしい。

「んんっ……、ね、ねぇ、寝室に連れてって？　それなら、いいから」

「今日は俺を祝ってくれる日だろ？　俺の好きにさせてくれよ」

「あぅぅッ……だめ、声、我慢できない……ッ」

　内側の襞を抉られるたびに、意思とは関係なく身体がビクビクと跳ねる。

　腰を浮かせて逃げようと試みるも、かえって強く抱き寄せられ、奥を刺激されてしまう。

「あっ、だめ、だめッ！　んんッ！」

「イキそう？　じゃあ俺のこと好きって言いながらイケたら、ベッドに連れてってやるよ」

「や、むり、そんなの……！」

　指を激しく抜き差しされ、太腿の内側に温かい飛沫が飛び散っていく。快楽に飲み込まれ、カナレイカの意識は次第に朦もう朧ろうとし始めた。そのせいで、いつの間にかアイストの膝に抱き上げられたことにも気づかない。

「残念。時間切れだ」

　アイストの低い声。カナレイカがその言葉の意味を理解する前に、熱くて硬い男のモノがカナレイカの体内に穿たれていく。そのまま上下に揺さぶられ、カナレイカは髪を乱して泣き喘いだ。

「ふぁぁッ、いや、イッちゃ、あっあっ！　これ、だめ、すぐ、イッちゃうから……！」

「カナレイカ、防音結界を張ってやったから声出してイイぜ。ほら、出せよ早く」

　目の前の身体に必死にしがみつき、なんとか衝撃を和らげようとする努力も空しくアイストは容赦なく突き上げてくる。奥深くまで貫かれるこの体勢は快楽を受け流しにくく、カナレイカはあまり好きではない。

「～～～～っっ！」

　グリリッと最奥を抉られた瞬間、カナレイカは声も出せないままで何度も絶頂した。

　こんな達しかたは初めてで、勝手に涙がボロボロとあふれてくる。

「カナレイカ、愛してるよ、愛してる……！　お前は、俺のだからな……！」

　脱力し、気を失う寸前にアイストの顔が視界に入った。歯を食いしばり、汗を飛び散らせながら腰を動かす、自分しか見ることの出来ない余裕のない表情。

（あ、この顔、すごく好き……）

　カナレイカはふわりと微笑み、続いてゆっくりと意識を失っていった。







　機空戦艦発着場横、魔導装具整備室の一角。

　透明感のある薄緑と金の髪を後ろで縛り、ゴーグルをつけたカナレイカは修理を終えた義手型魔装具を磨いていた。

　カナレイカは機工部の中の『魔導装具整備課』に所属している。ここの課員は全員〝魔装具修復師〟の資格を持っているが、得意分野がきっちりわかれている。

　そんな中、さまざまな魔装具の修理を手掛けるカナレイカは課内でも重宝されているのだ。

「お、ちょっと形態を変えたのか。カナレイカ君は本当に腕がいいな。君に整備や修理を頼んだ軍人連中が言っていたよ、以前より調子がいいって」

　機嫌良さそうに声をかけてきたのは、整備課長のリエース。カナレイカは磨き終わった義手を持ち上げてみせた。

「今回は魔石と金具の間に隙間ができていたから、魔法が上手く発動しなかったみたいです。留め金をきつくして他に予備の魔石をはめておきました。同系統の魔石ですし、一方が壊れない限りは魔力が流れないようにしたので暴走の心配もないかと思います」

「なるほど」

　感心したような顔のリエースに、カナレイカは少し声を潜めて囁いた。

「実は、魔石の修復や交換にはこっそり二級ほどランクが上の魔石を使っているんです。故郷の町でやっていた修理店をたたむ時に仕入れた素材はすべて持ってきました。あ、基地内に持ち込む時に呪法検査はきちんと受けてクリアしています。それで、なくなったら同じものを買ってもいいですか？」

　リエースは思案顔でなにやら考えている。カナレイカは返答を待った。やがて、リエースは小さく頷いた。

「わかった。部長の許可がいるから申請しておこう。でも、それには納得させられる理由がいるかな。今までの魔石だってそれなりに結果は出ているわけだからね」

「あのですね……」

　カナレイカはリエースにギリギリまで近寄り、そっと耳打ちをした。

「私、ここのところ苦情というか嘆願的なものを受けているじゃないですか。それとなく夫に訓練での手加減を頼んだんですけど、聞いてもらえなかったんです。だったら、魔導装具の強化を図ってちょっとでもダメージを軽減させたほうがいいのではないかと」

「あー……」

　リエースは腕組みをしたまま、苦笑いをしていた。

「確かに、ピトルーシカ少佐が訓練教官になってから整備依頼よりも修理依頼が多いからな。予備魔装具の新規作製依頼もこれまでの倍だし、そういう理由なら部長も許可してくれるよ。いや、ひょっとしたら二級どころか一級品を使うように言ってくるかもね」

「一級品ならもっといいのがたくさんできますよね」

　カナレイカは手を叩いて喜ぶ。魔石はランクが上に上がれば上がるほど、さほど大きさを必要としない。高価な上に少々加工は大変だが、その分壊れにくい。それにランクが高い魔石があると、一つで三人分の魔導装具が作れたりするのだ。

「カナレイカ君、一段落したなら休憩に入っていいよ。午後は第一空挺隊に言って隊員の魔導装具に不備がないかチェックしてきてくれるかな。僕はさっそく申請書類を用意するから」

「はい、わかりました」

　では休憩のついでに義手を届けてしまおう、とカナレイカは磨き終わった義手を持って立ち上がった。







　義手を持ち主に届け、起動確認も無事に終わった。カフェで購入した鰯イワシの酢漬けを挟んだパンを持ち、お気に入りの場所である裏庭に向かう。花壇の横にあるベンチに座ったところで、朗らかな声がカナレイカの名前を呼ぶのが聞こえた。

「カナレイカー！」

　振り返ると、若い女性兵士が短く切った栗色の髪を揺らしこちらに向かって駆けてくるのが見える。

「オネット！」

「お疲れさま。今日はお昼、いつもより遅いね」

　──オネット・リブレリー。衛生兵で、歳はカナレイカの一つ上。名前は西国ヴォリュビリス系のものだが、祖父母の代からヴィユノークに暮らしていると言っていた。

　実家は本屋を営んでいるらしい。

　オネットの手には、カフェの袋が握られていた。恐らく中身は、同じ鰯のパンだろう。

　このパンがきっかけで二人は仲良くなった。カナレイカが基地内で初めて友達になった、明るくて快活な女性なのだ。

「うん、ちょっと修理した魔装具を届けに行っていたから」

「カナレイカは細やかにやってくれるからね、本当にありがたいよ。他の整備課の連中ったら、こっちから問い合わせしないとなにも言ってこないんだから。魔装具の整備は何度もやってもらっているけど、問い合わせたら四日前にはすでに直ってた、とか当たり前にあるからね」

「ごめん。でも、その辺りは難しいところなのよ」

　オネットの言っていることはわかるが、カナレイカ的にはそうそう頷けない部分もある。なんといっても、整備や修理の件数が桁違いに多い。軍事に使う装備である以上、起動確認も一般の倍の時間をかけなければならない。

　カナレイカの場合は、個人修理店を営んでいた時の対応がついつい出てしまうというだけなのだ。

「ところでさ、最近やっと減ってきたよ、訓練中の怪我人。前は死にかけくらいの怪我人が半数以上だったけど、死にかけは少しになったから。カナレイカが少佐に口添えしたんでしょ？　あのピトルーシカ少佐に言うこと聞かせられるなんてスゴいよ。さすがは〝絶望のコウノトリ〟の奥さんだね！」

「言うことを聞かせたわけじゃないんだけどね」

　──おそらく、強化した魔導装具が上手く機能しているのだと思う。

　一つ不安なのが、アイストがそれに合わせて更に過酷な訓練を課してこないかということなのだが。

「カッコいいよねー、少佐。あの東国風の改造軍服も、煙管を咥えて颯爽と歩いているところとか本当に素敵。わたしの彼もなかなかだけど、少佐には敵わないわ」

　オネットの恋人は、このあと向かう予定の第一空挺隊にいる。一度会ったことがあるけれど、白に近い銀色の髪が美しい線の細い美青年だった。

「見た目はいいかもしれないけどね。性格がちょっと、変わっているかな」

「えー、そう？　クールだし大人の男って感じだし、最高じゃない」

「大人の男、ね」

　オネットは無邪気にきゃらきゃらと笑っている。カナレイカは昨夜のやり取りを思い出しながら、引き攣った笑みを浮かべた。

『カナ、こっちに来てくれよ。この魚、骨がデカすぎる。こんなの食えない』

『小さい骨は取ってあげたじゃない。これぐらい大きい骨なら避けて食べられるでしょ？』

『無理。そもそも俺、魚好きじゃねぇもん』

『もう、じゃあ骨から身を外してあげる。それなら食べてくれる？』

『んー、それなら食えるかも』

　言いながら、アイストは膝をポンポンと叩く。カナレイカは溜め息を一つ吐き、夫の膝の上に座った。長い腕が、巻きつくように腰に回る。苦しくなるほど強く抱き締められたまま、魚にナイフとフォークを差し込んでいく。

『本当は魚よりも、こっちが食いたいんだけどな』

　熱い舌が首筋を這う。下に移動した手が太腿を滑って内側に潜り込み、そろそろと下着に向かって近寄っていく。

『んっ、食事中は、だめだってば！』

『まだ食事してないだろ？　なぁ、いい？』

　こうなると、カナレイカはいつも流されてしまう。どれほど拒もうと、アイストはカナレイカの身体を知り尽くしている。そのアイストに弱いところを集中的に責められ、気づいた時には泣き喘ぎながらはしたなく腰を振っている、というのがいつものパターンなのだ。

　これだけではない。料理中にキッチンへ入って来ては身体を触り、洗濯物を干していると庭で行為を迫ってきたり、とここのところこんな風に、なにかとカナレイカの身体を煩わせるような少々鬱陶しいまとわりつきかたをしてくる。

（正直、叔父さんの頃のほうがカッコ良かったなぁ）

　アイストのちょっとおかしな部分をオネットに聞いてもらいたい、とたまに思うことがある。なんとなく、オネットなら呆れたり軽蔑したりはしないと思うからだ。

　けれど、せっかく『クールでカッコいい少佐』と思われているのなら、わざわざそのイメージを崩すこともない。

「あ、噂をすればピトルーシカ少佐だ！　カナレイカ、手でも振ってあげたら？」

「や、やだ、そんなの恥ずかしいじゃない」

「でも、すごいこっちを見てるよ？　ほら早く、手を振って！」

　──オネットが指し示す方向を見ると、訓練後と思しきアイストが煙管を咥えたままでこちらを見ながら立っていた。少し着崩れた軍服のポケットに手を突っ込んでいる姿には、確かに目を奪われてしまう。その横を通りすぎる女性兵士は、ほぼ全員が頬を赤く染めていた。

「うーん、やっぱりモテるなぁ、少佐は。けど大丈夫だよ、カナレイカ。わきまえない女や男は、基こ地こじゃ生きていけないから」

「え？　それどういう意味？」

「いいから早く！　ここで機嫌を取っておくと、午後の訓練を受ける連中が救われるかもしれないよ？」

「あ、う、うん」

　オネットに急かされ、カナレイカは仕方なく右手をあげてひらひらと手を振った。

　アイストは片手をあげてそれに応え、再び前を向いて歩き始める。

「どう？」

「う、嬉しそうだったように見える、かな」

「でしょー？」

　あはは、と楽しそうに笑うオネットに笑い返しながら、カナレイカは立ち去る夫、アイストの背を今一度見つめた。

　──大きくて広い背中。ずっと見つめていると、なんとなく甘くてくすぐったい気持ちになる。これまでも彼の背中は何度も見たことがあったのに、叔父の時と今と、こうも感じる気持ちが異なるのはやはり〝想いの種類〟の違いなのだろうか。

　ふと気配を感じ、カナレイカは空を見上げた。二羽の大きな鳥の影が見える。

「あ！　もしかしてあれ、コウノトリ？」

「うん、そうだよ。基地の向こう側に山から湧いた湧き水が流れる川があるの。その辺りで暮らしているみたい。多分、夫婦じゃないかな。ね、知ってる？　コウノトリって死別以外でつがいの解消をしないんだって」

「へぇ、そうなんだ」

　頷きながら、カナレイカは己の左手をそっと見た。当然オネットが知るはずもないが、カナレイカとアイストは指輪によって命が繋がっている。

　よって〝死別〟はあり得ないが、たとえ指輪がなかったとしてもカナレイカはアイストを一人ぼっちにするつもりはない。

「アイストは怖がりさんだから、私がずっと守ってあげなくちゃいけないもの」

「え、なに？　なにか言った？」

「ううん、なんでもない。ほら、早く食べちゃわないとお昼休みが終わっちゃう」




　カナレイカは友人に微笑みかけたあと、手に持つ鰯のパンにがぶり、と噛りついた。
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　これは、どうしたものだろう。

　アリオール・ピトルーシカは電話の受話器を持ち上げては下す、ということを実に二十回以上も繰り返していた。

「アリオール！　アイストに電話なんてしてないでしょうね」

「してないよー！　するわけがないじゃない」

　受話器に伸ばした手を慌てて引っこめながら、アリオールは溜め息を吐きながら眉根を揉んだ。

「いやー、まさか姉ちゃんが家出してくるなんて思わなかったなぁ。っていうか、姉ちゃんは叔父さんが今後どういう行動を取るかわかっていてやっているのかなぁ」

　──五日前。

　アリオールが図書館から帰ると、家の中に灯りがついていることに気がついた。

『あれ、きちんと消していったはずなのに。あ、もしかして叔父さん？』

　そこでアリオールは一か月前、叔父に古い医術本の入手を頼んでいたことを思い出した。かなり稀少な本らしく、見つけるのに時間がかかる、と聞いていたからすっかり忘れてしまっていたが、それがようやく手に入ったのだろう。

『叔父さん、本が手に入ったの？　それは嬉しいけど来る前に連絡してくれないかな。医師国家試験がもうすぐだから今は毎日図書館に通っているんだよね。だから家にいないことも多い──』

　だが部屋に入ったアリオールが見たのは、大きな荷物を抱えて涙目でソファーに座っている姉のカナレイカだった。

『姉ちゃん!?　どうしたの!?』

『なにも訊かないで。しばらく泊めて』

『いや、ごめん。なにも訊かないっていうのは、ちょっと無理かな』

　なんとか姉を宥めすかして訊き出したところ、やっぱり叔父とひと悶着あったらしい。

『あのね、特殊部隊の候補生さんたちに魔導装具の構造について講義をするように頼まれたの。ほら、お母さんが学校の先生だったじゃない？　だから私、なんだかすごく嬉しかった。でも……』

『なるほどね。叔父さんが文句をつけてきた、と』

　そこから先は、聞かずともわかった。姉を他の男の前に出したくないだのなんだのと、わがままを言った叔父が反対をしたのだろう。もしくは、勝手に講師の話を断ったのかもしれない。

『この前もね、お話ししていたのが私と同い年の男性士官だからって、もう不機嫌になって。次の日はお仕事をお休みすることになっちゃったわ。魔導装具の改造について相談を受けていただけなのに。それなのに自分はちゃっかり女性士官と楽しそうにしているのよ？　不公平じゃない』

　──叔父は姉のことを狂おしいほど愛している。それは嫌というほど伝わってくる。

　けれど、はっきり言ってそれはひどく重い感も情ので、一般的な愛情の量しか携えていない姉には手に負えないのだろう。

『そういうことなら、僕から叔父さんに言おうか？』

『無駄よ。私が散々言っても聞きやしないんだから』

　姉はそう言い、むくれてそっぽを向いていた。

　──その時、アリオールはまだ楽観視していた。姉がいなくなったら叔父が騒がないわけがないし、どうせすぐ迎えに飛んでくるだろうから適当に愚痴を聞きながら待っていればいい、と。

「怖いなー、なんで迎えにこないのかな」

　アリオールは受話器を見下ろしながら、両腕を無意識にさすった。

　姉が家出をして五日。弟じぶんのところにいるのがわかっているからかもしれないが、それでも叔父が音信不通なのはおかしい。すくなくとも、電話の一つくらい寄越すはずだ。

「ま、叔父さんが姉ちゃんを捨てるってことは絶対にないからそこはいいんだけどね。あーあ、これからますます、姉ちゃんに会いにくくなるんだろうなぁ」

　叔父は常識では測れない男だ。彼と血が繋がっていることが恐ろしいと思うことも時々ある。

「姉ちゃん、なんか食べる？　サンドイッチでも作ろうか？」

　それでも、姉を守り幸せにしてくれるのは叔父しかいない。

　そう思うのも確かだった。
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　カナレイカはキッチンへ消えていく弟の背中を見つめながら、小さく溜め息を吐く。

　その直後、キッチンから弟の悲鳴が聞こえた。

「リオ？　どうしたの？」

「レタスに青虫がついていただけ！　気にしないで！」

「そうなの？　あ、レタスは洗えば平気だからね」

　青虫に悲鳴をあげるなんて、まだまだ弟は子供だ。そう微笑ましく思いながらも、胸の内には罪悪感が重苦しく沈んでいる。

「なんだか、騙しているみたいで気が引けるわ」

　──アリオールに説明した今回の家出の理由。それは嘘ではない。

　ただ、〝もう一つの理由〟を話さなかっただけだ。

　講師の仕事を勝手に断ったことも、見当違いの嫉妬から無茶な抱き方をして起きあがれなくしたことも、実はそれほど怒ってはいない。

　結婚して二年。アイストは三十五歳になりカナレイカは二十四歳になった。

　キルピーチへの借金も無事に全額返済し終わり、生活は安定している。だがアイストの束縛は収まる気配もなく、カナレイカの気苦労は絶えない。

　それなのに、ここのところ基地内を歩いているとアイストが部下の女性士官に囲まれ楽しそうに話をしている場面を頻繁に目撃するようになった。

　それだけではない。

「あんなの、見なきゃよかった……」

　一か月ほど前。カナレイカが修理した魔装具を届け終わり機工部へ戻ってきた時、作業机の上に手紙が置いてあることに気づいた。

　差出人の名前はない。だがカナレイカの机に置いてあるということは自分宛てだろう、と手紙の中身を確認した。

「予想以上に、人数がいてびっくりだったなぁ」

　──封筒の中には、二枚の紙切れが入っていた。

　一枚目は、所属と階級が書いてあることから軍の人間ということはわかった。だが、記載されているのはすべて女性の名前になっている。

　二枚目は多種多様な職業の横に、名前が殴り書きのように乱雑に記されていた。

　軍人ではなく基地関係者でもないようだが、こちらもすべて女性の名前が書いてあった。二枚合わせた人数は、実に五十人近くいる。

　カナレイカは首を傾げながら、休み時間にそれを友人のオネットに見せてみた。その時のオネットの青ざめた顔で、その名簿の意味に気づいた。

　そのことをアイストに確認しようと何度思ったことだろう。ただなんとなく言い出せずにいるうちに、また女性陣に囲まれているアイストを目撃してしまった。

　そこで積もり積もった不満に限界を覚えたカナレイカは、その足で上司のリエースに有給を申請し、荷物をつかんで家を飛び出してしまった。

「ほんと、最低な男なんだから」

　カナレイカはソファーの上で、両膝を抱えて丸まった。

「最低。馬鹿。女ったらし。なんで迎えに来ないのよ……」

　持ってきた鞄はその大きな見た目と異なり、中には二泊分程度の衣類しか入っていない。魔導装具の修理道具も入っていないし、お金もたいして持ってきていない。

　わかっている。自分はこの二年でずいぶんと傲慢になってしまった。

　だから弟に言えなかったのだ。

　アイストがカナレイカしか見ていないことに対してうんざりする素振りを常に見せているくせに、過去の女性関係を目の当たりにしたことで呆れるほど嫉妬し動揺しているだなんて、絶対に。

　おまけに、すぐに追いかけてくると思いこんでいたアイストは五日も姿を見せない。

　連絡の一つも寄越さないことが悔しくて寂しくて、なによりも不安になっている。

「もう、このまま帰らないでいようかな」

　──そんなこと、できやしないくせに。

　胸の奥で呆れたような顔をしている、もう一人の自分。その声から耳を塞ぐようにぎゅっと目を閉じると、急速に眠気が襲ってきた。

　認めたくはないがアリオールのところにきてからはずっと、あまり眠れていないのだ。

「リオ、少し寝るからサンドイッチはテーブルに置いておいてね」

　膝を抱えたままソファーに倒れこんだその時、恋しい香りが鼻先に漂ってきたような気がした。
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「で、迎えが遅くなった理由はなに？」

　胡乱な眼差しでこちらを睨みつける甥アリオールを見下ろしながら、アイストは咥えていた煙管からぷかりと煙を吐いた。

「あぁ、ちょっと色々、やることがあったからな」

「色々ってなに？」

「お前が気にすることじゃねぇよ」

「気にするよ。わざわざ姉ちゃんに〝眠り〟の魔法までかけといてなに言ってんの？　ちゃんと説明してよ。ねぇ叔父さん、こういう言い方は好きじゃないけど、あまり僕の機嫌を損ねないほうがいいんじゃない？」

　アイストは虚を突かれたように、アリオールを見下ろした。

「ん、なに？」

「いや、俺にそんな口の利き方をするのはお前くらいだな、と思っただけだ」

「僕には盾があるからね。姉ちゃんっていう、最強の盾が」

　アリオールは肩を竦めて笑っている。

「ったく、卑怯者が」

「なんとでも言って。で、なにがあったの？」

　アイストは着ていた上着を脱ぎ、眠るカナレイカにそっとかけた。すべすべした頬を指でくすぐり、髪を撫でるだけで心が一気に鎮まっていく。

「この前、カナに魔装具の修理を頼んだ女兵士がいた。そいつは自分の魔装具に爆裂術式を仕込んでいた。分解したら発動するようになっていて、まぁ、間一髪でカナの手に渡る前にどうにかできたんだが」

「え、そ、それって……」

　アイストは自嘲気味に笑う。この先を言いたくはないが、この賢く聡い甥にこれ以上ごまかすことはできないだろう。

「俺がこれまでやってきたことのツケが、今頃になって回ってきたって感じだな」

　──その女とは、暇つぶしに一度だけ関係を持ったことがあった。

　ジズは「彼女のような性格の女と寝るのだけはやめておいたほうがいい」と再三言っていたのだが、大きなお世話だと気にもとめていなかった。

　それがまさか、よりにもよってカナレイカに害を成そうとするとは。

「もしかして、他にもなにか？」

「あぁ。誰か知らないが、カナに俺がこれまで寝た女の名前をご丁寧に名簿にして渡したやつがいたらしい」

　アリオールは両目を見開き、次いで不快そうに顔を歪めた。

「……許せない。僕の姉ちゃんを傷つけるなんて」

「だろ？　カナの友人からそれを聞いてずっと調査していたんだが、カナはなにも言ってこないからばれていないのかと思ってた。まずは名簿を渡した奴を見つけて始末してから、迎えにこようと思ったんだよ。カナがお前のところにいるってのはわかっていたからな」

　犯人は女の可能性が高い、と、気が進まなかったが積極的に部下の女たちと関わり情報を集めた。

「ふぅん。で、誰だったの？」

「それが男だったんだよな。ジズに何度フラれても食い下がっていく下級士官がいたんだが、犯人はそいつだった。すっかり存在を忘れていたから見つけるのが遅くなった」

　アリオールは腕組みをし、思案顔になっている。

「ま、そういうことだ。だからカナは連れて帰るからな」

「いいけど。それで叔父さんさ、姉ちゃんにそのまま説明するつもり？」

「あぁもちろん。当たり前だろ？」

　──カナレイカが怒ったのは、おそらく講師の話を独断で断ったからだろう。それは本人が望むようにさせるつもりだ。この調子でこれからも家出をされたらかなわない。

　今回の件でカナレイカに手を出すとどうなるか周囲は重々わかっただろうし、自分を出し抜いてカナレイカに横恋慕するような愚か者が現れることはないはずだ。

「僕が言っているのは名簿の中身。っていうか、内容だよ」

「内容？」

　アリオールは渋い顔で頷いている。

「姉ちゃん、叔父さんが勝手に仕事断ったりすぐヤキモチを妬いて怒ったりするって言っていたけど、本当の不満はそこじゃないと思うんだよね」

「本当の不満!?　な、なんだよ、それ」

　今回の失敗は、魔導装具師としての仕事に情熱を注いでいるカナレイカを激情のままに抱いて仕事に支障をきたしてしまったことにあると思っている。

　だが、それ以外の不満となると想像がつかない。

「あのさ、叔父さん。叔父さんはいまだに自分だけが姉ちゃんのことを好きだって思っているでしょ？　姉ちゃんはちゃんと、いや、ちゃんとっていうか、ともかく叔父さんが思っている以上に叔父さんのことを好きだと思うよ？」

　甥の言葉に、アイストは素直に頷くことができない。

　元から愛らしかったカナレイカは、生き生きと仕事をしているせいかここ最近は輝くような魅力と美しさに溢れている。

　妻となっても彼女に対する思いは膨れ上がっていくばかりなのに、カナレイカからの愛情があまり見えてこないのが不安で仕方がないのだ。

「まぁ、姉ちゃんは恋愛初心者だから愛情表現が下手くそなだけかもしれないけど、叔父さんが他の女と仲良くしていることがすごく嫌みたいだった。だからその名簿の件は上手くごまかしたほうがいいと思う」

「なんだよ、それ。まるでカナが嫉妬しているみたいじゃねぇか」

「嫉妬しているんだよ、叔父さん」

　アイストは眠るカナレイカを見つめた。長いまつ毛。気まずさのあまり思わず眠らせてしまったが、あの特徴的なメロン色の瞳が見えないことが今、こんなにも寂しい。

「……だったら、嬉しいんだけどな」

「もっと喜びなよ」

　アリオールは苦笑を浮かべながら肩を竦めている。

　──ただの情報収集のための行動を、カナレイカが家出を敢行するほど不愉快に感じていたなんて思いもよらなかった。

　まさかそんな、可愛い嫉妬をしてくれるなんて。

「でも、姉ちゃんを嫉妬させたくて他の女と必要以上に仲良くする、とかはやめたほうがいいよ。それをやったら確実に嫌われるからね」

「は？　やるわけないだろ、そんなこと」

　嫉妬は嬉しいが、そのためにカナレイカ以外の女に愛想を振りまくなど冗談ではない。

「色々と悪かったな、アリオール。本は向こうに置いてあるから」

「ありがと。気にしないで、久々に姉弟水入らずで楽しかったし。そうそう、医師国家試験は絶対に一発合格するから、合格祝いを用意しておいてね」

「あぁ、任しとけ」

　甥の頭をくしゃくしゃと撫でたあと、アイストはカナレイカを抱き上げた。柔らかな感触と甘い香り。調査と報復に必死だったとはいえ、よく五日も離れていられたものだと思う。

「……帰ろう、カナ」

　これからも、カナレイカを悲しませたり苦しませたりする者は絶対に許さない。それが例え、自分自身であっても。
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　訓練棟から出たカナレイカは、中庭のベンチで煙管を吹かしている夫アイストを見つけた。

　長い足を組み背もたれに両肘を乗せ、空を仰いでいる姿は見惚れるほど格好いい。

「後ろから、驚かせてみようかな」

　カナレイカは自身の魔装具である胸元のネックレスに指を触れた。魔石が発光し始めたところで、忍び足になりこっそりと夫の背後に近づいていく。

　手を伸ばせば触れられる、という距離まで近づいた次の瞬間、アイストの姿がいきなり消えた。

「え、あれ？　どこ行っちゃったの？」

「……お前の後ろ」

　振り返るより早く背後から抱き締められ、カナレイカは目を白黒とさせる。

「ど、どうして？」

「そう簡単に背後を取られてたまるか。お前が防音結界を発動させた時に俺も幻惑魔法を使ったんだよ、残念だったな」

「なに、それ。つまんないの」

　せっかく驚かせようとおもったのに、とカナレイカはむくれる。

「講義はどうだった？」

「うん、皆さん熱心だから、とってもやりがいがあるわ。そうそう、魔導人形を持っている人が二人もいて驚いちゃった。どうやらアルブースさんの影響みたい」

　ギパールトの名前を出した途端、抱き締める腕に力がこもっていくのがわかる。

　相変わらずわかりやすい。

　そう思いながら、カナレイカは口元に笑みを浮かべた。

　──家出の原因になったあの名簿は、アイストが過去に関係した女たちの名前ではなくスパイ疑惑のかかっていた軍人や一般人の名前だったらしい。

　男女にわかれているその名簿が、なぜか手違いで機工部に届けられアイストは五日間ずっとその調査と後始末に追われていたと聞いた。

　オネットの顔色が変わったのは、カナレイカが持っているはずのない機密書類を持っていたからだ。

　アイストは真実を知り、慌てて謝るカナレイカを怒るどころか迎えにくるのが遅れたことに対して逆に謝ってくれた。

『迎えが遅くなってごめんな、カナ』

『ううん、私こそごめんなさい。そんな大変なことになっているのに勘違いでやきもち妬いて、家出までするなんて……』

　自身の抱える醜い嫉妬心を知られてしまったのは本当に恥ずかしかった。

　けれど、なんだか以前よりもずっと夫婦としての距離が縮まったと思う。

「今夜の夕食、なにがいい？」

「カナが作るものならなんでもいい。魚の骨を取ってくれるなら、だけど」

「もう、すぐそうやって甘えるんだから」

　カナレイカは身体をくるりと回転させ、アイストに向き直った。そして両手をしっかりと、広い背中に回す。

「珍しいな。いいのかよ、他の連中に見られるぞ？」

「いいの、平気。ねぇ、アイスト」

「ん？　どうした」

　──甘い、蕩けるような声。

　この声を聞くことができるのは、自分だけなのだ。

「愛してる。自分でもびっくりするくらい、あなたのことが好き」




　夫の目が、大きく見開かれていく。

　その様子を見つめながら、カナレイカは背伸びをして夫の顎先にそっと口づけた。








メロン色の瞳の魔装具修復師は元軍人の叔父に愛されすぎている
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